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      　その他の登場人物



　水みず谷たにさん――No.０【呪われた昔話】

　久く我が原はらいすみ――アキラの直属上司

　吉よし岡おか曙帆しよぱん――日本のショパン

　鈴すず蘭らん台だい先生――国語講師

　小こ春はる先生――音楽講師

　東ひがし三さん条じょうへるふぁいあ――東三条家次女

　東ひがし三さん条じょうインフェルノ――東三条家当主

　東ひがし三さん条じょうデスマッチ――東三条グループ名誉会長

　物理ものろい火か燐りん――科学者の娘

　狗いぬ巻まき和わ恩おん――ヴィクトリカの友人

　狸たぬき林ばやしカヌレ――二十年前の十哲

　河かわ原はら若桜わかさ――クラスメイト

　ミル子こ――普通の人

　甘南備かんなび周参見すさみ――大女優

　学がく園えん長ちょう――学園長



    

  
    
      《問い》死んだらどうなると思う？



「アタシは新しい一万円札の顔になるわ」

「無だろうね。死にきったら終わりだ。死か芸術か、そのぎりぎりの縁ふちにとどまるのだよ」

「天国には美しい女子がたくさんいるよ」

「お菓子が食べられなくなります」

「神の一つになると、知り合いの竜神が言ってたぞ」

「でろでろでろでろでろ～んってなるよ♪」

「生きる者に使われてしまいます。悪霊を使役する技が古代インドに（以下略）」

「俺おれは不死身だ！」

「聖人は死を語らず。モノノケを語らず。ただ医者の私は、人の生を延ばすのみ」



    

  
    
      
その１　第１回　天てん上じょうの音楽事件



　あいうえ　あの世で一等賞

　かきくけ　賭かけ事身の破滅

　さしすせ　些さ細さいな事なのに

　たちつて　たちまち大戦争

　なにぬね　泣いてる子供達



　私、足利あしかがアキラの朝はラジオ体操でも冷たいミルクでもなく、あかさたな作文で始まる。誠せい神しん大学文学部詩人科合格の道は日々の努力で決まるのだ。

　テレビのあるリビングでは朝食の目玉焼きとトーストを前に、両親がいつもの調子で歓談している。

「近ちか頃ごろは物ぶつ騒そうだな。また、強盗が出たぞ」

「そうですねえ」

「戸と締じまりに気をつけんといかんな」

「そうですねえ」

「お、結婚詐欺師のせいで靴下と結婚した男がいるぞ」

「そうですねえ」

「ははは、そんなわけないだろう」

「そうですねえ」

「では、トイレに行ってくる」

「父さん、新聞をトイレに持ちこまないで下さいね！」

　まったく、いつも通りの調子だ。

　制服に着替えたら、父より五分早く家を出て、父より一本早いバスに乗る。

　56系統の緑色の駅前行きバス。私は終点の一つ手前の「学園前」で降りる。

「学園前」のバス停で降りると、私の通う私立御お伽とぎ坂ざか学園はまん前――――というのはウソで学園は坂の頂上にあるので、上り坂を五分は歩かないといけない。

　制服に混じってちらほら私服の生徒がいる。

　学園は制服が定められているが、私服も許可されている。私たち凡人が代表する制服組と変わり種の私服派に、学園は分かれている。

　しかし、暑い……。まだ六月だというのに。梅つ雨ゆはどこに行ったのか。六月にはろくな思い出がないが、さらに悪い印象が上塗りされそうだ。

　なんとか正門までたどりつくと、今日もおなじみのバカが突っ立っていた。

　十じつ哲てつの一人、山やま崎さき章あき夫おだ。

「よくこりずにやるね」

「俺おれには世界平和を守る義務があるからなっ！」

　びしっ！　という効果音が聞こえてきそうな勢いで章夫は私に向かって右手を出す。

「はいはい、おはよう」

　と、私はその妙に指先の伸びた右手をつかんで握手する。

「世界守るのに、学園の校門前にいていいの？」

　いつもどおりの呆あきれ顔を、私はちょっと痛い同級生に向ける。

「世界平和のためには、まずは御お伽とぎ坂ざか学園の平和だ。俺は民衆を救う阿あ弥み陀だ如によ来らいのような存在でありたい！」

「唾つば飛んできてる。注意してよ。どれだけハイテンションなんだよ」

「俺だって落ちこむこともあるぞ。俺があと百年早く生まれていれば、世界大戦を防げたのに。それを思うと、神の気まぐれを恨うらまずにはいられん」

「歴史を改変する気か」

　あらぬ誤解を受けそうだから、大急ぎで補足を加えておこう。

　私と章夫は確かに小学校以来同じ学校に通い続けている。でも、それだけだ。家がお隣同士とかずっとクラスが一緒とか、ベタなベタベタした関係ではない。



    

  
    
      



    

  
    
      　このバカは小学生の頃ころからライダーブラッドごっこで「町内の平和は俺おれが守る」と発言していたが、その頃から何も進歩していない。一言で言うとバカなのだ。

　まさか、そんなバカが十じつ哲てつになるとは思わなかったが。

　御お伽とぎ坂ざか学園では、様々な分野ですぐれた功績をあげた生徒や教員に「十哲」という称号を与えている。いわば、学園公認のスター選手だ。

　なかでも十哲のうちでも際立って優秀とされた上から三人は三さん奇き人じんとも称される。

　なお、今の十哲は以下の通り。



　　三奇人

　　　No.１　三年生　天てんノの下した芝し蘭らん

　　　No.２　三年生　鹿子かのこ木ぎ鵺ぬえ子こ

　　　No.３　一年生　甘南備かんなび周参見すさみ

　　十哲

　　　No.４　三年生　森もり本もと森もり

　　　No.５　三年生　渡会わたらい竜りゆう太た朗ろう

　　　No.６　二年生　吉よし岡おか花か笛ふえ

　　　No.７　二年生東ひがし三さん条じようヴィクトリカ

　　　No.８　二年生　山やま崎さき章あき夫お

　　　No.９　教職員　田た島じま三さん省せい

　　　No.０　？？？　水みず谷たにさん



　見てのとおり、一年はNo.３の甘南備君一人だけだ。

　やはり十哲ともなると、相当のポテンシャルが要求されるので、一年では十哲に届く人はそういない。逆に三年になると、受験に目が行って、地位を防衛できないこともよくある。三年の渡会先輩も一年生の女子に抜かれそうだと聞く。

　なお、ナンバーは実力順ではなく、整理番号。力の強弱は関係ない。もっとも今は偶然、十哲のなかでも別格の三奇人が１から３までを独占しているが。

　ちなみに、？？？の水谷さんは生徒でも教師でもなく、たくさんの噂うわさの集合体。

　学校といえば怪談・七不思議ってくらいに奇妙な噂は学校と切り離せない。御伽坂学園の場合は変な現象が起これば水谷さんの名前がささやかれる。

　たとえば、学園の花壇に無許可で攻撃的な食虫植物を植えた園芸部員が翌日盲もう腸ちようになったり、デマと知りながら記事を書いた新聞部員がすべって転んで豆腐屋の壁の角かどに頭をぶつけてケガしたりすると、「水谷さんの罰が当たった」と言われるわけだ。

　水谷さんの名前を出すことをはばかって、【呪のろわれた昔話】と言う人もいるほどだ。

　だから、十じつ哲てつとはいえ実質は九人編成と思えばいい。

　以上が、十哲の制度だ。

　彼らはみんな各界の英雄で、ヒーローで、スターなのだ。

　章あき夫おを除いて。

　No.８の山やま崎さき章夫は【日本一平凡なヒーロー】と言われている。その能力が地味で役に立たないからだ。だから、私も多くを語る気はない。私は私で『当局』が忙しい。

「じゃあね」と手を振って章夫とすれ違う。

「じゃあな。あ、そうだ、アキラ」

「何？」

「『彼ら』が動いてる。お前も気をつけろよ。どんくさいからな」

　心配はけっこうだが、たぶん章夫より活躍しているぞ、私は。

「じゃあ、早く『彼ら』を見つけてね。『当局』だって楽じゃないんだから」



　いち、にっ、いち、にっ、と韻いんを刻きざみながら階段を上り、二年三組に飛びこむ。

　私はリズミカルに頭をスウィングさせている女の子の隣の席に座る。

　ちなみに私の『当局』での主な仕事は、関かかわりの深い十哲二人の監視と提てい携けい。そのうち、一人が章夫で、もう一人が、この十哲No.６【絶ぜつ対たい音おん官かん】吉よし岡おか花か笛ふえちゃんだ。

「おはよう、アーちゃん♪」

　頭にヘッドフォンをつけたまま、花笛ちゃんはかわいい笑顔を向けてくれた。

　花笛ちゃんはあいさつを終えるとまたすぐ黒板に向かって、指揮棒を振る。それに合わせて、頭の後ろの八分音符のようなポニーテールがゆらゆらと揺れる。

「熱心だね。花笛ちゃんも」

「太平洋フィルハーモニーオーケストラが近いからね～♪」

　彼女は音楽界のサラブレッドだ。なにせ、彼女の父親は日本のショパンと呼ばれている吉岡曙帆しよぱん。小柄な体はサラブレッドというよりポニーに近いのだが。

　当然ながらショパンの娘の腕前は半はん端ぱではない。ピアノでは曙帆コンクールを五回続けて優勝しているし、四年に一度の吉岡杯でも二連続優勝。また、調律の天才で、【ピアニカをグランドピアノにする女】と言われている。

「アーちゃんもずいぶん疲れた顔してるよね♪」

「しんどい時期なんだ。ほら、『彼ら』が何かやらかすって噂うわさでしょ」

「あんな・の迷信・だって・思うけ・どな～♪」

　花笛ちゃんは三拍子を刻みながら話す。

「だって誰だれも『彼ら』を見た人はいないんでしょ。学校の七不思議みたいなもの。水みず谷たにさんと同じだよ。心配しすぎだよ、アーちゃん♪」

「そうだね～。迷信ならいいんだけどね～」

　現在、私たち『当局』は『彼ら』という連中の行方を追跡中だ。

　連中と言っても一人かもしれないし、そもそも架空の団体かもしれない。ただ、『彼ら』という組織が、奇妙で凶悪な事件を引き起こすという噂うわさは何十年も前からある。

　現に奇妙な事件はいくらでも起きる。御お伽とぎ坂ざか学園は、いわゆる「ありふれた学校」ではない。生徒の大半は一芸に秀ひいでたものを持っているか、あるいは一箇所壊れている。

　そういう意味では私などは普通の極きよく致ちかもしれない。変わっていることといえば小学校時代に誘拐され…………脱線、脱線、どうでもいいことだ。

　とにかく普通の人が少ないだけ、普通ではない事件もたくさん起こるのだ。

　たとえば最近では、体育大会開催に反対するグループが運動場に地雷をびっしり埋めて大問題になった。いまだに撤去作業中で、たまに爆発音がする。

　こんな常識はずれな事件が起こると、「『彼ら』の陰謀」説が流れる。

　そして現在、『彼ら』が重大事件を計画しているという噂が広まっている。

　ソースは不明だ。根も葉もないかもしれない。だが、起きてからでは遅い。

　なので、ヒラ職員の私も捜査をしているわけだ。結果はかんばしくないが。

　局長への報告はお昼休みにしよう……。

　追い討ちをかけるように、私をさらに憂ゆう鬱うつにするチャイムが鳴る。

　しかも最悪なことに鈴すず蘭らん台だい先生の現国だ。高校の現国は世界共通で意義が薄いと思うが、なかでも鈴蘭台先生のは格別なのだ。

　だから、こちらから寝てしまう。ぐぅ。

「眠そうね、足利あしかがさん」

　なんてことをしてたら、早速当てられてしまった。

「その態度、私への挑戦と受け取ったわ！　これ、誰だれかわかる？」

　黒板には「日本の大作家　爪木曽海瀬」と書いてあった。つめきそうなせ？

「ああ、そうか。答えは夏なつ目め漱そう石せきです」

　つめきそうなせ→なつめそうせき。単純なアナグラムだ。

　鈴蘭台先生は国語を雑学クイズと勘違いしている。というか、雑学ですらない。

「やるわね……。次はこうはいかないわ！　じゃあ、これは！」

　成田泰若葉。なりたやすわかば？

「ああ、かわばたやすなり、ですね」

　がっくりと先生は床に膝ひざをついた。私の勝ちらしい。

「くっ……あなたの勝ちよ！　二タテを食らったから今日の授業はこれでおしまい！」

　クラスから歓声があがる。でも、この授業、絶対に教育になってないと思う。

「だけどね、これくらいじゃヴィクトリカお嬢様にはとてもかなわないわ。あの子は早かったわ、私が出題する前に解いた……それじゃあ」

　それってカンニングでは？　というツッコミの暇も与えず鈴すず蘭らん台だい先生は退場した。

　しかし、武人のヴィクトリカお嬢様がアナグラムに強いとは知らなかった。

【一騎当億の令嬢】東ひがし三さん条じようヴィクトリカ。武道に長たけたNo.７の十じつ哲てつ。

　結局、私はすぐに眠り姫もかくやというくらい、ぐっすり眠りこけた。

　――――そして、気づいたら、お昼休みなので、むちゃくちゃあわてた！！！



　お弁当もあけずに、廃屋同然の旧校舎へ向かう。

　この旧校舎の三階突き当たり、旧３－｜５教室が、「局長室」だ。

『当局』のトップ、森もり本もと森もり局長が冗談ではなく一日中詰めている。授業もパソコン中継で部屋から受けているらしい。

　扉をノックする。すぐに、扉の向こうから局長の声が返ってくる。

「《問い》日本三大ダムを答えなさい」

　このクイズに答えないとあけてもらえないのだ。

　でも、これ、難しいぞ……。

「黒くろ部べダム、奥おく只ただ見みダム、ええと、御母衣みぼろダム」

「正解です」

　扉のロックが解除される。

　あけると、我らが『当局』局長、森本森が笑顔で迎えてくれる。

　見た目は小学校を卒業したばかりのかわいい女の子という感じだ。

　しかし、容姿に騙だまされてはいけない。かわいいだけで局長の座はつとまらない。

『当局』というのは学園の警察と思ってもらえばいい。ちゃんとした公認組織だ。

　構成員は各学年約十名。合計約三十名。

　まず、一番偉いのが局長だ。『当局』職員三十四名の指揮権を持つ。

　その局長の下に三名、管かん領れいという部隊長みたいな役職があり、それぞれ十名ヒラ職員を統率している。これを俗に三管領という。ちなみに私の上の管領は久く我が原はらいすみさんという学園始まって以来の問題児で――

　ゴジ○の着メロが鳴る。この着メロは久我原さん専用だ。

【件名】しばく。【本文】しばく。

　また心を読まれた。あの人の恐ろしさは脳内の思想すら統制してくることだ……。

　さて、今、目の前にいるのが現在の局長である、三年女子の森本森。先生からも、この十年で最高の局長と太鼓判を押されている優等生。しかもNo.４の十哲でもある。過去に十哲にまでなった局長は数人しかいない。

　生徒たちは、そんな局長を【総支配人】と呼び、恐れている。

「局長、クイズの難易度を下げて下さい。あれでは後輩が入れません」

「足利あしかがさんは正解したじゃないですか、ばりぼり」

　この「ばりぼり」の秘密はきっと右手にあるコアラ楽団にある。つか、また一個口に入れた。シンバル担当コアラのチョコが死んだ。

「あれは局長の出題の傾向と対策を知っているからできることです」

　わかってくれたのか、くれてないのか、局長は後ろの立派な机にてくてく戻って座った。小柄なだけにぜんまい仕掛けの人形みたいだ。

「それで、『彼ら』の調査はどうなっています？　ばりぼりばりぼり」

「なしのつぶてです」とお手上げのポーズをとる。

　局長はコアラの頭部を破壊しつつ、「困ったことですねえ。ちなみに梨なしは鳥取県のイメージがありますが、生産量は千葉県のほうが多いんですよ」と言った。というか食べた。

　たぶん、あまり困ってない。困ってる人はあんなにおいしそうに食べない。

「いやあ、尻尾しつぽをつかめない＝イコール目立った動きもないということでして……」

　誤ご魔ま化かせるなら誤魔化してやれと適当なことを言ってみる。しかし、この人、常に食べててどうしてこんなに小さいのか。そういえば、ご飯らしいご飯を食べているのを見た覚えがない。。

「ばりぼり、まあ、実のところ、私も『彼ら』の存在には半信半疑なんですが。あと、十哲のお二人、とくに山やま崎さきさんの監視は怠おこたらないようにして下さい」



    

  
    
      



    

  
    
      　局長の笑顔が一瞬黒く濁にごる。局長と章あき夫おはずっと仲が悪い。

　理由はわかる。学園の秩序を守る『当局』からすれば、勝手に学園の平和を叫んでいる章夫は商しよう売ばい敵がたき、というか空気読めない邪魔者でしかない。

「はい……。ですが、あんなバカ、放ほうっておいても無害だと思いますよ」

「いいえ、ああいうタイプほどトラブルを起こすと相場は決まっているんです、ばりぼり。針穴の被害を拳こぶし大だいに広げられてはたまりません、ばりぼりばりぼり！」

　いらついているのか、笑顔でコアラをがしがし噛かみ殺していく局長。かなり動揺している……。局長は精神が不安定になると食べるペースが速くなるのだ。

「ばりぼりばりぼりばりぼりばりぼり、ばりぼりばりぼりばりぼりばりぼり、ぼりぼりぼりりりりりりりりりりりりりりり」

「局長、早く食べすぎです！　少しは味わって下さい！」

「それはさておき――」

　だが、そのまま私し怨えんに流れないのが【総支配人】の強さだ。

　いや、お菓子をすべて食べてしまっただけか……？

「今週の土曜、吉よし岡おか花か笛ふえさんのコンサートがありますね」

　さすが局長。押さえるところは押さえている。

　花笛ちゃんは隔月でコンサートをしている。あまりの人気に一般来場者用のチケットは五年先まで埋まっているという有あり様さまだ。いい席は各国の要人をもてなすのに使われるほどのプラチナチケット。銀河の隅から宇宙人まで来るくらいだ。

　でも人が集まるということは、悪い人間も群がるということだ。正直、コンサートが近づくたびに気が気でない。

「『彼ら』が来るとすればそのときです。ようく、目を光らせておいて下さい。『当局』の名誉ある記録を中断させないためにも」

『当局』は奇妙奇き天て烈れつな事件もいくつも解いてきた。その長い戦いのなかで私たちが誇りにしているのが、開校以来九十九年間いまだに死者ゼロという成績だ。

　その言葉に私は息を飲んだ。

「っごく」と局長はコアラを飲んだ。あれ？　さっき食べ終わったのでは？

　いつの間にかもう一箱あけていた。

　お菓子好きにもほどがあるぞ……。

「くれぐれもコンサートでは、ぬかりないように。もし、失敗したら罰として……」

「罰として……？」

「あなたをお菓子にします」

「冗談……ですよね……？」

　局長の目ははっきり言ってマジだった。

「はっきり言ってマジです」



　演奏会が近づいてきたせいか、花か笛ふえちゃんは授業中もヘッドフォンを付けて指揮棒を振っていた。あるいはノートの表紙に鍵けん盤ばんをマジックで書いて、ピアノの指使いの練習。指を見ているだけで、優雅なバッハのブランデンブルク協奏曲が聞こえてくる。

　だが、花笛ちゃんはつまらなさそうな顔をしている。

「演奏会が心配でさ……♪」

　なるほど、宇宙レベルの大演奏会を前にすれば、大天才も不安になる。

　それに、彼女の才能を妬ねたむ人も多い。小規模な妨害まで数えればきりがない。

　たとえば、音楽講師の小こ春はる先生が指揮棒で花笛ちゃんの目を潰つぶそうと散々狙ねらっていた。先生は罰として爆音鳴り響くライブハウスで一か月働かされている。ちなみに小春先生は人の芽を摘つもうとするつまらない人物だが、「猫踏んじゃった」だけは入にゆう神しんの域だ。本当に猫を踏んだ人間にしか出せない驚きと悲ひ哀あいがある。

　それはさておき、コンサートまで地道に捜査を続けたが、まったく進展なし。

　章あき夫おも「『彼ら』が出てきやがったらふっとばす」と口だけは達者だった。

　そして、あっという間にコンサート当日はやってきた。



　結果から言ってしまおう。

　テロはなかった。二階の自由席は立ち見の客ですし詰めになっていたが、ケガ人も出なかった。人的被害は無論ゼロ。

　ただし、コンサートが成功したかどうかは別だ。

【第一部】花笛ちゃん指揮によるオーケストラ部の演奏

　完かん璧ぺきだった。彼女が指揮棒をぱっと振れば、カエルだって見事なテノール歌手に早変わりする。ましてオーケストラ部なら、地球規模でも上から五本の指に入る名演になるのは決まりきったことだ。しかし――

【第二部】花笛ちゃんによるピアノソロ～新曲「人生」「蜉蝣かげろう」～

　彼女は何も弾かなかった。

　譜面を幾度も幾度も親に捨てられた子猫の目で見て、それでも花笛ちゃんは鍵盤を叩たたけなかった。一秒ごとに騒然とする場内の空気。二階席の私ですら詰きつ問もんされているような居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

　それでも、花笛ちゃんは鍵盤に触れもしなかった。いや、これはあまりに突き放した見方だ。花笛ちゃんは触ろうとしていた。真しん摯しにピアノを見つめていた。

　でも、できなかった。

「ごめんなさい♪」

　その一言で公演は終わった。

　結局、新曲の「人生」と「蜉蝣かげろう」は演奏されず、場内から軽い不満の声が漏れた。

　私は公演終了後、いても立ってもいられず楽屋へと向かった。

「君、ここからは立入禁止だよ」とＲＰＧのイフリートみたいなボディガードに止められた。花か笛ふえちゃんほどのビッグネームとなると警備も並々でない。

「どいて下さい。私はこういうものです」

『当局』の手帳を見せる。イフリートは顔を青くして道をあけてくれる。

　私たちは学園内において絶対的な権力を持っている。

　ここで使わないでいつ使う？

　少しでも気がゆるめば、私たちは即席の独裁者になる。逮捕拘こう禁きんも自由自在なのだ。それでも私たちの存在が許されているのは、代々の局長と職員が正義・良心・自由のためという使命を命懸けで貫いてきたからだ。

『当局』は何があろうと私利私欲で動くことはない。

　目的は花笛ちゃんを助けるという「他利」のため。

　隣にいてあげる友達が今の花笛ちゃんには必要だ。

　私でないといけない理由はない。花笛ちゃんならほかにも友達がたくさんいるだろう。

　しかし、今すぐ花笛ちゃんのそばに行けるのは私しかいない。

　私は勢いよく、楽屋のドアをあけた。

「あ～、アーちゃんだ。どうしたの～♪」

　あれ？　キラキラした衣装の花笛ちゃんは裏表のない笑顔をしていた。

　慰なぐさめの言葉しか用意してこなかった私は固まってしまう。

　花笛ちゃんは畳敷きの部屋にホワイトチョコとビターチョコを並べて鍵けん盤ばん状にしていた。ちょっと変だが、ある意味いつもの花笛ちゃんだ。

「今日はごめんね～。準備不足でさ。中途半はん端ぱに弾くのは嫌だから、やめちゃった♪」

「え……あ、そうだね……」

「心配かけちゃったよね。許して。でも、ボクは落ちこんでるわけじゃないからね。むしろ、もっともっと元気になって今日の二曲をやる気満々だよ♪」

　花笛ちゃんは音符の形のポニーテールを振り子のようにいじる。機嫌のいいときの彼女の仕草。むしろ、ハイすぎる気すらする。

「まあ、元気ならいいんだよ。それじゃ、お邪魔みたいだし、私帰るね……」

「あ　　　　　　　ちょっと待って　　　　アーちゃん♪」

「なんか、間延びした言い方だね」

「休符を多くしてみたんだよ♪」

　そういうものなのか？

「はい♪」と花か笛ふえちゃんに二冊のノートを手渡された。

　表紙には「人生」「蜉蝣かげろう」というタイトル。

「もう、暗記しちゃったからあげるよ♪」

「でも、私、ピアノなんて弾けないよ」

「いいよ。ピアノじゃなくても。形にとらわれちゃ、いい演奏はできないよ♪」

　テンションの高い花笛ちゃんと私は別れた。

　だけれど、不安はなくならずに、足の下でくすぶっていた。



　そして、あけて月曜日、花笛ちゃんは失しつ踪そうした。



　事件を知ったのは翌日の火曜日の放課後。局長室。

　花笛ちゃんが帰らないという電話が父親の曙帆しよぱんさんからあったという。

　嫌な予感は月曜からしていた。その日、花笛ちゃんは学校を欠席した。お父さんの話と重ねれば、彼女は月曜にいつもの登校時刻に家を出て、どこかへ消えてしまったのだ。

　普通なら「発表会での失敗を苦にしての家出」と考える。だけど……。

　同様に、七人もの生徒が月曜に家を出てから行方知れずなのだ。

　これは『当局』だけの機密事項だ。『当局』の私だって火曜になって、初めて聞かされたくらいなのだ。公表すればパニックになる。

「誘拐ではないようですね。吉よし岡おかさんはお金持ちかもしれませんが、それなら、彼女一人誘拐すれば済むことです…………バリバリバリバリ」

　局長は無意識に雪のお宿という砂糖のついたせんべいを口に投げこみまくっていた。三分とたたずに一袋が空からになる。このペースは本当に悩んでいる証拠だろう。

　局長が解決できなかった事件などない。五分あれば犯人も動機もすぐに答えが出た。「現実に起こりうる事件なら解けないものはありません」と、胸を張って答えたこともある。

　これだけ悩むということは、現実に起こりうる範囲すら超えているということだ。

　そんな事件、私に何かできるわけがない。

　いや、できなくてはダメなのだ。

　私の監視対象の吉岡花笛が消えてしまった。これは私の責任だ。

　まして、花笛ちゃんは私の友達だ。

　その言葉は発作のように飛び出た。

「局長、この事件、私に担当させて下さい」



　それでも、ヒラ職員の半日の努力で成果があるはずもなく……。

　翌日も学業に身を傾ける気分にはなれず、夢の世界に入りそうな無気力で昼までの四時間を過ごした。それでも眠らずにいられたのは、意識が飛びそうになるところで、花か笛ふえちゃんの曲のメロディーが頭をよぎるからだ。

　いけない。焦あせりばかりが先行し、ふて腐くされた顔が外せなくなっている。

「お前、元気ないな。俺おれはスラム街の少女のすさんだ心を癒いやすような存在でありたい。というわけで、卵焼きやるよ」

　ほら、章あき夫おにまで気を遣つかわれる有あり様さまだ。

「ありがたく受け取る」

　章夫の卵焼きは妙に甘ったるかった。疲労回復にはいいかもしれない。

　お昼休みは、特別な用のないかぎり、章夫と屋上で食べることにしている。

　別に仲がいいわけではない。十じつ哲てつ監視という業務の一環だ。

　屋上なので、湿気をふくんだ風が吹きつけてくる。髪型はシニヨンにしているので、髪がなびいて鬱うつ陶とうしいなんてことはないが、落ち着かない。

「なあ、アキラ」

「何よ。元気ないときだってあるさ。私は章夫ほど単純じゃな――」

「『当局』には行方不明者の目星はついてるのか？」

　半はん噛がみの卵焼きを呑のみこんだ。

「お前らみたいな情報網がなくたって、これくらい調べればすぐにわかる」

　偉ぶるでもなく章夫は言った。個人で『当局』と同じ情報を得るというのは、それなりにすごいことだ。無能とはいえ、十哲と認められた人材だけのことはある。

「それでな、なあ、今日の夜、空あいてるか？」

　見積もりもしてなかった言葉が飛んできた。

「え……空いてはいるけど……何時？」

「二時。場所は学校の裏門」

　これって、もしかしなくても、デートのお誘い？

　しかし、いくらなんでも直球すぎる。というか初デートが深夜二時はデッドボールだ。

「あのね、最初からそんな時間なんて常識的に……」

「学園の平和のため、北館の第二音楽室に乗りこむ」

「はひ？」

「昨日も夜中に電気がついていた。犯人が何かやってたんだろ。そこを今夜叩たたく」

　第二音楽室は音楽の授業が重なったとき用の予備の教室で普段は使われない。一学年に十二も十五もクラスがあった時代の名な残ごりだ。

「その近くで吉よし岡おか花笛らしき人物を見たという目撃証言が掃除当番からあった」

「え、そんなっ、けほっ、けほっ」

　ご飯が気管に入ってむせてしまう。

「必ず、そこに犯人のヒントがある。とことん探してやるつもりだ」

　あほな章あき夫おにしては上出来の捜査だった。

「学園の平和をあずかる者としては当然のことだけどな！」

　やはり、ただのあほだ。

「じゃあ、二時な。あと、今日は家に帰って早く寝とけ。目にクマがある」

　思わず、顔に手をやる。

　確かに私は半徹で作業をしていた。失しつ踪そう者しやに何か共通項はないか、ファイルをかたっぱしからあたっていたのだ。自分では疲れを隠し通せているつもりだった。

　――――いや、おかしいぞ。クマがあるのはわかっていた。ファンデーションで誤ご魔ま化かしたはずだ。だとしたら……。

「化粧したってわかるさ。何年顔つき合わせてると思ってんだ。いいか、お前が俺おれを監視してるってことは、お前も監視されてるってことなんだ」

　章夫の分厚い手が私の髪をわしわしとなでた。

「ちょっと！　髪が乱れる！　私は猫じゃない！」

　抗議してもムダだ。章夫にはデリカシーなんてものはないのだから。

「吉よし岡おか、無事だといいな」

　上から降ってきた章夫の言葉は誠実さの塊かたまりみたいだった。

　私は遠くの第二音楽室を眺めて言う。

「無事に決まってるよ」



　その夜、私は夕飯を食べるなり、布団に入った。

　そして、深夜。予定通りに起床する。

　一応護身用にスタンガンを用意する。

　そういえば、章夫とこんなふうに行動を共にするのは久しぶりだ。小学校でも中学校でもあいつの世界平和戦略に巻きこまれて、ひどい目に遭った。

　そんな私が学園で『当局』に所属しているというのも因果なものだ。

　ただし、これは章夫のつまらない手伝いとは違う。章夫に守られるのとも違う。花か笛ふえちゃんを救うための対等な者同士の共闘だ。

「お、来たな」と言う章夫の手にはやけに細くてリーチの長い傘。

「今日は雨降らないと思うけど」

「わかってるくせに。武器だよ。世界平和に刃物や鉄砲は筋違いだ。力で力を塗り替えるんじゃ、平和なんて来るわけがない」

「金属バット持って夜中出歩いたら確実に補導だしね」

「今日も百鬼夜行のパーティをやってるようだ。無駄足にならずにすんだ」

　見上げた空の先に、こうこうと輝く北館の一室があった。

「それじゃあ、お先に変身させてもらうぞ――学園の平和のために」

　章あき夫おはメガネケースからメガネを取り出した。

　章夫はダテメガネをかけることで、山崎毅に変身する。

　まず、容姿が変化。

●背は五センチアップ。

●右みぎ頬ほおのニキビはなくなる。

●髪はさらさらになって、サンブリーズシャンプーのにおいが香ってくる。

　次に、運動神経。

●クラスでの百メートル走のタイムが陸上部員の次に速くなる。

●クロール50ｍも水泳部員の次になる。

●テニスや卓球も部員とフルセットで競るくらいになる。

　頭だってよくなる。

●東大模試でＢ判定がもらえる。

●京大模試でＢ判定がもらえる。

●一ひとつ橋ばし模試でＢ判定がもらえる。

●オックスフォード模試でＢ判定がもらえる。

　さらに、

●手持ちの傘の強度があがり、武器として使える。これを傘さん術じゆつという。

　つまり、山やま崎さき毅たけしはけっこうかっこいいのだ。

　だが、毅は何をやってもソツなくこなすが、決していちばんにはなれない。その中途半はん端ぱさが【日本一平凡なヒーロー】の所以ゆえんなのだ。十じつ哲てつというのは、何かの道を極められるまで極めた人の集まりなのに、毅だけがその正反対を行く。

　もっとも、私は毅だなんて呼ばないが。

「よし、準備完了だな。アキラ、行くぞ」

「うん、行こうか、章夫」

「おい！　今は毅に変身してんだよ！　ちゃんと毅って呼べって言ってるだろ！」

「バーカ。そんな微妙な変化、変身って言うか」

「ちっ。まあ、議論は後だ。行くぞ」

　章夫は校舎を壁伝いに進み、窓をあける。侵入用に先に鍵かぎをはずしておいたらしい。これだけ見れば正義の味方どころか、立派な泥棒だ。

　私と章夫は一歩一歩階段をあがる。

　音をたてないように、足もとに意識を集中する。靴音が直接心臓に響きそうだ。

　最上階、突き当たりの音楽室から、かすかに光が漏れている。

　声はしない。無人ということはないだろうが、敵も騒ぐつもりはないらしい。

「まず、俺おれから入る。お前は危ないから後方支援でいい」

　一方的な章あき夫お。むっとするが、確かにいきなり踏みこむのは荷が重い。

　そして、章夫は音楽室に飛びこむ。

「おい！　観念しやがれ！　逃げ場はねえぞ！」

　犯人が息を呑のむ声が聞こえた気がする。

　次いで、机が倒れるような音。それと章夫の驚きと悲鳴の間あいだのような声。

「章夫、どうしたの！」

　私もスタンガンを持って、あわてて音楽室に入る。

　そこには巨大な鎌かまをかまえた生徒の姿。

　私が入ってくると生徒はなおさら混乱したのか、鎌を乱暴に振り回した。なぎなたを習ったことはないが、生徒に武道の心得がないのはすぐにわかる。

　それでも、戦局は圧倒的にその生徒に有利だった。

　その鎌はありえないほどに鋭利だったのだ。

　生徒が空から振ぶりするたびに机がスパスパ切断される。

　そんな…………。どんな物質を使っているんだ？

　しかも、生徒はどうも気が動転しているようだ。

　目をつぶりながら、こちらに迫ってくる。

「バカ野郎！　どうして入ってきた！　お前の出る幕じゃねえ！」

　激しい章夫の叱しつ責せき。だからといって、もう遅い。

　私は切りつけられようとしている。

　信じられない光景に足が動かない。

　これは終わった。

　時間感覚がスローモーションになる。

　走そう馬ま灯とうが見える。

「アキラ！」

　そこに章夫が飛びこんでくる。たったひとつの武器である傘を持って。

　章夫には傘さん術じゆつという自己流武術の心得がある。傘を木刀のように使い、戦うのだ。

　――――しかし、机を切り刻きざむような鎌を傘で止められるわけがなかった。

　大鎌は包丁が大根を切るみたいに傘を半分にし、そのまま章夫のおなかを裂いた。

　章夫はがくっと膝ひざをつき、前のめりに倒れる。

　生徒は怖くなったのか、扉から外に逃げていく。私のことなど眼中にない。

「章夫！」

「お前、今は毅たけしって呼べよ……これでもヒーローなんだぞ……」

「何がヒーローだ！　お前なんかただの章あき夫おでじゅうぶんだ！」

　もう、意地でも毅と呼んでやるものか。

「アキラ……死んでもあいつを追うなよ。でないと無駄死にになっちまう……」

　無理に笑おうとしながら章夫は言う。おなかから血をどくどくとこぼしながら。

「バカ！　人の心配してる場合か！　早く止血しないと！」

　けれど、私にも結末は読めていた。

　章夫は間に合わない。助からない。

　間もなく、章夫は息をひきとった。



　涙が出る前に局長に電話をかけた。

　簡単に事情を告げると、局長は五分でやって来た。

「さようなら」

　入ってくるなり、局長は章夫の死体に頭を下げた。

「山やま崎さきさん、あなたとはいろいろと意見がかみ合いませんでした。何度も対立しました。しかし、この結末はひどいですね。私を出し抜いて、そのまま殺されるなんて。おかげで『当局』の死者ゼロの記録も今日でついえましたよ……」

　まるで生きている人間に話しかけるように、局長は章夫に呼びかけた。

　それで話は終わったのか、自分の胸にあてていた手をどける。

「足利あしかがさん、犯人は凶器に何を使ったのでしょうか？」

　あらためて室内を見回す。机や黒板がいたるところで線を引かれたようにばらばらになっていた。切断面のすべてが見事なほどの直線。

「そうですね。黒い鎌かまのようなものに見えたんですが……」

　淡々と私は説明する。私情は慎つつしむ。まだ泣かない。まだ泣いてはいけない。

　どんな知恵の輪よりも複雑に私の心は絡まっていた。

　五割は章夫のこと。五割は犯人の生徒のこと。

　局長は悲嘆に沈む前に体を動かそうとするみたいに、室内の検分を始める。

「足利さん、ハッピータタタターンはお好きですか？」

「ええ、まあ、好きなほうではありますけど……。打ち上げのときは、徳用チョコレートよりハッピータタタターンを選びますね……。でも、それが何か？」

「そうですね。あの甘あま辛からい粉は麻薬ですよね」

「あの、それとこれと何が……？」

「でも、本物の麻薬はダメゼッタイです。床を見て下さい」

　局長は小さな顔をぷくうと膨ふくらませた。

　手でぬぐうとほこりではない白い粉が付着した。

「絶対になめないで下さい。どういう症状をもたらすかわかりません。しかし、殺人、麻薬ときましたか。さて、せっかくだから足利あしかがさん、聞いて下さい」

「はい？」

「私は学園の局長で終わるつもりはありませんでした。ゆくゆくはもっと大きな組織から自分なりの社会の安あん寧ねいを押しつけるつもりでした。端的に言えば、独裁者ですね。十じつ哲てつという名誉ある地位に就ついて実績があったとなれば、栄達くらいは簡単なはずでした」

「局長、独裁者って……」

　局長は笑っていた。だが、その笑いの質はいつものにこやかなものではない。もっとどす黒いものだ。これが局長の本性……？

「ですが、学園で死者まで出した以上、局長の私は責任をとります。処遇がどうなるにしろ、前途は絶たれました。けれど――――」

　そこで、局長はいつものほがらかな表情に戻った。

「私の理解力をこの事件は超えているようです。屈辱ですが、犯人の使用した武器すら想像もつきません。きっと、これは私に分の悪い事件なのでしょう。なので――――」

　局長が私の肩に手を置く。

「足利さん、この事件も生徒失しつ踪そう事件と同様にお任せします。どうも、あなたが一番事件の真相に近いようですから。必ず、犯人を捕まえて下さい」

「はい！」

　そうだ、野望がどうだろうと、局長は【総支配人】として学園を守ってきたのだ。

　その一点にウソ偽いつわりはない。

　黒かろうと白かろうと、学園の敵に局長は容赦しない。

「あとひとつ。私はまだ大切なことが聞けていません」

「何のことですか、局長？」

「それで、犯人は誰だれだったんですか、足利さん？」

　いつもの彼女とは思えない強い語調で、局長は今度は私の肩を叩たたく。

「あなたは、犯人と遭遇した。山やま崎さきさんを殺した生徒は誰ですか？」

　ばれていたか。

　もう、これ以上、生徒とか犯人などとぼかしてはいられないようだ。

「犯人は――――吉よし岡おか花か笛ふえです」



　午前四時に帰宅。

　とても眠る気になんてなれないし、事件の整理をしよう。

　机のひきだしをあけて、生徒失踪事件の調査書を出す。

　何か隅に二冊のノートが入っているのが見えた。

　おかしいな、こんなところにノートなんて…………あ！

　すぐに、ノートを取り出す。

　これは花か笛ふえちゃんから預かったノートだ。「人生」「蜉蝣かげろう」の二冊。

　こんな重要物件を忘れるなんて、どれだけうかつなのかと思う。

　章あき夫お殺害の犯人が花笛ちゃんである以上、このノートにも何か意味が託たくされている可能性は高い。

　ここに犯行動機が書いてあるとでも？　とにかくノートをめくる。

　すぐに花笛ちゃんがその二曲を弾かなかった理由がわかった。

　花笛ちゃんは弾けなかったのだ。

「人生」という曲は音楽によって人生をそのまま表現しようという大作で、一度演奏すると終わるまでに七十年から八十年かかるようにできている。そんなもの聞かせられるはずがない。まして、天才によくあるように花笛ちゃんも完かん璧ぺき主義者だ。最初のさわりだけ演奏しておしまいなんてことはプライドが許さないだろう。

「蜉蝣」のほうは【♪＝２３８０００】ととんでもない数字が書いてあった。

　一分間に二十三万八千拍。普通の曲は速くて【♪＝１６０】くらいのはずだ。きっと「あっ」という間に終わるだろう。人間の体では演奏することもできなければ、聞くこともできない。子供を産めば数時間で死んでしまう蜉蝣のはかなさを表現したものの、そのせいで蜉蝣と同じ時間感覚が必要になってしまったというわけだ。

　なんのことはない。花笛ちゃんは自分の苦しみを知ってほしかっただけなのだ。

　きっと、誰だれ一人ひとり、天才の苦悩を理解することができなかった。

　自分もその内の一人だ。

　花笛ちゃんを救うと言いながら、見当ハズレなところに手を差し伸べていた。そのせいで、花笛ちゃんは取り返しのつかない事件を起こした。章夫も死んでしまった。

　また、あの光景がフラッシュバックする。

　狂乱の態ていの花笛ちゃんに斬きり殺された章夫。最期まで自分より私の心配をしてくれた章夫。そして取り残された哀あわれな私。

「この、おおばかもの！」

　悲劇のヒロインぶる自分の顔を叩たたいた。立ち止まる暇なんてないのだ。まだ何も終わってはいない。ここで動けなくなれば、章夫の死が本当に無駄になる。

　まだ、私には花笛ちゃんを止めるという仕事がある。落ちこむのはそれからだ。

　それに花笛ちゃんはこの事件を終わらせてほしいと思っている。

　そうでなければ、私にこんなノートを託すわけがない。

　落ち着け。落ち着いて一から考えろ。

　この事件は二つの部分からできている。生徒の失しつ踪そう事件と章あき夫おの殺人事件。

　この二件がまったく別物ということも、生徒の失踪と花か笛ふえちゃんの錯さく乱らんは同じ犯人が用意した麻薬によるものという可能性もある。が、おそらく生徒行方不明事件も花笛ちゃんが犯人だ。根拠はこのノートにある。

　何か異様な決意がないと、こんなものを渡すわけがない。

　生徒は全員自宅を出た後、行方不明となっている。一時間目に出席していた生徒はいない。人数も多いし、住所もまちまちだ。登校後、校内で消えたと考えていい。

　では、消えた生徒はどこに？

　ノートをめくっているうちに細かい字で埋め尽くされたページに出た。

「日記？」

　数日分を読んでみる。実際にあったことを記したものというより、内省の過程をつづったものという印象があった。たとえば、一週間前の日記は、



　ボクの頭の中には完成した音楽が流れている。それは最後の小節まで一瞬でできあがる。けれど、それを聞いてもらおうとすると時間の壁に阻はばまれてしまう。真の音楽を提供するためにはボクは時間を超えないといけない。



　とあり、その翌日は、



　物理的時間の超ちよう克こく！　超克！　とんでもない難問だ。パパも過去にさんざん悩んだらしい。いわんや若じやく輩はいのボクならなおさらだ。専用の演奏会場を作らないとね。音楽は数学的に完かん璧ぺきに正しく、矛盾がない。その音を積み上げることができないだろうか。



　そして、最後となる金曜日の日記は、



　だれも聞いてくれなかったら自分の音楽という会場に引きこもろう。ここで自分だけの音楽をやるんだ。



　と結ばれていた。

　よし、花笛ちゃんを連れ戻す。必ず、その「会場」から引きずりだす。

「しかし、『自分の音楽という会場』って何だ？　えらく抽象的な……」

　しかも、花笛ちゃんは十じつ哲てつだ。『当局』にとって十哲がらみの事件は最も厄介なものだ。常識を簡単に乗り越えてくるので、捜査が極めて難しい。事実、森もり本もと局長をもってしても、何もわかっていないくらいなのだ。

　まして凡庸な常識人の私ではどうしようもないのか…………いや。

　ならば――――非常識なものを使えばいい。

　幸い、この学園にはいくらでも狂った人間がいる。その最たるものが十じつ哲てつ。そのなかでも、もっと偉い人間、もっと狂った人間が三さん奇き人じん。その力で現実までゆがめてしまうと言われている三人。

　No.１　【零ぜろ流りゆう小説家】天てんノの下した芝し蘭らん

　No.２　【全ぜん衛えい芸術家】鹿子かのこ木ぎ鵺ぬえ子こ

　No.３　【万象演出家】甘南備かんなび周参見すさみ

　餅もちは餅もち屋や。十哲には十哲。どうせ十哲なら上の三奇人。この人たちなら同類の花か笛ふえちゃんのことも少しはわかるかもしれない。少なくとも凡人が悩むよりはマシのはずだ。

　ただし、手伝ってもらえるかはわからない。三奇人の名は伊だ達てではない。まっとうに奇人だという話だ……。かといって、悩む選択肢などない。

　まずは美術の神童と言われている鹿子木先輩のところだ。美術室が彼女の根ね城じろのはず。

　やることが決まれば、英気を養うべきだな。

　私はノートをぱたんと閉じ、二時間だけ眠った。



　昼休みに美術室の扉を叩たたいた。反応がない。「鹿子木さーん」と声をかけても同じだ。不在だろうか。その可能性もじゅうぶんにある。

　鹿子木さんは【全衛芸術家】と呼ばれるほどに、美術界の多分野で活躍なさっている。ただし、とにかく頑固者で、ちょっとしたことで仕事を止めてしまったり、学園を欠席したりする。小バエが部屋に入ったというだけで、三日休んだこともある。

　おそるおそる扉をあけると、何か小さいものが飛び出してきた。

「わっ！」

　間抜けな声をあげて振り返ると小さな虎とら猫ねこだった。

　室内は何十匹という猫で埋まっていた。本来あったはずの机は全部隅に追いやられ、だだっ広い空間に古今東西の猫がたむろしている。

　そして、キャンバスの前でおかっぱ頭で長身の女性が立ったまま寝ていた。

　いや、寝ているのか？　目はあいている。ただ、意識がない。

「もしも～し？」

　返事はない。

　着ているのは猫柄のＴシャツ一枚。そのＴシャツにも顔にも絵の具がべたべたついている。サッカーのサポーターみたいだ。

　格好のせいか、出るところが出てる体型なのがわかる。胸大きいな……。分けてほしいくらいだ。いや、自分が貧乳だということではないぞ。純粋にスタイルがいい。背も百七十センチはある。いや、寝てる間あいだにじろじろ見るのは失礼だ。

　今度は手を顔の前でぱたぱた振ってみる。

「もしも～し？　もしも～し。も――――」

「わわわわわわ！　なんだ、手か？　いやいやいや、なんで手があるんだ、目の前にっ！」

　いきなり目を覚まされた。お互い、驚いたらしい。

「あの、鹿子かのこ木ぎさんで――――」

「当たり前だろう。私がゴッホやピカソに見えるか。だとしたら、今すぐ眼科に行ったほうがいい。私は敦とん煌こうの壁画プロジェクトもナスカの地上絵プロジェクトもやっているが、それが全部同じに見えてしまう人を前にしては、こちとら平伏するよりほかないからね！」

　早くも眉み間けんに皺しわが寄っている。

　まずい。偏屈とは聞いていたが、二言目から機嫌を損そこねるとは思わなかった。

「あの、どうして立ったまま寝て――――」

「あまりにもかわいらしい猫さんの振る舞いを見て、その光景を心に焼きつけていたのだよ。私ともなれば体の動きを止めて、芸術的場面を記憶できるんだ。邪魔が入ったがね！」

「すいませ――」

「謝る暇があるなら素す性じようくらい名のってほしいものだね。それと作業の邪魔はやめてほしいものだっ！　それさえわかったら、尻尾しつぽを丸めてお引取り願いたいんだがね。ああ、そうか、君にはあの猫さんのような可か憐れんな尻尾はついてなかったか。これは失礼したなっ！」

　うわあ。

　取り付く島がない。

　コミュニケーション以前に、出て行けと言われてしまった。

　だけれど、ここで逃げ帰るわけにはいかない。

「あの、私、『当局』の足利あしかがアキラと言いま――――」

「自己紹介かい？　まさか、私の絵について語りに来たとか言うなよ。この絵には思想があるとか、心があるとか。勘弁だな。思想を言い出す連中と来たら、人様の米びつに砂をまくことしか考えていない。精神がひねくれて卍まんじ巴どもえと入り乱れている。私は宗教画を描いて、敬けい虔けんな神父を感かん涙るいさせたことがある。それが現実だ。心より先にただ、絵があるんだ」

　どうも、この人、堅苦しいというか、長方形っぽい口く調ちようだな……。

　原稿用紙にでも写したら、ぎっしり下まで詰まっていそうだ。

「十じつ哲てつの花か笛ふえちゃんが失しつ踪そうしました。私は彼女を探しています」

「それが――」

「これが彼女が残したノートです。彼女はここに『会場』に引きこもると書いていました。同じ優れた芸術家として、何か心当たりはないでしょうか？」

　鹿子木さんは、しぶしぶノートを見ると、「ああ、そういうことか」と言った。

「わかったんですか！」

「まず君が、この『会場』とやらをどう解釈したか聞かせてくれたまえ。答え合わせだよ」

「ええと、彼女は『自分の音楽という会場』に逃げた……つまり、自分の音に逃げた。これがどういうことかというと……」

　私は自分なりの推理を披露する。

「彼女は人間では演奏が不可能な曲を作ってしまいました。自分の作品を聞いてもらえないというのは、おそらく想像を絶するほど辛つらいことだと思います」

「当たりだよ。私も長らく鵺ぬえみたいな異形の作風と呼ばれたからね。ひどい言いようだよ」

「そこで、彼女は聴衆の感覚を改造することを思いつきました。方法は麻薬です。

　麻薬体験者の多くが、音が形を持って見えると発言しているのは有名な話です。直感的に七十年分の演奏を理解したり、蜉蝣かげろうの身体感覚で曲を聞いたりさせるために麻薬を使った。場所は第二音楽室でしょう。

　そして彼らのために彼らしか聞けない曲を演奏する。これが『自分の音楽という会場』に引きこもるということです。具体的な会場の場所はわかりませんが……」

　話し終えると、鹿子かのこ木ぎさんに「はっはっはっは」と大笑いされた。

　やはり、こんな話では信じてもらえないか。

「悪い、悪い。つまり、君には『会場』の場所が見えないのか。君、音楽は詳しいかな？」

「いえ、ろくに……」

「それでも、花か笛ふえと下の名前で呼ぶくらいだから、仲はよかったんだろう。彼女の音楽をじっと思い出してみるんだね。何かが聞こえてくるまでじっと、じぃっと念じてみるんだ」

　それが何になるのかと思いつつも言われた通り、メロディを頭に流す。

　それだけで思い出が洪水になって押し寄せてきた。

　そうか、ずっと私は隣の席で、花笛ちゃんの口笛やヘッドフォンの音漏れを聞いていたのだ。たったの数か月だけど、世界で一番、花笛ちゃんの音楽のそばにいた。

　ふと、頭に聞いたことのない旋律が。

　違う。これは耳に直接流れている。窓の外から。

「花笛ちゃん、いるの!?」

　しかし、返事はない。窓から頭を出してみたが、どこにも見つからない。

「音はすれども姿は見えず、か。芸術が凡俗に理解できないというのは本当だったのかね」

　鹿子木さんは、近くの猫を腕に抱きながら、興味深げにうなずいた。

「鹿子木さんには見えているんですか？」

「なんなら、見るのを手伝ってあげなくもないよ。君は素人しろうとにしては面白いところがある。ただし、ロハで手を貸すのはプライドが許さないのでね。交換条件を出させてほしいな」

「交換条件？　私でよければ何だってします。どんな雑用だって！」

　ずっと花か笛ふえちゃんの音が聞こえているのに、諦あきらめられるわけがない。

「そうだね……それでは、君の右の二の腕を触らせてくれないかい？　時間は一分でいい」

「あ～、それくらいならお安いご用で…………え？」

「私は今、一つの課題を抱えていてね、絵画で肉感をいかに表現するか悩んでいるんだよ。しかし、自分の腕をどれだけ揉もんでみても、マッサージにしかならない。揉むとしたら、他人のだ。君の二の腕はなかなか形もいい。親に産んでもらったことを感謝するといい」

「そんな感謝の仕方、嫌です！」

　しかし、交渉は成立したと解釈したのか、鹿子かのこ木ぎさんは二の腕を触ってきた。

　というか、揉んできた。

「あ……やめて下さい……なんか、触り方がいやらしいし……」

「ふんふん、人間は二の腕が弱いのか。猫の尻尾しつぽみたいなものかな？　では、左のほうも」

「え！　右だけだって……話が違……あっ！　脇わきに手をはわさないでぇ……」

　…………………………………………。

　三分後、私は肩で息をしていた。

　一分だと言ったのに、二分以上揉まれた。

　なんか、汚けがされた気分だ……。

「はい、一丁上がりだ。即興だけど、使い物になれば別になんだってかまわないだろう？」



    

  
    
      



    

  
    
      　鹿子かのこ木ぎさんが渡してくれたのは、スケッチブックに描かれたホールのラフ画。どことなくファンシーな外観だ。

　花か笛ふえちゃんが好みそうな趣味だけれど、絵だけではどうしようもない。

「鹿子木さん、絵がうまいのはわかりますが――」

　先輩は窓の外をあくびしながら指していた。



　外には絵のとおりの真っ白なホールが出現していた。



「彼女に隠れる気なんかなかった。ずっとそこで弾いていたんだ。ただ、どんな曲も聞く心づもりがなければ、聞こえない。聞く気もないのに、消えたと言い立てるのは傲ごう慢まんだ。君に『会場』が見えなかっただけだ。現実なんてつまらないものにこだわると目が曇るよ」

　そうだ、心配する暇があれば、彼女の曲を聞いてあげるべきだった。

　私はもう美術室を飛び出ている。



　ホールの周囲の空気は陽炎かげろうのように揺らめいている。

　いや、「蜉蝣かげろうのように」のほうが適切か。

　ホールに入ると、そこはゴッホの絵みたいな奇妙な奥行きの場所だった。

　部屋の奥でピアノを弾いている花笛ちゃん。

　そのまわりにひざまずく行方不明だった生徒たち。

「見つかっちゃったね♪」

　花笛ちゃんは諦あきらめたようにはかなく笑う。

「ボクはね、ほかの音楽を目指してるみんなより何倍も恵めぐまれていたと思うんだ。パパは才能も勉強するお金も恵んでくれた。高い期待のハードルも、ボクはいつも軽々と飛び越えられた。そのうち、目標は誰だれにも真ま似ねできない音楽を作ることになっていったんだ♪」

　激情的なメロディが、会場を包む。

「ボクはずっとずっと考えていた。パパにも、ほかの偉大な作曲家も作れない、人類最高の音楽を。それでやっと完成したのがノートのあの二曲なんだよ♪」

「でも、この世で聞いてくれる人はいなかった」

「やっぱりアーちゃんに渡してよかったよ♪」

　花笛ちゃんは切なげに笑う。

「せっかく曲を作ったのに、あれじゃ普通の人は聞けない。仕方がないから、時間の感覚がおかしくなっちゃう薬を使ったんだ♪」

　私は何も驚かない。ここから花笛ちゃんを連れて帰ることだけ考えればいい。

　不意にピアノから不協和音がほとばしる。思わず私も耳をふさぐ。

「ちょっと待ってね。すぐに終わるから♪」

「これ、何、花か笛ふえちゃん？」

「『罪ざい業ごう』という曲だよ、アーちゃん。ボクの人生最後の曲♪」

　花笛ちゃんは真しん摯しに鍵けん盤ばんを見つめる。

「【第一楽章　ボクが山やま崎さき君を殺したとき】♪」

　砕けたガラス。電車の連結部のきしみ。声を荒らげた諍いさかい。ありとあらゆる不快な音が足し合わされた旋律。

「やめて！　ねえ、最後ってどういうこと？」

「山崎君が入ってきたときは本当にびっくりしたよ。怖くなったボクはとっさに身を守るものを探した。そしたら、いつのまにか八分音符をボクは握ってたんだ。信じてもらえないかもしれないけど、それは八分音符そのものだったよ♪」

　細胞一つずつがばらばらになりそうな曲なのに、花笛ちゃんの声だけがすっと耳に入る。当たり前か。ここは花笛ちゃんが作った場所なのだ。

「ボクはパニックになって音符を振り回していたんだ。気づいたら山崎君の体が切れてて…………。【第二楽章　山崎君へのレクイエム】♪」

　曲調は突然、荘そう厳ごんなものに変わる。

「ボクは音楽で人を幸せにするどころか、人を殺してしまった。もう、音楽を使う資格はないんだ。これは牢ろう屋やに何年か入って償つぐなえるものじゃないんだ。だから、この曲をラストに、死のうと思うんだ♪」

　すべてを吹き飛ばそうとする突風がピアノから吹きつける。これは尊とうとい曲でも厳おごそかな曲でもない。何もかも拒絶する寒々しい曲。

　気持ち悪い。曲調以前に、いつもの花笛ちゃんの曲と違う。

　ああ、目的が違うのだ。

　この曲は人を楽しませる意図がない。遠ざけ、突き放すためのもの。

「やめてよ！　いつもの花笛ちゃんみたいに人を楽しませる音楽をやってよ！」

　部屋の歪ゆがみが激しくなっている。ほんとに分解されそうだ。

　でも、私は強風とめまいに負けじと前進する。

「【第三楽章　さようなら】♪」

　どこからともなく、お化けが出そうな冷え切った鐘が鳴る。

「ほんとにほんとにゴメン。アーちゃんの大切な友達を奪ってしまって。これがせめてものお詫わび。この曲が終わったらボクは死ぬよ。バイバイ♪」

「そんなことさせてたまるか！」

　かたつむり状態の足に力が湧わいた。猛吹雪に突っこむイメージ。見殺しになんかしないぞ。だって、だって、だって――

「章あき夫おが無駄死にになるじゃないか！」

　必死にピアノにしがみつき、

　今度は花か笛ふえちゃんの椅い子すにしがみつき、

　私は花笛ちゃんに平手打ちを浴びせる。

　勢いでヘッドフォンが宙に舞う。

　そうだ、こんなもので耳をふさぐから、大切なこともわからないんだ。

「そんな言い訳で逃げるな！　花笛ちゃんはもっともっと沢山の人にいい音楽を伝えていくんだ。花笛ちゃんは天才だからその才能をみんなに分けてあげる義務がある！　章夫を殺したことを申し訳なく思うなら、一生音楽をやり続けろ！」

「アーちゃん……」

　ヘッドフォンが外れてやっと声が届いたのか、花笛ちゃんの手が止まる。

　そして、演奏も止まる。

　気づけば、私たちは裏庭の雑草のなかに倒れていた。

　ホールなんてどこにもなかった。

　私たちは常識に守られていた。

　詩人学科志望らしく、花笛ちゃんに詩を一つ。



　　音おと姫ひめ



　　　　音姫よ　　不調なんだね

　　　　君が音に　遊ばれるなんて

　　　　水みな底そこで　　うじうじするなら

　　　　玉手箱　　ひらいちゃいなよ

　　　　爆音と　　煙あふれる

　　　　ばむばむとばむばむばむと



　二時間後、私は花笛ちゃんと一緒に森もり本もと局長の前にいる。

「吉よし岡おか花笛さん、これまでの功績を認め、今回のことは不問にします」

　私は「よかったね、花笛ちゃん」と大きな笑みを送った。けれど、花笛ちゃんには笑顔で返す余裕はない。何が起こったかわからないという顔をしている。

「無罪？　そんなっ、ボクは――」

　その声を局長が切る。レーズンサンドスティックをノンノンと振って。

「山やま崎さきさんをあなたが殺したという証拠は何もありません。凶器も未発見ですし」

　花笛ちゃんの口に局長はさっとレーズンサンドスティックを差しこんで、微笑ほほえむ。

「あなたもご存じのはずです。その罪は誰だれかに裁いてもらってすむものではないのです。自分で背負っていくしかない。それが『当局』が十じつ哲てつのあなたに科する罰です」

　局長のやさしく、ぞっとする声。花か笛ふえちゃんは小さく首しゆ肯こうした。

　花笛ちゃん、これからきつい日々が続くと思う。でも、逃げてはいけない。

『当局』で、あなたの友達で、被害者の友達だった私からのお願いだ。

「それと、ひとつ質問なのですが、『彼ら』についてご存じありませんか？」

「かれら？♪」

　そのきょとんとした表情だけでじゅうぶんだった。

「わかりました。下がっていいですよ、おつかれさまでした」

　神妙におじぎをして花笛ちゃんは局長室から出て行こうとする。

　けど、その前に、

「アーちゃん♪」

「なに？　花笛ちゃん？」

「よかったら、これからも友達でいてね…………♪」

「そのかわり、ちゃんと笑顔でいること」

「うん♪」

　最高の音楽家はつたない笑顔で部屋を出ていった。

「一件落着ですね」

　これでよかったのだ、これで。長い戦いだったけれど、終わってしまえば、ああ、そんなこともあったなと思い出の一ページになる。

　なのに、どうして私は局長にハンカチを差し出されているのだろう。

「よく耐えましたね。本当に足利あしかがさんは『当局』のかがみです」

「章あき夫お、章夫、あきお、あきお……どうして死んだんだ！　おかげで後味悪いし最低だよ！　ばかやろう！」

　泣いてもどうにもならない。恨うらんでもどうにもならない。

　でも、涙は自然とあふれてくる。

「もっと私がしっかりしていれば……。すべて局長の私の責任です」

　声にならなくて、さっきよりも激しく首を振った。

「違います、これは局長のせいじゃない」

　こんなことになったのもすべて章夫が死んだせいだ。

　そのとき、無遠慮にドアがあいた。

「ひどい愁しゆう嘆たん場ばだな。ドラクロワの『キオス島の虐ぎやく殺さつ』でもまだ救いがあるように思うね」

　入ってきたのは、三さん奇き人じんの鹿子かのこ木ぎさんだった。

「何の用ですか？」

　本来なら事件解決への協力を感謝すべきところだが、トゲのある言葉が出てしまう。

「なに、単純なことだ。この陰いん鬱うつで鎮ちん痛つうで悲壮感漂ただよう辛しん気きくさい空気をぶちこわしにきた」

「余計なお世話です」

「私は人間嫌いだが、ウソで悲しむ人間を笑っていられるほどに、腐くさってもいないんだよ」

　ウソという単語に全身が反応した。

「こんなものが額がく縁ぶちの隙すき間まに入っていたよ。断わっておくが、神に誓って細工はしてない」

　鹿子かのこ木ぎさんが出したのは一通の便びん箋せんだった。



鹿子木鵺ぬえ子こ様

　こんにちは。鹿子木様のご活躍もあり、無事事件は解決しましたね。

　おそらく、これから何度かフィクションを続けることになると思います。

　謎なぞが解けずにフィクションから出られないということがないよう、ご注意を。

　それでは、失礼します。

カレラ　拝



「あの、このカレラって…………『彼ら』ですよね？」

　舌の根が、熱があるときのようにかわく。

「ああ。現実離れの得心がいった。君だけで解決できないはずだ。これは精巧な夢なんだ」

「夢だって？　この悲劇がすべて夢なんですか？」

「すでに三さん奇き人じんの間あいだで了解はとれている。この絵を持って茶道室に行くといい。誰だれがいるかは言うまでもないね。あの小説家だ。私はこんなくだらない遊びに付き合わされるつもりはないんでね。勝手にやってくれ。私はアトリエに戻って猫さんとじゃれあってくるよ」

　鹿子木さんはやる気のないあくびで、先ほどのホールの絵を渡してくれた。

「それから、芝し蘭らんに会ったら、私は『彼ら』との道楽には関かかわらないと言っておいてくれ」

　私は返事の代わりに小さくうなずいただけで、もう駆けだしていた。

　学園に確かに茶道室はある。畳のいいにおいがする本格的なところだ。

　だが、学園に茶道部はないし、その部屋を茶道室と呼ぶ人も滅めつ多たにいない。

　人はその部屋を芝し蘭らん庵あんと呼ぶ。畏い怖ふと敬意をこめて。

　三奇人の一人にして校内唯一の作家、天てんノの下した芝蘭先輩のなわばりだ。



　天ノ下さんの小説はろくに読んでいないが、ペンネームに「天下に知らしめる」という意味があることは、どこかで聞いた覚えがある。

　あと、楔くさび形がた文字を解読表に従って読む面倒な話を書いたときに、学園インタビューでこんなことを言っていた。

『ていうか、誤読させるのよね。読書の真しん髄ずいは誤読にこそあるの。小説が作者の物になって、読み方が一つになったら、その小説は死んだようなもんだし。だから読者を徹底的に迷わせるっていうか。あ、『のぶながっ！』の最新巻が出たから買ってね！　一人二冊買ってね！』（学園ジャーナル54号）

　とにかく変わり者で、何でも書いてしまう人なのだ。経歴を見れば明らかな一流なのだが、本人は【零ぜろ流りゆう小説家】を名乗っている。一流より偉いということらしい。

　ちなみに、主な受賞歴。

『なおきっ！』で直木賞受賞。

『あくたがっ！』で芥あくた川がわ賞しよう受賞。

『ひうごっ！』でヒューゴー賞受賞。

『ぶっか！』でブッカー賞受賞。

「芝し蘭らん庵あん」の表札（屋号？）のかかったふすまをノックした。ふすまをノックというのは何かおかしいが、ほかに方法がない。

　がらららっと引き戸が勢いよくあいた先には、ゴスっぽい黒服を着た、金色ツインテールの少女がいた。天てんノの下した芝し蘭らんご本人だ。

　鹿子かのこ木ぎさんのような「奇人」でなければいいのだが……。

「こんにちは。三さん奇き人じんの一人をしてます、天ノ下芝蘭です。あ～、座布団出すわね」

　悪魔も改心させられそうな見事な笑顔で言われた。

　彼女が背を向けると、束たばねた二本の髪が狐きつねの尻尾しつぽみたいに一緒にくるんと舞った。唐から草くさ模様の座布団が一枚出される。

　あれ？　奇人どころか善人だ。そういえば、文壇ではアイドル的位置付けらしいが。

　しかし、有名な割には、部屋はちゃぶ台が置いてあるだけの簡素な作りだ。格式ある茶道室のはずが、インテリアのせいかひどく貧相に見える。

「みみっちい部屋だって思うでしょ。けど、こっちのがなんか文学っぽくない？」

　ちゃぶ台ごしに、向かい合って座る。この人となら話が早そうだ。

「これはこれで味がありますよ。私、足利あしかがアキ――――」

　そこで私の自己紹介は中断した。

　身を乗り出してきた天ノ下さんに腕をシャーペンで突つつかれたからだ。

　何が起きている？

　なおも、天ノ下さんはちくちくとペン先で腕を突いてくる。

「いたっ！　いたっ！　何するんですか！　やめて下さい！」

「あ～超楽しぃ～、至福、法ほう悦えつ、極楽、幸こう甚じん、満足、雪国で露ろ天てん風ぶ呂ろに入ったときの気持ち、全校生徒で作ったドミノの最初の一個を倒したときの気持ち…………はっ！　またやっちゃった！　あの、今の見た…………？」

「見たも何もペンで突つつかれてたんですが……」

　天てんノの下したさんは深刻な顔で、私を見た。

「あのね、実はアタシ、変な癖があってさ……四時間に一度は誰だれかの体をペン先（とくにシャーペンや万年筆が望ましい）で突かないと、いても立ってもいられなくなるの。つーか、これ、イメージダウンになるから、タゴムヨでお願い」

「たごむよ？」

「他言無用の略」

「変な略し方……いたい、いたい、いたい！」

　また、突かれてる！

「ごめんね、ごめんね！　だけど、アタシ、我慢できないの！　普段は真面目まじめで清せい楚そな美少女小説家を装よそおっていても、人を突きたくてたまらなくなるの！　とくに女の子のきれいな二の腕なんて見るとたまらなくなるの、ごめんね、ごめんね、ごめんね！」

「また、二の腕か！」

「アタシ、ガチでＳなの！　危険思想のレベルでＳなの！　子供が歩いていると叩たたいて泣かしてやりたくなるの。杖つえを持った老人が歩いていると、足を引っかけてやりたくなるの。着飾った偉そうな女がゴロツキにからまれているのを見ると、胸がすかっとするの。大金持ちが株でつまずいて、借金の山で呆ぼう然ぜんとしているのを見ると、心が晴れるの。十五点差のついた高校野球を見ると笑いが止まらないの。あははは、お前ら、とっとと地元の県に帰れよ。超うける。甲子園の土あんまり持って帰るなよ。土足すの面倒だからな！」

　それはＳとかそういう問題ではなく、人間の屑くずです。

「やめろー！」

　いいかげん、むっとして、腕を振り払った。

　すると、またありえないことが起こった。

　勢いよく天ノ下さんは吹き飛ばされ、壁に打ちつけられてしまったのだ。

　何が起きたのか自分でもわからなかったが、事実なのだから仕方ない。

　天ノ下さんはつぶされたイモリみたいに壁に貼はりついて、「ぇほぉっ！」と断末魔のような声をあげた。

「えっ？　腕を払っただけなのに……。なに、このバトル漫画みたいな構図……」

「あ……あなた、ひとつだけ言っておくわ」

　息も絶え絶えで天ノ下さんは私を見つめると、

「来週、『けららま～絢けん爛らん爛らん漫まん乙女演義～』の三巻が出るから買ってね！」

　と非の打ち所のない笑顔で宣伝をしたのち、畳に倒れた。



　どうしようかと思ったが、しばらくするとちゃんと天ノ下さんは復活してくれた。

「マジゴメ」

「謝るなら、ちゃんと謝って下さい」

「マジでごめん。アタシ、ものすごく病弱だから、ちょっと押されただけで吹き飛んじゃうの……。ほら、作家って病弱なほうが、らしくない？」

「病弱というか作用・反作用の法則にケンカ売ってる気がしますが。話が進まないので先に行きますね。死者を生き返らせることができると鹿子かのこ木ぎさんから聞いてきたんですが」

　彼女はちゃぶ台に肘ひじをつきながら、「はぁ？」とイライラをもろに表に出した。

「そんなこと、あの絵描きバカは言ったの？」

「あれ、鹿子木さんはこんな悪い夢は終わりにできるみたいなことを……」

「じゃあ、あなたの早とちりね。アタシは……けほけほっ！　けほけほっ!!」

　天てんノの下したさんは末期の病人みたいに猛烈にむせた。

「大丈夫。ニチサハ。日常茶飯事。さて、話を続けほけほけほけほけほっ！　ごほっ！」

「また四文字――ってそれどころじゃない！　生き返らせるどころか、死にそうです！」

「とにかく、アタシはシャーマンじゃないわ。ていうか、死者を生き返らせるなんてムリ。けど睡眠打破なら私たちでもできる」

「じゃあ、ここは夢の中なんですか？」

「まあ、厳密には夢というか、フィクションね。『彼ら』が作りだした架空の世界」

『彼ら』と聞いて背筋がぴんと張った。それを見て、天ノ下さんは目を細める。ちょっと表情がやわらかくなった。

「アタシたちの学校は常識はずれてる人間が多すぎるわ。そういうのを見慣れると不可解なことが起こっても誰だれも気に留めなくなる。今がその状態。『彼ら』はこんなふうに現実をゆがめて遊んでるの」

　目からウロコだ。こんなふうに『彼ら』の力を定義した人を初めて見た。

　やっぱり、三さん奇き人じんは破格だ。

「さっき、夢というよりはフィクションと言ったわよね。ここから出るには、ほっぺをつねってさようならというほど簡単にはいかないの。でも、アタシと鵺ぬえ子こと舞台バカが力を合わせればなんでもないけどね」

　舞台バカ？

　ああ、最後の三奇人、甘南備かんなび周参見すさみ君のことだ。変な演劇論を唱えている自称演劇部。

　この甘南備君の奇人ぶりもすごい。その名前からして、異常だ。小学生ながらこの国最高峰の演技力を持つ女優、甘南備周参見の名前をそのまま使っているのだから。

　しかし、演技の技術なら、この学校の一年男子のほうの甘南備周参見も負けていない。そうでなければ入学早々、一年生で三奇人になどなれるわけがない。

「力を合わせるというと、具体的にどうするんですか？」

「まず、フィクションをきちんと終わらせる――って、今さあ、『意味不明』って顔したよね」

　ご明察。天てんノの下したさんはさっきと同じ文面の便びん箋せんを取り出した。『彼ら』が三さん奇き人じん全員に出したのだろう。あらためて読めば、すぐに該当箇所に気づく。

謎なぞが解けずにフィクションから出られないということがないよう、ご注意を。



「結論も犯人もわからないままのお話なんて意味わかんない。フィクションにはちゃんとした結末が必要なの。つまり、このクエストを解かないかぎりは外に出ることもできないってわけ」

　なるほど……いやいや、納得したら負けだ。

「あの、これって、つまり事件が解けなかったら帰れないってことですか？」

「お、わかってるじゃん。けっこう聡そう明めいね。さすが『当局』」

「軽いノリで言われてますけど、それって大ピンチじゃないですか！」

「でも、今回の音楽事件はあなたが解いてくれたから出られるし。ま、これまでも出られなかったことってないし。『彼ら』は遊んでるっていうか、本気で戦うつもりはないみたい。だって、脱出方法を教えてくれたの、『彼ら』だし」

「そこ、もっと詳しく！」

「実は何度かフィクション、経験してるのよね。最初にフィクションに入ったときは戸惑ったわよ。そしたら、そこに『彼ら』からの手紙が来て、出たいなら謎を解け、それからこうこうこうしろって書いてあったの。『フィクションの世界はフィクションとして表現されると消滅する。三奇人ならできるだろ』って。

　事件が解決したら、鵺ぬえ子こは何でもいいからフィクションの世界特有の絵を描く。アタシはフィクションの世界の完かん璧ぺきな台本を書く。あとは、それを舞台バカが十全に演じる。それでおしまい。すぐにフィクションの世界は崩れて、アタシたちは現実に帰る。仕組みは『彼ら』に聞かないとわからないけどね」

　鹿子かのこ木ぎの絵、天ノ下の文、甘南備かんなびの演技。確かに三奇人には共通点がある。

「ちなみにこの話は三奇人しか知らないから、ほかの人に話してもムダ。変人扱いされておしまい。三奇人はずっと孤独に『彼ら』っていう性格最低のサナダ虫野郎とマジ抗争中ってわけよ。あ、ただし鵺子はＫＹで、やる気ないから誘っても無意味。非協力的なだけで、脱出用の仕事くらいはしてくれるから、大目に見てるけど」

「そういえば、『彼ら』と遊ぶつもりはないって言ってました」

「そう。このフィクションは一回限りかはわからないの。二、三回、フィクションをさまよって現実に戻ることもあるし。鵺子はそういうのを『彼ら』の遊びと評して、放ほうっておけってスタンスでいるの。ふざけているヤツに本気になるのはバカらしいってね」

　悲劇のフィクションの連投。縁起でもない話だ。

「でも、アタシのスタンスは違うわ。こんなふざけたヤツを許していいわけないでしょ！　潰つぶす！　そして刺す！　具体的には万年筆で刺す！　ペンは剣よりも強し！」

　私も続いてこくこくとうなずく。

「そうです！　こんなバカげたヤツ、絶対に『当局』として逮捕してやります！」

　そして、フィクションとはいえ章あき夫おを殺した償つぐないをさせてやるのだ。

「気が合うわね！　もうベスフレ・チクトモ。ベストフレンズで竹馬の友って感じ？」

　強い握手で私たちは自分たちの決意を誓う。

　ここに、足利あしかが・天てんノの下した同盟が締てい結けつされた。

「それじゃ、早速、脱出のための台本をお願いします」

　すると、もう一度、天ノ下さんに右手を差しだされた。どういう意味だ？

「あ、よろしくお願いします」

　とりあえずもう一度、握手してみた。

「はい、これからもよろしく――――って、違うわよ！　原稿料よ！　最低でも原稿一枚五千円はもらわないとやらないわよ！」

　確かに、プロだしな……。

「ちなみに何枚くらいになりそうですか？」

「たぶん、六十枚は超えるわ」

「お小こ遣づかい、五千円なんです」

　冷静に考えたら、払えるわけがない。

「う～ん、無料奉仕が前例になると嫌だし……そうだ。アタシのＳ気質を満足させてよ」

　小説家は小悪魔的に笑った。とてつもなく、恐ろしいことを言われた気が……。

「大丈夫、肉体的にどうこうってことはしないから。アタシの質問に一つ答えてくれればいいわ」

「え？　それだけでいいんですか。それならＯＫです」

　どんな質問をされたところで、原稿料よりは安いに決まっている。

「じゃあ、ちょっと耳貸してね」

「あ、はい」

「あのね、●●●●●を△△△△に○○○○したことある？」

　軽く悶もん絶ぜつして、畳に倒れた。

　ご推察のとおり、下げ世せ話わで卑ひ猥わいで性的なことだ…………。

「頭おかしいんじゃないですか？　鬼畜……いや、それだと鬼と畜類に失礼かも」

「ちなみに経験あるの？」

「あるわけないです！」

「あらら、その答え方は無効よ。正しく、『私は●●●●●を△△△△に○○○○したことはありません』って答えてね」

　最悪だ。はなから、そういう単語を言わせたいだけか……。

「私は……●●●●●を△△△△に……○……○○○○したことはありません」

　これ、録音されてたら、脅迫されるな……。

「よし、録音完了っと」

「するなっ！！！！！」

「ふう、楽しかった～。じゃ、台本書くから話聞かせて」

　へ？

「何、ハトマメ、鳩はとが豆鉄砲喰くらった顔してるの。執筆に体験者の声、いるじゃん。アタシは閉じこもり系だしさ。あなた、犯人と被害者の横で事件見てたでしょ」

　確かに。でないと鹿子かのこ木ぎさんが私に芝し蘭らん庵あんまで出向けと言った理由がない……って、また二の腕を突つつかれてる！

　二度目で慣れていた私はそっと天てんノの下したさんを押して、軽く壁にぶつけて事なきを得た。

「……いたた。それでは、語り部さんは体験談のほうをよろしく」

　天ノ下さんはせっせ、せっせと原稿用紙に話を書いていった。その話はあかさたな作文のあとに、こんな文章で始まっていた。



　私、足利あしかがアキラの朝はラジオ体操でも冷たいミルクでもなく、あかさたな作文で始まる。誠せい神しん大学文学部詩人科合格の道は日々の努力で決まるのだ。



「『気づけば、私たちは裏庭の雑草のなかに倒れていた。ホールなんてどこにもなかった。私たちは常識に守られていた。』と。はい、できたっと」

　二時間ほどで、天ノ下さんは笑顔で原稿を渡してくれた。

「ありがとうございます！　天ノ下さん」

　人形のような黒のドレスの彼女は、ぱたぱたと手を振った。

「芝し蘭らんでいいわ。この先、フィクションが続けば、長い付き合いになるし」

「はい、し、芝蘭さん。できれば、一度で現実に戻りたいですがね」

「そこは『彼ら』次第かな。だけど、安心しなさい。フィクションから戻ってきた現実が悲劇だったことはないの。山やま崎さき君は現実ではきっと生きてる」

　すべてを見透かしたように慰なぐさめてくれる芝蘭さんに頭が上がらない。

「ちなみに、次もフィクションだったら、また恥ずかしい質問に答えてもらうけど」

「いつか、訴えてやる」

「それじゃ、これを舞台バ……甘南備かんなび君のところに持っていって。……それと、甘南備君と変なことが……ないようにね」

　顔を赤らめて、芝し蘭らんさんは顔をそむける。この様子はもしかして二人は恋……。

「アタシ、ああいう汚けがらわしい虫のような男子をいたぶりたくてたまらないの」

「はいはい、芝蘭さんも隅に置けないですねえ。下級生の男子に恋――――は？　汚らわしいって……」

「足利あしかがさんみたいなきれいな腕を突つついて汚すのも快感なんだけど、ああいうダンゴムシみたいな、とるに足らない存在をののしって！　踏みつぶして！　ぐちゃぐちゃにしてあげたいの！　あぁ、想像するだけで胸が高鳴るわ！　心がとろけるわ！　魂がうずくわ！　…………これ、秘密ね。イメージダウンになっちゃうから」

　ダメだ。この人、ダメだ。完かん璧ぺきなＳ。ＳクラスのＳ。



　講堂に行くと、メガネの制服男子が派手なリアクションで変な台詞せりふを叫んでいた。

「こんにちは、神です。収入は賽さい銭せんです。でも近ちか頃ごろケチなヤツが多くてもうからんのよ。初はつ詣もうでくらい百円入れてよ。ご縁がありますようにって五円玉入れるのは勘弁して。もう、こうしよかな。来年あたり五円玉入れるやつみんなカタストロフっちゃおっかな。だいたい五円で大学合格とか家庭円満とか厚かましいし。そういうのって自分が努力すべき問題であって神に頼ることじゃないし。たとえば、自然災害起こりませんようにってのはわかるよ。でもお前の浮気がばれたときは、お前が頭下げ続けるしかないわけよ。自分の尻しりは自分で拭ふくっていうかね。独立独歩の精神てのが、この個人主義華やかなりし時代にこそ必要だと思うんですけどね。あとね、もう一つ気になるんだけど、最近祈った後に俺おれは大丈夫ってやたら自信ある人が多いんよね。神頼みしただけで自信満々な根拠がわからん。あのね、別にかっこよくもないし、頭もよくもないし、運動だって市の総体二回戦で負けるくらいで、一芸に秀ひいでているわけでもないでしょ！　見て！　ちゃんと自分を見て！　君はできない子だよ！　世界なんて狙ねらえないよ！　自分探ししたって何も出てこないから！　そもそも自分探し自体が流行に乗っかってるだけですから！」

　この人が最後の三さん奇き人じん、【万象演出家】甘南備周参見すさみ。演技を極めた、演劇界の大物。

　演出家というのは映画でいうところの監督なのだが、彼の場合、自身の演技も完璧だ。いや、完璧すぎてほかの人間が参加できないことも多いという。

　これで格好良ければ最高なのだが、現実は厳しい。しかも、無類の女好きでなれなれしいときている……。

「あの、ちょっとすいません」

「やあ、お嬢さん。今のは神の演技だよ。僕にとって万物は演技なんだ。これが僕の演技哲学でね、まず多くの因縁が集まって現象が生じる『縁起』、次に現象が事実として押し広げられ、世に広まる『演義』、そして演じることによって現象が完全に人間の魂に入りこむ『演技』。ゆえに世界は演技によって成り立って――――」

「あの、哲学はいいんですが、ちょっとお願いが」

　彼に近づくと、少し嫌なにおいがした。汗だろうか。

「僕は美しい女子にはみな優しいよ。その前にお嬢さん、お名前は？」

「足利あしかがアキラ……」と言った途端、取り出した手帳に名前を書きこまれた。

「アキラちゃん、二年三組と。Ｂ型。さそり座。電話番号は――」

「どうして名前だけでそんなに個人情報が漏れる!?」

「僕は美しい女子の前では本気を出すのさ。それはともかく、用件は？　アキラちゃん？　大丈夫、僕は口は堅いし、紳士なんだ。なかには僕のことを汗臭い死ねと言うような子もいるけど、人間は見た目じゃない。信じて」

　この人で大丈夫だろうかと思いつつ、芝し蘭らんさんから預かっている推薦状を渡す。

　すぐに読みだす甘南備かんなび君。どさくさにまぎれて手を握られたが。

「美しい女子の頼みとあれば仕方ないよね。やっぱり女性は美しくないと」

　と手を振り上げて笑った。だが、残念なことに、彼の容姿のほうは残念な結果だ。

　演技の条件にキスしてくれとか要求されたらどうしよう。

「さて、それで演技の料金だけど、ここはキスってことでいいかな？」

　ほら。この人、立場の違いを利用して、公然とセクハラしてくるタイプだ……。

「それはちょっと……」

「でも、僕がいないと現実に戻れないよ～？　早くしないと値段があがっちゃうよ――――なんてことするわけないじゃん。僕は紳士だからね」

　よかった。やっと交換条件を提示しない三さん奇き人じんに会え――

「コスプレしてくれるだけでいいよ」

「はひ？」

「後ろの楽屋に衣装はいくらでもあるからね。魔法少女エルガイアでお願いするよ」

　――――もう、やけくそで着てみた。

　やたらと胸元がくいこんでいるドレスにやたらとミニスカ。あと、やたらとひらひら。どうして戦闘服にあたる衣装のはずなのに、こんなに露出が激しいのだろう。

「これでいいんですよね……」

「うん。じゃあ、決め台詞ぜりふの『やめてっ！　やめてっ！　許してっ！　パンツあげるからっ！』を叫んでくれないかな」

「そんな決め台詞があるか！」

　そのとき、後ろから何か鋭いものが飛び、

　ぐさりと甘南備君の頭に刺さった。万年筆だ。

「何、セクハラしてるのよ！　ぶっ殺すわよ！　今すぐアタシの玉ぎよつ稿こうで劇をやりなさい、この虫ケラ野郎！　あんたみたいな一年坊主のオケラ風情ふぜいが上級生様に要求するだなんて五千年早いのよ人様に迷惑かからないように靴みがきでもしなさい全校生徒の靴を舐なめてまわるのオケラには天職じゃない？　だいたいさあ、実在する女優の名前を名乗るとかマジでキショイんですけどぉ？　あ、『くれぱとっ！～クレオパトラ漫遊記～』好評発売中だから買ってね！」

「芝し蘭らん、その性格はいつか身を滅ぼすことになるよ。ダダイスムもほどほどにしておくんだな。退廃的になって生をまっとうした芸術家はいないからね。とりあえず、彼に謝れよ」

　来てくれたのは、残りの三さん奇き人じんの二人。芝蘭さんと鹿子かのこ木ぎさん。

「演技は全員で見ていないとダメなのよ。ほら、演技バカ、早くしなさい！」

　芝蘭さんは甘南備かんなび君の前でＳが体現してしまったらしい。

　不死鳥というよりは、ゾンビのように甘南備君は起き上がった。

「ふふ、美しい女子のおいたなら怖くないさ。こそばゆいくらいさ」

　数センチ、ペンが刺さっているけれど、大丈夫なのだろうか？

　そんな心配も、甘南備君の舞台を見ているうちに消えてしまった。

　舞台にいるのは間違いなく私、足利あしかがアキラだった。その足利アキラが場所によっては山やま崎さき章あき夫おになり、吉よし岡おか花か笛ふえになったりしても、何も違和感はなかった。私は自分の経験したここ数日を再生している気になった。



    

  
    
      



    

  
    
      「気づけば、私たちは裏庭の雑草のなかに倒れていた。ホールなんてどこにもなかった。私たちは常識に守られていた」と、最後のモノローグを甘南備かんなび君が口にする。

　欠けるものなく、演技は閉幕となった。

「さて、最後に。これは演技フイクシヨンです。実在の人物・団体とは一切関係ありません」

　彼が物語の最後の一言を口にした瞬間、目の前が真っ暗になり、音もなくなり、どこかに落ちる感覚だけが残った。

　気づくと朝だった。

　日付は、私が例のあかさたな作文を口ずさんだ日に戻っていた。

　私は誓う。もう二度と章あき夫おを死なせないと。



    

  
    
      
その２　第２回　豪ごう練れん館かん殺人事件



　プ～ンという耳みみ障ざわりな音は三時をまわっても、いっこうにおさまらなかった。

「あの、ちょっと」

「何よ」

　俺おれは左の腕をタオルケットから出した。

「もうさ、血吸っていいから飛びまわるのやめろ。音が気になって寝れん」

　俺としても吸われたくはない。かゆいし。

　しかし、かゆいのと眠れないのとでは眠れないほうが困る。

　寝つけず五時前とかに眠りにつくと、翌朝の十一時に起きたりして朝に何もできなかった、損したな～ということになってしまう。

　大学なんてさぼってもいいのだが、あの何ともいえないもったいなさは嫌である。

　しかし、蚊は取り付く島もなく、

「あんたの血なんか吸いたくないわよ、キショ」

　と言った。まったく何様のつもりであろうか。これには俺も憤慨した。

「じゃあ、なんで飛んでるんだよ。吸う気なかったらじっとしてろよ」

「うるさいわね。吸いたくなくても、生活のために吸わないといけないのよ！」

　まったく論理がかみ合っていない。人間もそうだが蚊も理詰めでやられて都合が悪くなると怒るのだろう。

「それだったら、お隣さんの部屋行って吸え」

「私だってそうしたいわよ！　でも、マンションで隣の部屋に移るのってすごく大変なのよ。ここ入るのだってすっごく苦労したんだから……。それなのに入ったらこんなヤツなんて……」

「とにかく、これでは埒らちがあかん。飛ばずにじっとしてるか、腕から吸うか選べ」

　だが、あろうことか蚊は「うるさい！」と一喝し、俺おれの周りをちらちらと旋回することを選んだのだ。なんと非道な蚊であろうか。

「話し合いの道は断たれた」

　後はただただ、暴力の連鎖が続くことになるだろう……。

　ああ、どうして人間はこうもわかりあえないものなのか？

　罪もない子供たちの泣き声がお前たちには聞こえないのか？

　ベープノーマットをコンセントに刺した。

「ちょっと何するのよ！」

「滅却、めっきゃく、ＭＥＫＫＹＡＫＵ！」

「うわ、お願いだからやめてっ！」

「俺は無力だ。蚊という種を滅ぼすことはできない。けれど、このちっぽけな手でも、お前一人を倒すことならできるっっっ！」

「ふん！　そんなもんでやられないわ！　一夜じゅう旋回してやる！」

　勝手にしろ。もって数分だ――と思っていたのだが、どうもベープが古いのかいっこうに効果がない。それとも最近の蚊が強いのか。

　こっちも興奮して目が冴さえてきてしまった。

　もう、今日は徹夜しようか。桃鉄を99年でプレイしてやろうか。

　だが、よく見ると蚊のほうもずっと飛んでいたせいか、疲れているようだった。

　いける、と俺は確信した。所しよ詮せん、人間と蚊では体力が違う。こっちは最後のコーナーでスパートをかけられるが、ヤツはこのまま離されるのみ。ははははは、昆虫風情ふぜいめ。

　調子に乗ってきた。仕返しをしてやることにする。

「そろそろ、休戦にしようじゃないか。吸わせてやろう」

　蚊は少しためらいがちに、「仕方ないわね……」と弱々しい声を出した。

「ただ、今回は腕は範囲外な。噛かまれるとやたらかゆいところだから」

「じゃあ、どこならいいのよ」

　俺は指を下半身にスライドさせた。

　絶妙のタイミングで下腹部よりちょい下に。

　見事なスライドぶりである。

「ずっと飛ばれていたせいで、体が興奮して寝れないんだよね～。ちょっと下半身のこのへん吸ってもらえませんか？　今、血が集まってるんで」

　わざとムカつくテレビのディレクター風に（想像）言ってやった。

　蚊は数瞬、顔を凍りつかせたあと、すごい剣幕で「この変態！」と怒鳴りたてた。

　そりゃ、怒るだろう。怒らせるつもりで言ったんだから。

「じゃあ、この話はなしで。頑張って飛べ。こちらも二個目のベープつけるから」

「この鬼畜……あんたなんか痴漢の冤えん罪ざいかけられて引っ立てられたらいいのよ！」

「ふんだっ！　人さまの血をタダで吸おうって泥棒根性さんは死ね死ね死ねっ！」

　だが、後から考えればそれがやりすぎだったのだ。

　俺おれも蚊も暑さでのぼせあがっていたのかもしれない。

「わ……わかったわよ、吸ってあげるわよ。吸えば……いいんでしょ？」



「こっ、これは違うからね！　そ、そう、あんたから吸った血よ！　今吸った血が出ちゃったのよ！　ほ……ほかのいかなる血でもないんだからね！」

　その声を聞きながら俺は、まあ、長い人生、蚊と一夜を共にすることもあるだろうとぼんやりと考えていた。というか、ずっと頭の上で飛ばれていたわけで、ある意味俺たちは何時間も前から一夜を共にしていたわけだが。

　だが、その夜の出来事は俺の人生を翻ほん弄ろうするに十分だった。

　今、俺は小さな商社で働いている。

　大学は中退する破目になった。

　蚊に子供ができてしまったせいだ。

　人間の子供と比べれば育てるのは簡単だが、その分、数が多い。責任を取って結婚したものの、働き始めの給料で生活はきゅうきゅうとしている。

　親からは人間と結婚できるとは思っていなかったが、まさか蚊とは想像できなかったとたいそうバカにされ、周囲からもひやかされ、さんざんである。

　不幸中の幸いなのは、嫁が俺があやしていると横から奪いに来るくらいの子こ煩ぼん悩のうなので、子育てにあまりタッチしなくてすむことくらいだろうか。

　今日も残業になりそうなので俺は家に電話をかけた。

「遅くなる。十一時過ぎに帰る」

「遅いわね……。まさか女じゃないでしょうね？　もし、そうだったら許さないんだから！　股またの下を何箇所も噛かんで人前でかゆがらせてあげるからねっ！」

「お前、股の下なんて言うな。虫でも恥じらいを持て」

「わっ！　今のなし！　今のなし！」

「大丈夫。お前以外にこの血は吸わせないから」

　結局、こんな甘い台詞せりふを吐かされるのだ。完敗。

　ついでにお前の美しさに乾杯。

「じゃあ、いつもの言って」

「――ったく…………愛してる。じゃ」

「ダメ。ちゃんと、名前で言って」

「愛してるよ、文アヤ」

　俺おれが「蚊」という字の右みぎ側がわを取ってつけた名前だ。

　金もない。中退だから学歴もない。センスだってろくにない。そんな俺が贈れるものなんて、せいぜい名前くらいなものだったってわけだ。

「ありがとう、早く帰ってきてね」

「わかってるっつうの」

　俺は電話を切った。昨日、文に噛かまれた背中をかきながら。

　今日も眠れない夜になりそうだ。



　以上、芝し蘭らんさんの短編「あややや」の全文だ。掲載誌は生徒会会報。

　後書きに「血は今のアタシの大事なテーマなの」ともっともらしいことが書いてある。

　テーブルには「前回」と同じ目玉焼きとトースト。ニュースの内容も、父が母に強盗と結婚詐欺の事件を話すのも前と同じだ。

　それで暇つぶしに生徒会会報を広げていた。

　うちの会報は芝蘭さんの小説が毎回載っていて文芸誌のようになっている。先月号なんて三百ページ超だった。それを生徒会費で落とすというのも凄すごい。

　そもそも、こんな内容の小説載せていいのか、生徒会？

　そんなことを思いながら、私は黙々とパンを食べて父より早く出かけた。

　定刻に緑色の56系統がバス停に来た。



　校門前にいたのは、山やま崎さき章あき夫おその２でもなく山崎章男でもなく、正真正銘の山崎章夫だった。ちゃんと元に戻っている！　フィクションから戻ってきたのだ！

「なんだかえらくうれしそうだな。彼氏でもできたか？」

「違うよ～。でも、それくらいうれしいかな～。なでなで。いや～、平和はいいものだね～。吟遊詩人の勉強もはかどるよ。あえいうえおあお、青空から落ちた少女に自由という翼を、ぺんぺん。祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘の声、諸しよ行ぎよう無む常じようの響きあり～、ぺんぺん」

「お前が笑顔でいられるようで俺も鼻が高いぞ」

　本当に得意そうに章あき夫おは言った。

「は？　どうして章夫の鼻が高いのよ？」

「そりゃ、お前の平穏をこの俺おれが守ってるわけだからな！」

　呆あきれた。別世界で死んでおいて、よくもそんなことが言える。

「ほら、早く教室に入れ。熱射病になるぞ。いくら俺でも太陽には勝てん。引き分けだ」

「引き分けだってムリだろっ！」

「俺はまだ見張りをやらないといかん。『彼ら』がいつ来るかわからんからな」

　少し胸が寒くなった。

『彼ら』という単語は人の運命さえ左右する悪魔なのだ。

「わかった。でも、ムリしないでよ」

「いいや、学園のためならムリもするぞっ！　どんなモンスターペアレントにも俺は負けん！」

　学園長、早く章夫を十じつ哲てつからクビにしてくれ。



「おはよう、アーちゃん♪」

　教室に入ると、花か笛ふえちゃんがビブラートをきかせてあいさつしてくれた。

　前回のフィクションみたいにならないよう、一応釘くぎだけ刺しておくか。

「あのさあ、新曲ある？」

「あるよ～♪」

　出てきたのは、「蜉蝣かげろう」と「人生」の楽譜。

　なるほど、フィクションになる前日までのことは現実と変わらないわけだ。

「すごいなあ～。でも、これじゃあ演奏会で表現するのは難しいね～」

「あ、やっぱりわかる？♪」

「みんなの前で発表できないのは悲しいだろうけど、いつか科学技術が発達してリアルタイムで伝えられる日が来るよ！　それまでじっくり練習しよう！」

「うわ～、アーちゃん。ボクの心が読めるみたい！♪」

　うん、読めている。

「迷ってるなら、自信のある曲でいこう！　演奏者の不安って観客にも伝わるし」

「そうだね。決心ついたよ、ありがとう！♪」

　問題はないようだ。あと、もう一点気がかりなことを片付けるか。

「あのさあ……最近麻薬が流は行やってるらしいから気をつけてね」

「摩ま耶や区く？　隣のうみねこ市あたりにそんな区あったっけ？♪」

　杞き憂ゆうだった。つまり、花笛ちゃんの手に麻薬が渡った時点で現実がおかしくなっていたのだ。今の花笛ちゃんは「ダメゼッタイ！」を守っていた。えらいえらい。なでなで。

「もう、やめてよ～、くすぐったいよ～♪」と花か笛ふえちゃんは七色の声で言う。

「だって花笛ちゃんが偉いんだもん」

「もう、お返しだよ！　脇わきの下はもらった～！♪」

　朝っぱらから、なでなで＆こちょこちょ合戦。私立御お伽とぎ坂ざか学園は平和です。



　結局、演奏会は大盛況でスタンディングオベーションが十分続いて貧血で倒れる人まで出て、また花笛ちゃんの名声がとどろいた。

　なんのことはない。章あき夫おの死は単なる嫌な夢だったのだ。

　久しぶりに呑のん気きな日々が続く。あくびの出そうな毎日。『彼ら』の「か」の字もない。

　そんな素晴らしい日常に、一通の手紙が舞いこんできた。

　靴箱をあけると、高そうな和紙の封筒が入っていたのだ。

　達筆の草書体で「足利あしかがアキラ様」とある。

　もしや恋文？　それとも漫画にありがちな果たし状というオチだろうか？

　どちらでもなかった。お誕生日会の招待状だ。

　でも、ただのお誕生日会ではない。

　差出人は学園一の富豪の娘にして十じつ哲てつの一人、東ひがし三さん条じようヴィクトリカさんなのだから。



　拝啓

　日傘が欠かせない季節となりましたが、学園の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

　このたび、私、ヴィクトリカは数え年で十八歳となりました。十八というのはやはり特別な響きがありますね。今まで禁止されていたものが許されていく、そんな気がします。まあ、法的には十七歳になっただけですけど。

　さて、その数え年十八を記念した誕生日会をささやかながらひらこうと思います。幸い、豪ごう練れん館かんが現在使われておりませんので、こちらで一泊二日の催しを企画しております。

　日程は来週の土曜日と日曜日を予定しております。お忙しい中とは思いますがご参加いただければ光栄です。

敬具

吉日　二年七組　　　　　　　東三条ヴィクトリカ

　　　やまびこ幼稚園年中組　東三条へるふぁいあ



　ここで、東三条家について説明をしておこう。

　室町時代、失脚した公く家げの東三条家は都から一族が所有していた荘しよう園えんの播はり磨まの国くに山やま田だの荘しように流される。当主の東三条基もと国くには貴族から在地領主に転落した。彼に課されたのは土地や領民を武士の侵略から守るという使命だった。

　今までは荘しよう園えんを押おう領りようされても、都でめめしく泣き言を言っていればすんだが、足元の荘園が唯一の生活基盤になった今、敵の侵略は一族の滅亡を意味する。だが、彼の配下に武士団などいない。かといって貧乏貴族には護衛を雇う金もない。

　彼は決意した――自分の手で土地と民を守るしかない。

　彼は蹴け鞠まり、鷹たか狩がり、流鏑馬やぶさめ、相撲、田でん楽がく、能のう楽がく、和歌などを統合した新武術を完成させた。その圧倒的格闘センスで大名の軍隊を追い返した基もと国くにの武名は天下にとどろいた。息子の基もと兼かねは領内を荒らす猪いのししをちぎっては投げちぎっては投げ、すべて追い出した。兵庫県の六甲山に猪が多いのは、このとき逃げだした猪が繁殖したものだという。

　さらに基もと清きよは飼育した熊くまによる軍隊、武たけ熊くま隊たいを組織した。基もと鑑あきの時代には兵農分離と徳川時代を迎え、東ひがし三さん条じよう家は庄しよう屋やにされたが、すぐにその武勇伝が江戸に伝わり、三百石取りの旗はた本もとに取り立てられる。

　明治維新時の当主基もと雄おは世界中から武闘家を集め、厚遇した。その彼がゴロゴロ山の中腹に建てたのが豪ごう練れん館かんである。以後、この屋敷は世界の格闘の中心地となる。格闘家は敷地であるゴロゴロ山一帯で山ごもりをし、あらゆる艱かん難なん辛しん苦くに耐え、強きよう靭じんな肉体と精神を養ったのだ。先々代の基もと龍たつは戦争協力を拒こばみ、青年将校に命を狙ねらわれたが、彼の厚い筋肉を銃弾が撃ち抜くことはなかった（七・三〇事件）。



　以上、案内状の「東三条家沿革」のページの丸写しである。

　そして、御お伽とぎ坂ざか学園に通うヴィクトリカお嬢様も卓たく抜ばつした格闘センスで十じつ哲てつNo.７の座を占める。一騎当千どころか、【一騎当億の令嬢】と呼ばれるほどだ。

　とくに体育大会の騎馬戦では世界一エレガントな風林火山を実演してくれた。風のごとく素早く帽子を取り、林のごとく静かに帽子を取り、火のごとく果敢に帽子を取り、騎馬が押されても引っ張られても山のごとく動かないのだ。

　現在東三条家は山奥の豪練館ではなく、駅の東の真しん武ぶ館かんという屋敷に暮らしている。

　ちなみに屋敷の住所は、やまびこ市学がく園えん東ひがし町まち。つまり、学園東町という番地がまるまるお屋敷一つなのだ。

　今では豪練館は年に数回行われる格闘イベントと東三条家の別荘くらいにしか使われていない。なるほど、お誕生日会にはちょうどいいかもしれない。

　しかし、わからないことがある。どうして私が招待されたのだろう？

　困ったときは森もり本もと局長に聞こう。童顔でも、学園には詳しい。

　というわけで局長室に行った。

「《問い》日本三大暴れ川は？」

「利と根ね川がわ、筑ちく後ご川がわ、吉よし野の川がわです」と答えて、入室。

　尋ねると、すぐに局長から答えが返ってきた。

「足利あしかがさん、学園で迷子になった妹さんを見つけたでしょう。ぱくぱく」

　あ～、あれか。

　文化戦争（うちの学園の文化祭の名前）で東ひがし三さん条じようさんの妹、へるふぁいあちゃんを保護したのだ。

　彼女は校則が十条まで刻きざんである石せき碑ひにしがみついていた。ユーカリにへばりつくコアラを想像してもらうとだいたい正しい。ちなみにアイヌの民族叙事詩はユーカラ。

　正直、突拍子もなかったので、上司で管かん領れいの久く我が原はらさんにこんな感じで聞かれた。

「足利、どうしてここだとわかったんだ？」

「お姉ちゃん子のへるふぁいあちゃんなら、お姉さんに近いもので心を落ち着けようとするだろうと思ったんです。彼女のつかまっていた石碑のあたりをよく見て下さい」

「しばくぞ。どうして石碑と東三条に関かかわりがある？」

「石碑の場所に注目」

「ええと、『第三条汝なんじ盗むなかれ』のあたりだな――あっ！」

「そう、彼女は『三条』という言葉に反応したんです」

　あの時は直角に近いおじぎを東三条さんからされた。

　しかもその後、当主のインフェルノさんやその父でグループ名誉会長のデスマッチさんまでわざわざうちにお礼に来たものだから、我が家は恐縮に恐縮を重ねてしまった。

　あれだけ礼に厚い一族なら、誕生日会のお誘いもおかしくはない。

「ちなみに私も呼ばれています。十じつ哲てつは同僚といえば同僚ですし。ぱくぱく」

　なお、局長が食べているお菓子は暴君コロネロだ。辛つらいと見せかけて実は甘い。

　行ってみようか。東三条家主催のパーティーなんて、なかなか面白そうだ。

　ただし、ちょっと気がかりなことがある。

　別に『彼ら』が捕まったわけではないのだ。あんまり呑のん気きでいていいものか。

　もっとも、『彼ら』の足取りを調べようもないのだけれど。

「じゃあ、行きます。よく考えたら久我原さんとの休日パトロール、休めますし」

　あの人は乱暴という言葉から生まれたような人だからな……。

　ゴジ○のテーマの着メロが鳴った。久我原さん専用の着メロだ。

【件名】しばく。【本文】しばく。

　どこで聞いてるんだ、久我原さん……。



　当日、よそいきのベルスリーブワンピースで集合場所の東町の門の前に着くと、もう面子メンツが集まっていた。十哲の中では三さん奇き人じんの三名と、森もり本もと局長、花か笛ふえちゃん、それに渡会わたらい先輩がいた。先輩は首に数珠じゆずがついているので遠目でもすぐにわかる。

　ほかのメンバーもちらほら。章あき夫おの顔が見えないが、どうでもいい。

　シャギーをきかせたショートボブのグレーヘアーにキャミスカートの子は誰だれだ？

　それと、ベレー帽の女の子も見覚えがない。

　十じつ哲てつではないから、東ひがし三さん条じようさんのお友達だろう。

　あと、十哲はいつも通りの格好だった。芝し蘭らんさんはもともとドレス系だからいいとして、甘南備かんなび君はよれよれの制服。鹿子かのこ木ぎさんにいたっては、シャツに絵具がついている。無礼すぎる。

　初対面の人にあいさつをしようとしたら、先にショートボブの子に声をかけられた。

「はじめまして～、わたし、一年生の物理ものろい火か燐りんって言います。ものろいって物理って書くんだよ。珍しい苗みよう字じでしょ。燐も燐りん酸さんの『燐』だし。親が科学者のせいでこんな変な名前なの。けど響きは悪くないよね。火燐って呼んでね！　いえーい！」

　うわあ、青春を謳おう歌かしている。これぞ女子高生。私も負けていられない。

「わかったよ、火燐ちゃん。私は二年生の足利あしかがアキラ。尊たか氏うじと義よし満みつの足利に、名前はカタカナ。アキラって読める漢字が多すぎて、カタカナにされたの。十哲みたいな肩書きのない普通の学生ですがよろしくね」

「あ、先輩だ～。アキラちゃん先輩って呼ぶね～。わたしも十哲になったばかりだから、落ちないように頑張らないといけなくて大変～。ははは」

　え、十哲？　おかしいな、そんな人いたっけ。三さん奇き人じんの三人と、No.４森もり本もと、No.５渡会わたらい、

No.６吉よし岡おか、No.７東三条、No.８山やま崎さき、No.９田た島じま、No.０水みず谷たに（存在不明）の七人のはず。

「物理さんは新しい十哲です。このスナック、けっこう鼻にきますね」

　私のはてなにすぐに気づいたのか、森本局長がワサビビビビーフを食べながら教えてくれた。あらためて火燐ちゃんを見ると、ちょっと誇らしげだ。

「三日前の校内放送で、渡会先輩に替わって、十哲になりました～。いえーい」

「あっ！　そういえば先輩、防衛に失敗したんだった！」

　放送部によるお昼の放送で十哲変更のお知らせが発表されたのだ。

　十哲が入れ替わるのに、ケンカしたりする必要はない。というか、それぞれのジャンルを極めている人たちの間あいだで、公平に順位などつけられない。

　十哲にふさわしい人間が新たに出てくれば、その挑戦者と戦う十哲の名前が学園長から発表される。気づいたときには、学園のすべての掲示板に張り出されているのだ。

　決着のつけ方も同時に発表されるが、多いのはお互いに力を実演して見せて、全校生徒の投票で決めるという方法だ。

　後は十哲の変更が学園長の名義で通達される仕組みだ。

　そして、三年生の十哲、渡会先輩は一年の物理さんに敗北した。

　後ろでしょげかえった渡会先輩が、手て慰なぐさみにおみくじをぴりぴり破っていた。

【神をも召喚する男】渡会わたらい竜りゆう太た朗ろう。

　生徒の不満だらけのマラソン大会を「マラソンの神様は今日は乗り気じゃないそうです」と中止させたり、『坊っちゃん』の無茶な解釈ばかりする国語教師を夏なつ目め漱そう石せきの霊に説教させて学園から追い出した功績をたたえられて十じつ哲てつに昇格。

　その後も、ロマンスの神様を召喚し、恋占いを行うなど多方面で活躍していた。

　ちなみに先輩は、多すぎる階段で有名な坂さか岳だけ神社の宮ぐう司じの子だ。

　この神社は階段に関する複雑な儀礼がある。神への捧ささげものとして地元の氏うじ子こは一年に十段分の階段を新たに作るのだ。

　そのため、神話の時代、たったのマイナス二千段だったものが、あれよあれよと増え続け五千段を越えてしまった。頂上の神社の標高も順調に上がった。

　普通は山の上に神社を建てるものだが、坂岳神社の言い伝えの場合、神社を高くしたせいで、そこに坂岳という山ができたことになっている。

　しかし、このままでは高くなりすぎて頂上にたどり着けなくなるという懸念から、江戸時代末から、今までの一段の階段を二段に分割するという裏技を使いだした。

　だが、今度は階段が分割されすぎた結果、段ではなく坂になってしまい、無茶苦茶登りにくくなった。この険けわしい坂を一気に登るのが「さかのぼり」神事であり、「坂登る」が

「遡さかのぼる」に通じ、若返りを連想させ、縁起がいいとされている。

　神事で一位になれば「さかのぼりすと」の称号を得る。昨年のさかのぼりすとは、日本陸上協会からアスリートへの転向を熱心に求められているが、「信仰のためにやっているんであってオリンピックのためではない」と断ったという。

　なお、数百年前までは、頂上までたどりつけない人が多く、坂岳の八合目は力尽きた老人のしかばねであふれ、さながら地獄絵巻だったという。現在は神社側がわが中腹に給水ポイントを作ることで対処している。

　六合目では五十年ほど前から踏とう破はを諦あきらめた人々がその場で定住しはじめ、現在では人口五万人の六合目市としてにぎわっている。渡会先輩の父は宮司であると共に市長でもあり、彼も前途洋々、どっしりと十哲に腰をおろしていた。

　以上、『坂岳神社参拝のしおり』をもとに作成。

　しかし、そこに物理ものろい火か燐りんという挑戦者が現れた。

　彼女は神や霊の召喚のメカニズムを数式を使い科学的に解明し、手順さえ踏めば誰だれでも手軽に召喚できるようにしてしまった。これでは渡会先輩の価値も半減。十哲防衛戦は学園長の託たく宣せんにより全校生徒の投票となったが、これに渡会先輩は完敗。

　というわけで、現在の十哲No.５は物理火燐、その人なのだ。

「十哲の近況くらい覚えていて下さい。う、鼻が、鼻が」

　それは確かに手落ちだ。私はワサビビビビーフで苦しんでいる局長に頭を下げた。やはり、小柄な局長にあのワサビの量は多すぎる。

「ふふ～、渡会わたらい先輩に替わって霊とか神とか呼び出すんでよろしく～」

　火か燐りんちゃんはかげひなたなく明るい。しかし、後ろからずっと渡会先輩が「大凶大凶大凶大凶」と呪のろいの視線を送っているのが気になる。

「あ～、ごめんね、渡会先輩～。でも、先輩は偉いよね。だって、十じつ哲てつから落ちたのに、ちゃんと招待されたお誕生日会に来るんだから」

　火燐ちゃんの一言で見えない何かが渡会先輩に刺さった。

　やはり、この二人、相当に犬猿の仲のようだ……。

「おい、一年、呪い殺すぞ」

「超常現象ですべてが許されるのは小学校までだよね～」

「長ちよう日じつ不ふ動どう護ご摩まで滅亡を祈き祷とうしてやる」

「ワサビの辛から味み成分を合成したスプレーをかけちゃうよ～。あれ、一週間鼻水が止まらなくなるんだけど、試してみる～？　風邪の神様にお願いしても助けてくれないよ～」

「マッドサイエンティストめ」

「なあに、カルトさん？」

　怖いので、ここから離れよう……。

　私は次にベレー帽の子にあいさつをした。



    

  
    
      



    

  
    
      「おはようございます。二年八組の狗いぬ巻まき和わ恩おんです。何のとりえもないのに、ヴィクトリカと仲がいいってだけで呼ばれちゃって。ちょっぴり恐縮中です」

　こちらは少し気弱なおしとやかな子という感じだ。いかにもな東ひがし三さん条じようさんの友達。上流階級のにおいがする。

「こっちもそうだよ。あ～あ、肩身が狭いや～」

　おどけて言うと「わふふ、お互い頑張りましょうね」とくすりと笑顔。おとなしくても暗いのとは違う。本当にお嬢様なのかもしれない。

　さて、時間になるまで花か笛ふえちゃんと話でも――と思っていると、突然周囲の気温が数度下がった。渡会わたらい先輩が幽霊でも呼んだのか？

　いやいや、もっともっと恐ろしいものだ。

　気づけば三さん奇き人じんの全員に囲まれていた。

　やはり、三人が揃そろうと異様な威圧感がある……。

「芝し蘭らんさんに、鹿子かのこ木ぎさんに、甘南備かんなび君……何の用ですか？」

　まず、口をひらいたのはツインテール小説家の芝蘭さんだった。

「吉よし岡おかさんの事件は起こらなかったようね」

　フィクションを経験してきた私とこの三人しか知らない話題。

「おかげさまで。『彼ら』の動きがわからないので、油断は禁物ですが」

「また、何か異常があったら僕が手を貸すよ。あと、唇も貸すよ」

「死ね」

　と甘南備君に言ったのは私じゃなくて芝蘭さんだ。

　今の一言で何かスイッチが入ったらしい……。

「何、調子乗ってるのよ？　そういうの許される顔だと思ってんの？　単なるセクハラなんですけどぉ？　じゃあ、出版しちゃおっか？　アタシはこんな男にセクハラされて食事もノドを通りませんって、全国の本屋さんに置いちゃおっか？　しかもそいつが女優の名前を使ってるヘンタイだなんてわかったら、楽しくない？　超うけるんですけど！」

「す、すみません。アキラちゃんもごめ――――」

「誰だれが謝罪の許可なんて出したよ、この豚！　これ以上、越権行為見せたらミートボールにするぞ！　それから口もつけずに海に廃棄してあげる！　ボラのエサにでもなれや！」

　これには私も引いた。Ｓにもほどがあるぞ。甘南備君は半泣きだ。

「芝蘭さん、私はもういいですから！　許してあげて下さい！」

「でもさぁ――――――――はうぁっ！」

　芝蘭さんは後ろから、鹿子木さんに両腕をつかんで持ち上げられていた。

「芝蘭、おいたがすぎる。お前は中ちゆう庸ようという言葉を毎日寝る前に辞書で引いてみるべきだ」

「放してっ！　アタシの至福の時間を返してっ！　お願いっ！　お願いっ！　これだけがアタシの楽しみなのっ！　踏ませて下さいどうか踏ませて下さい踏みつけさせて下さい！」

　もう、何がＳで何がＭか理解できなくなってきた。

「しかし、傷害事件を見過ごすと私も犯罪者になってしまうのでね。まあ、やむをえんか」

　軽く鹿子かのこ木ぎさんが芝し蘭らんさんの頭にチョップをした。

「くふっ……」

　世界一か弱い芝蘭さんはその一撃で気絶した。試合終了。

　甘南備かんなび君の肩に鹿子木さんが手をぽんと置いた。

「芝蘭のほうが君より千倍下品だ。あれでお天てん道とう様さまの下を闊かつ歩ぽしているんだ。気に病やむな」

「はい、気をつけるよ、鵺ぬえ子こちゃん……」

「そういえば、空耳などでなければ、足利あしかが君はあいつのことを芝蘭と名前で呼んでいたな」

　鹿子木さんの話題がこちらへと移る。

「あ、はい、そうですが、それが何か？」

「珍しいことだ。君、気に入られたのかもしれないよ。あの素すの部分だって人前には出さないはずなんだ。公おおやけには淑しゆく女じよなんだからね。どういう手て管くだか知らないが、すごい懐かい柔じゆう術じゆつだ」

「はい？　芝し蘭らん庵あんに入ったときから、あんな調子でしたけど」

「だとしたら、よほど君に隙すきがあったのかな。いやはや、気をつけたまえ。死神に魅み入いら」

　と、いうところで話が急に途切れた。文脈的には褒ほめられていたはずだが。

「あれ、鹿子木さん？」

　目の前で、三毛猫が顔をかいていた。

「猫がかわいすぎてフリーズしてるんだね。鵺子ちゃんは、芸術的場面の前だと頭に画像を保存するためにフリーズするんだよ」

　甘南備君の解説。そういえば、鹿子木さんの部屋に入ったときも固まっていたな。

「なんか、一分ほどの間あいだに三さん奇き人じんが二人も気絶したんだけど」

「いつもこんな感じだよ。ほんとに……。あっ、ヴィクトリカちゃんだ」

　そんなやりとりの折に、東ひがし三さん条じようさんがマイクロバスに乗ってやってきた。

　専属の運転手さんの送迎だ。運転席の後ろに東三条さん。清せい楚そな白のワンピースに青のカーディガン。その彼女にへばりついているのがへるふぁいあちゃん。今年で六歳。

「みなさん、こんにちは、へるふぁいあです……おはにちは」

　おはにちは？

「十一時前って、『おはよう』か『こんにちは』かわからないから……おはにちは」

　ぼそぼそと照れながら話すへるふぁいあちゃん。ジャンル的には癒いやし系だ。

　ああ、あと、章あき夫おがいた。マイクロバスの後ろに乗っていた。可も不可もないカッターシャツとズボン。

「休日くらい制服ルックやめなよ。つか、なんで乗ってるのよ」

「こういう格好が一番楽なんだ。このへんをパトロールしてたら拾われた」

　まあ、そんなところだろう。

「みなさん、本日はお集まりいただき、まことにありがとうございます」

　わざわざ降りてきて、東ひがし三さん条じようさんは丁寧に頭を下げる。

　足にひっかけそうなほど伸びた艶あでやかな髪が一緒に動く。

　この異常なくらい長い髪が武人貴族、東三条家の女性のシンボルなのだ。

　勝ち続けるかぎり、一族の女性は髪を伸ばし続ける。五代前には強すぎて毛の妖よう怪かいみたいになった人もいるという。

　彼女も【けーわん】（「高貴なる格闘トーナメント」の略）の優勝者だ。なんでも噂うわさによると、一本背負いを決めながら、空中に浮かせて再度一本背負い、また空中に浮かせて一本背負い……という無限螺ら旋せん戦法を得意とするらしい。熟練者になれば、敵を一度も地面につけずに絶命させられるという危険な技だ。

　今は背中に届くくらいの髪のへるふぁいあちゃんも、長髪の美少女になる日が来るのかもしれない。

　しかし、武術に長たけすぎた弊へい害がいもある。

「へろ～、東三条さん、お久しぶり～♪」

　花か笛ふえちゃんが手を挙げてあいさつした。

「はっ！　耳にヘッドフォン！」

　いきなり、東三条さんがのけぞった。

「どうかしたんですか、東三条さん？」と嫌な予感を覚えつつ、私は尋ねる。

「あのヘッドフォンは雲うん石せき拳けんの使い手が音をさえぎるためのものでは……」

「雲石拳？」

「はい、雲石拳はシルクロードの終着点、雲うん崗こう石せつ窟くつの奥底で生まれたとされる伝説の武術です。石窟で食・音・明を遮断し、苦行を積んだ僧そう侶りよに始まるとされています。彼らは外部との接触を減らせば減らすほど、効率のいい殺人機械キリングマシーンとして活躍したといいます……。まさか、吉よし岡おかさんがそんな武術を伝承していたとは……！」

　絶対にただヘッドフォンで音楽聞いてるだけだと思う。

「違うよ～♪」と花笛ちゃんは指揮者みたいに手を横に振った。

「あっ！　その手の動きは鋭えい手しゆ刀とう！　明治になって刀を取り上げられた武士が、己の手を人を斬きり殺せるまで硬く鋭利にすることで作り出したという暗殺術……。そんなものまで吉岡さんは学んでいたというのですか！　吉岡家、なんて恐ろしい家系なのでしょう……」

　つまり、終始こんな感じで、この人はなんでも武術と深読みしてしまうのだ。

　なお、この後、吠ほえた犬を東三条さんが某国で殺人教育を受けた猟犬だとか言って騒ぎ出したが、面倒なので省はぶく。

　さて、これで参加者は全員集合。十じつ哲てつもほぼ揃そろい踏みだ。水みず谷たにさんは学園七不思議のひとつで実在不明だし、田た島じま先生は教師だから呼ぶのはまずい。

　そんなことを森もり本もと局長に話すと、「【呪のろわれた昔話】は不吉です」と渋い顔をされた。御お伽とぎ坂ざか学園で悪事を働くと、水谷さんの罰が当たると言われているのだ。

　それでは出発進行！

　十二人（運転手を除く）をマイクロバスは順調に運んでいく。

「実は今回は、大人おとなが一人もいないんです。執事もシェフも置いてきました。修学旅行みたいな気分が味わえればと思って。あ、お食事はたんとシェフが腕を振るったものを完全冷凍で持ってきましたから、ご心配なく」

　着く前から東ひがし三さん条じようさんはうれしさが破裂しそうな顔をしていた。この誕生日会には大人の手を離れたお泊まりという意味もあるわけだ。令嬢ともなれば、保護が行き届いている分、日ひ頃ごろは自由も制限されるだろう。いわば、命の洗濯だ。

「わくわくするね～♪　ボク、お泊まりとかあんまり経験ないから楽しみだな～♪　あ、見て、川の奥に滝があるよ♪♪♪」

　隣の席の花か笛ふえちゃんも、浮かれ気味だ。その証拠にいつもより音符が多い。

　そんな子供っぽい花笛ちゃんも、服装はキャミソールとカクテルドレスの中間のような、肩の出た黒のドレス。そういえば、この子もお嬢様と言われてもいいご身分だった。たぶん、私のワンピースの五倍くらいの値段がするだろうな……。

「足利あしかがさん、文化戦争のときは妹がお世話になりました」

　と、前の席から東三条さんが律儀にあいさつをしてくれる。

「いえいえ、こちらこそ呼んでいただいて光栄です」

「あ、一人、十哲ではない人がいるので、ご紹介しておきますね」

　東三条さんは自分の隣の狗いぬ巻まきさんに目をやって、

「こちらは私の友人の狗巻和わ恩おん。お父さんはＩＮＵアイエヌユーという外銀河にある星雲国家の天てん上じよう人びとの方で、ハーフなんですよ」

　つまり、宇宙人の血を引いているわけか。最近では宇宙から地球に引っ越してくる人も多いが、まだまだ少数で、多くは外交官とかお偉いさんだ。そのせいか、宇宙人という呼称は使わず、天上人と呼ぶのが一般的だ。

「あらためて、よろしくね」と狗巻さんはウインクを返してくれた。

　メンバーの大半が十哲という、混こん沌とんとした空気のなかでの数少ない清涼剤だ。

　ちなみに、鹿子かのこ木ぎさんは黙々と景色のデッサンをやっているし、芝し蘭らんさんは気分が悪いのか席を二つ使って死んでいた。

「けほけほっ。持病の労ろう咳がいが悪化しちゃった……」

　労ろう咳がいって結核のことだよな。そんなまずい病気なら健康診断で引っかかると思う。

「皆様、ご心配なく。単なる乗り物酔いなんだ。芝し蘭らんは結核になりたがってるんだ。物書きの病やまいといったら肺病と相場が決まっているそうでね。現実はひ弱なだけの健康優良児さ」

　その横で鹿子かのこ木ぎさんが注釈を入れてくれた。

「黙りなさいよ、鵺ぬえ子こ。ケホッケホッ。あ、もうダメ、吐きそう。あ、一列前は！」

　一瞬、前列の甘南備かんなび君を見つけた芝蘭さんの顔に悪魔的な笑みが浮かんだが、気のせいだと信じたい。

「ちょっと、こっち向かないでほしくふわひ○×△……」

　ご愁しゆう傷しよう様さま、甘南備君。

「あっ！　あれは体内の吐と瀉しや物ぶつまで武器にするネオ酔すい拳けんでは……。まったく、このバスは血に飢えた獣の集まりですね。この戦力ならアメリカくらいは乗っ取れますよ」

　東ひがし三さん条じようさん、それは私たちが強すぎるか、アメリカが弱すぎる。

　そんなハプニングもあったものの、無事豪ごう練れん館かんに着いたバスは、私たちを降ろすとすぐに我らのやまびこ市へ戻っていった。



　頂上が標高５６５・６メートルなことがその名の由来のゴロゴロ山。その中腹に豪ごう奢しやな洋館の豪練館と、競技ドームが並んで建っている。

　洋館のほうは東三条家の旧邸宅だけあって、多少古いが洗練された造りをしている。正面の門から入ると広いエントランスがあり、その左横の部屋が食堂。食堂の奥にはこれまた大きな厨ちゆう房ぼうがある。

　来客である私たち十名はまず二階に案内されて、割り当てられた自分の個室に荷物を置いた。東三条姉妹は一階の家族用の部屋を使うらしい。

「お風ふ呂ろは一階にあります。露天風呂もありますからね。どうせ、付近に人は住んでいませんからのぞかれる心配もありませんし」

　甘南備君の目が光った気がしたが、あえてふれないでおこう。

「それでは、ランチとしましょうか。へるふぁいあ、手伝ってね」

「うん、へるふぁいあ頑張る」

　へるふぁいあちゃんは「地獄の業ごう火か」というより「あったか焚たき火」といった声で、こくこくとうなずいた。かわいいなあ。ああ、子供はいいなぁ。

　食堂はグランドピアノまである豪勢なものだ。やはり金持ちは違う。

　ただ、章あき夫おが「ふわぁ、すげえ……」と大根が入りそうなほど口をあけているのは、貧乏くささ丸出しなので、やめてほしい。

　人知れず呆あきれていると、厨房から大きなお盆を持った東三条姉妹が入ってきた。

　いや、持つというのか。へるふぁいあちゃんは頭に載せて運んできたのだから。

「東ひがし三さん条じよう家では、お盆を頭に置いて平衡感覚を鍛えるんですよ」

「うん、へるふぁいあ頑張る」

　頑張れ、へるふぁいあちゃん。

「鶏のから揚げと、あわびのスープ蒸しです。すぐにピータンとふかひれスープもお持ちしますからね」

「あ、ヴィクトリカ、私、シイタケとタケノコはダメだから……」

　と申し訳なさそうな狗いぬ巻まきさん。けっこう偏食家だ。

「はいはい、和わ恩おんにはふかひれの代わりに上海シヤンハイガニのスープを用意してるわ」

「あれれ、ヴィクトリカ、上海ガニのシーズンは九月の末から十一月だよ？」

　人の悪いとぼけ方をする狗巻さんに、東三条さんは苦笑する。

「もう！　確かに冷凍物よ。好き嫌い多いうえに細かいんだから」

「わふふ、また上海に食べに行くからいいよ。ヴィクトリカも来ない？」

　あんたら、少しは高校生らしい会話しろよ。

　豪勢な料理がテーブルにところせましと並んでいく。中華かと思ったら、お寿司からローストビーフまで無国籍においしそうな料理が出てきた。お皿を持って、どんどん好きなものをとっていく立食バイキングだ。

　料理が並ぶと、次に東三条さんはビンを運んできた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ラベルを見て「あっ♪」と花か笛ふえちゃんが声を出す。明らかに白ワインだ。

「あ～、ヴィクトリカ、いっけないんだ～。大人おとながいないのは、そのせいね」

「いいじゃない、誕生日だし、無礼講だと思って」

「しかも、これ、シャブリ・グラン・クリュの表示があるじゃない。わふふ、こんなの勝手にあけていいの？」

「だって、お父様もお母様も忘れていらっしゃるんだもの。一本くらいいいわよ」

　二人の話によると、ブルゴーニュ地方でいちばんいいワインで、クリマという特別な畑で作られたブドウを使っているのだとか。とにかく高級らしい。

　後ろのほうで甘南備かんなび君が「シャブリってなんか卑ひ猥わいな名前だね」と軽く興奮しながら言い、すかさず芝し蘭らんさんに「あなたってなんか下劣な魂ね」と叩たたかれていた。

　私の家系はアルコールは苦手だが、コップに半分だけ入れてもらった。

　共犯になるというのはぞくぞくする楽しさがある。

　これを機にと、火か燐りんちゃんがすかさず渡会わたらい先輩のコップについでいた。

「はいはい、今は敵味方忘れて祝福といきましょう！　いえーい！」

　これには渡会先輩もうろたえながら、小声で「あ、ありがたく受け取っておく……」と言うしかなかった。こちらも一時休戦だ。

「明日から、先輩の式神、一匹ずつつぶしますから」

「明日から、お前の家に落ち武者の亡霊、一体ずつ送るから」

　そうでもないらしいな……。

「では、東ひがし三さん条じようお嬢様のご健康と発展を祝してかんぱ～い！」

　誰だれに言われるでもなく火燐ちゃんが音頭をとって、私もみんなとコップを合わせる。

　ただし、飲めない私は、すぐにご飯のほうに戻るのだけれど……。

　うん、白米はうまい。まわりが盛り上がってるなか、少し寂さびしいがうまい。

　その様子を東三条さんが見ていた。いけない、空気読めないことをしてしまったか。

　しかし、そこは社交界にも慣れている東三条さんだった。

「そうだ！　ご飯にあう、いい漬つけ物ものが台所の地下の蔵にあるんです。へるふぁいあ、取ってきてくれない？」

「こくり」と口で言って、くっついていた東三条さんから離れると、とてとてとへるふぁいあちゃんは厨ちゆう房ぼうに消えた。

「京都の名店に指導してもらった自慢の一品なんです。一度食べてみて下さい」

「すみません、気を遣つかわせちゃって……」

「いえ、もしこの場で『つむじ風の舞』でもされたら、たいへんですから……」

「そんな技できませんっ！」

　あらぬ格闘家の疑いをかけられている間あいだにも、話題は次から次へと飛ぶ。

　花か笛ふえちゃんが部屋のピアノを貸してくれないかと、東ひがし三さん条じようさんに尋ねた。

「誕生日プレゼントに曲を作ったんだけど、ここで演奏できないかなって♪」

　東三条さんは「是非！」とすぐに快かい諾だくした。

「それでは演奏するね～。曲名はヴィクトリーカノン♪」

　それは不思議な曲だった。

　やさしく包みこむような母性的なメロディがまず展開される。しかし、いつのまにかやわらかな印象だった曲が、躍動感のある攻撃的なものになっている。

　けれど、メロディは元のものとほとんど変わっていないのだ。あまりに見事な平行カノンの技巧。十分間の演奏中、スープが冷めるのも忘れて聞き入っていた。

「ここまでいいのを聞かされたら黙ってられないわね。アタシは小説を一本献呈するわ。タイトルは『びくとり！』よ。出版権もすべて委譲するから、煮るなり焼くなりご自由に。つか、本って焼くとけっこうスカッとするわよ！」

　芝し蘭らんさんが東三条さんに渡した原稿は、異能力バトルというジャンルらしい。しかし、小説家としてその発言はいいのか？　焼くなよ。

　こうなると、十じつ哲てつの皆さんはもう止まらなくなる。

　鹿子かのこ木ぎさんがどうやって用意したのか、『ヴィクトリカの十二か月』という月ごとの景色とヴィクトリカさんと猫を描いた十二枚の連作絵画を贈る。

　渡会わたらい先輩も、弁べん財ざい天てん法ほうという祈き祷とうで東三条家の今後五十年の安泰を約束した。

　火か燐りんちゃんは自分が発見した新しい物理法則に東三条の法則と名づけ、【闘気】という新しい単位にヴィクトリカ（Ｖｉ）を採用した。

「ほら、このデジタルメーターで簡単に【闘気】がはかれるんだよ～」

「でも、火燐ちゃん、誰だれも【闘気】なんて放ってないよ」

「それもそうだね～。あわわわ！　甘南備かんなび君に３００Ｖｉヴイクトリカもの力が向けられてる！」

　あとで芝蘭さんの殺気だと判明した。

　次は森もり本もと局長だ。いったい、何を渡すつもりなのか。まさか『当局の沿革五十年史』（去年の『当局』発行）なんか出さないと信じたい。

「私はたいしたものではないんですが」

　局長は大きな紙袋を三つ出すと、次々とひっくり返す。小箱が落ちてくる。

　箱を一個拾ってみると、「ポッキイ馬刺し味」とあった。

「私のプレゼントはご当地ポッキイ百五十種です。これが高知限定の坂さか本もと竜りよう馬まの愛した鰹かつおの叩たたき味、これが沖縄限定のそーきそば味、これはカエルの唐揚げ味ですね」

　さすが局長。これならネタにもなるし、そこそこうれしい。

　いや、他ひ人と事ごとじゃない。これは私もピンチだ。ぶっちゃけ軽くかぶった。

「おい、次、お前だぞ」と章あき夫おに小突かれた。鬱うつ陶とうしい……。

「あ、なんですか、足利あしかがさんは？」と東ひがし三さん条じようさんも期待の目。これは死んだ。

　仕方なく、私は袋から四体のフィギュアを取り出して並べる。

「あ、覇は狼ろう鬼き帝ていですね」

　覇狼鬼帝は日本が世界に誇る猫のマスコット。関連商品、およそ三万点。

「あれ、鬼帝にしては服装が違いますね……？　エスニックというか」

「仏教四天王鬼帝です。これが東を守護する持じ国こく天てん鬼き帝てい、これが南の増ぞう長ちよう天てん鬼き帝てい、西の広こう目もく天てん鬼き帝てい、北の多た聞もん天てん鬼き帝てい……」

　ご当地ネタがかぶっていて、しかもスケールは段違いに小さい。これは痛い。

「デフォルメした猫を贈るとは、いいセンスをしている。東三条さんも喜んでいるはずだ」

「それは単に鹿子かのこ木ぎさんの趣味のせいです」

　ちなみに、東三条さんには「ありがとうございます」とあっさり流された……。

　いや、しかし、章あき夫おがもっとバカなものを持ってくる可能性も高い。

　章夫はでかいタッパーをどんと机に置いた。

　あけると、小さなカップが並んでいる。中は黒いゼリーだった。

「コーヒーゼリーだ。うちの母親が作った」

「親頼みかよ、章夫。どこまで、あほなの？」

　これは事故のレベルのあほさかげんだ。

「俺おれじゃ、どうせほかの十じつ哲てつに勝てないから、これを持っていけと言われたんだ」

「そんなことしたって、どっちみちかなわないだろ」

「ま、まあ、せっかく人数分ありますし、みんなでいただきましょうよ」

　東三条さんの意向でその場で章夫ママのコーヒーゼリーをいただく。東三条さんもたいへんだな。こんなゼリーもらっても――――

　口に入れた途端、

　思わず、目を見開いてしまった！

　なっ！　絶妙の甘さと苦にがみ。どちらかが少しでもまされば、こんな味にはならない。上に乗っている生クリームも市販のものではない。舌触りからして違う。

　コーヒーゼリーは家庭でも簡単に作れる。そんなシンプルな料理だからこそ、ごまかしがきかない。甘すぎればくどくなるし、苦すぎればデザートの意味をなさなくなる。

　その難しさを鼻で笑うような水準にこのゼリーはある！

　まわりの十哲も目を見張っている。これは本物だ。

　美食慣れしている東三条さんですら、負けた、という顔をしている。

　仏ぶつ頂ちよう面づらなのは章夫一人だけだ。

「山やま崎さきさん、お母さんはお料理のお仕事を？」

「俺の母親、カヌレっていうんだ。学園の卒業生」

　事情を理解した局長が嘆息して解説してくれた。

「狸たぬき林ばやしカヌレ、二十年前の十じつ哲てつですね。彼女の料理がサミットの各国首脳をもてなし、国際協調の時代が築かれたといいます……」

　そういえば、章あき夫おのママは偉大なお人だった。見た目はほえほえした人であるし、昔から知っていたから、その凄すごさを失念していた。

　そうか、章夫にはこんな隠し武器が……。完かん膚ぷなき敗北……。

　しかし、マクロ的に見れば、いい光景だと思う。予想以上の歓待に東ひがし三さん条じようさんも戸惑いを見せつつ笑っている。他人の幸せで人は幸せになれるのだ。

　でも、そこで私は違和感に気づく。

　一人足りない。

「へるふぁいあちゃんがいない……」

　花か笛ふえちゃんの曲だけで十分もあった。まだ戻らないのは、いくらなんでも変だ。

「私、見にいってきます！」

　東三条さんは顔をしかめて厨ちゆう房ぼうに向かった。言いだしっぺの私も後に続く。

　床に一箇所だけ板敷の部分がある。そこの取っ手を引くと、地下への階段が出てくる仕組みだ。へるふぁいあちゃんがあけたらしく、階段は出たままになっていた。

　降りていくと、そこは薄暗い蔵。すぐに漬つけ物もの独特のにおいが漂ただよってきた。

　だが、そんなことに感想を述べる余裕は誰だれにもなかった。

　へるふぁいあちゃんが奥の漬つけ物もの樽だるの前で仰あお向むけに倒れていたからだ。



　幸い、息があることはすぐにわかった。

　彼女が上の空で「くるしぃよぅ……」とうめいていたのだ。

　へるふぁいあちゃんは、家族用の寝室で寝かされた。

　医者がいないから確かなことはわからないが、ほかにできることもない。

「すいません、ご迷惑をおかけして。救急車を呼びますから、妹にはそれで帰ってもらいます」とやつれた顔の東三条さん。

「あの、すみませんが」

　そこに局長が母親的な笑みで前に進み出た。

「それには賛同しかねますね。あくまで『当局』の立場からの意見なのですが」

「局長様が出てきたってことは『当局』内で解決したほうが都合がいいってわけだな」

　章夫はケンカ腰だ。局長と章夫は昔から折り合いが悪い。

「そうです。救急車が来れば、集会の理由を説明しないといけません」

　局長はばりぼりとお皿のポップコーンをほおばった。やっぱり食べるのか。

「それが何か悪いのかよ？　まっとうな誕生日会だろ」

「まっとう？　阿あ呆ほうですか。高校生が保護者もいない洋館で異性同士で宿泊。まして、お酒まで飲んでいたのに。学園長は私たち十じつ哲てつの地位を剥はく奪だつせざるをえないでしょう」

　みんなの顔がはっと変わる。

　けれど、それを聞いて章あき夫おは激げつ昂こうする。

「ふざけるなよ！　そんな場合かよ！　妹さんが重病なんだよっ！」

「もし、『彼ら』のような悪人がいれば、十哲不在の混乱を逃さないでしょうね。いえ、進んでこんな事件を計画するかもしれません」

　痛いところを突かれたのか、章夫は言葉を失う。

　十哲が突然いなくなれば、御お伽とぎ坂ざか学園始まって以来の不祥事。

『彼ら』の陰謀ということもないとはいえない。

「あと、もう一つ。先ほど重病とおっしゃりましたね、山やま崎さきさん。これは本当に病気でしょうか？　妹さんのうわごと、食中毒や腸炎ではこんな症状は出ません。どちらかというと薬物反応による譫せん妄もう状態に近いですね」

「お前、何が言いたいんだよ！」

「これは何者かによる犯行の可能性があります」

　その言葉に鉄の塊かたまりみたいだった空気がざわざわと動いた。

「局長、ちょっと状況を整理しましょう！」

　私は紙に蔵の出来事を書きつける。

　内部は、ええと……入ってすぐのところにスイッチがあって、明かりがついていた。階段をおりるとへるふぁいあちゃんが倒れていて、あと、換気扇がついていたな。異臭はとくになかった。気分が悪いと訴えた人もいない。

「ご苦労様、足利あしかがさん。なるほど。まあ、これだけではなんともいえませんね」

「しかしよう、犯行も何も全員食堂にいたんだぞ。どうやって事件を起こすんだよ」

　章夫の意見は正しい。蔵で直接手を下すことは、誰だれにもできなかったはずだ。

　狭い場所だからガスを事前に発生させておけば、あるいは……。

　でも、あの部屋は換気扇がまわっていた。毒ガスなら追い出せるはずだ。

「あのさ、すでにこの屋敷に誰かが潜ひそんでたなんてことはないのか？　それこそ樽の後ろに隠れて薬品しみこませたガーゼでぐいっと」

「まさか……裏甲賀流の忍びの者は七代前が滅ぼしたはず……ありえません！」

「東ひがし三さん条じようさん、それは確かにないと思う！　でも、話がずれてる！」

　なるほど、外部犯説は一番都合がいい。この中の誰かが犯人という低温の発想を切り捨てられる。

　だが、そんなことありうるのか？

　局長はポップコーンを食べる手を止めた。

「ふむん、誰だれか恨うらみをもたれてそうな人はいませんか？　東ひがし三さん条じようさんは格闘界で名を馳はせていらっしゃるはずです。敗れて逆恨みするような人はいませんでしたか」

「高貴なる格闘トーナメント……」

　狗いぬ巻まきさんがつぶやく。東三条さんが気まずそうな顔をした気がした。

　高貴なる格闘トーナメント、通称けーわん。格闘界の頂点。

「東三条さんは『けーわん』の優勝者。敗者が東三条家の人間を恨むとすれば、妹さんがやられたのも理解できます。ひとまず、今日は外出はひかえましょう。明日、車で下山ですね」

「あの、本当に犯人なんているんでしょうか？　病気でなくても事故の線は？」

　私はおそるおそる手をあげた。上司とはいえ、今日の局長は強引すぎる。

　それと、ありうることかわからないが、もしも『彼ら』の起こしたフィクションだとしたら、現実的な局長の捜査は役に立たないかもしれない。

　たとえば、八分音符で人を殺したなんて結論は、鬼才森もり本もと森もりの頭脳をもってしても、出てくるわけがなかった。

「事故なら事故で、次の被害者が出ずにすんで万ばん々ばん歳ざいですね。とにかく、防犯に気をつかって一日過ごしましょう。妹さんの容態も回復に向かっているみたいですし、これが最善だと思うのですがどうでしょうか。ねえ、山やま崎さきさん？」

「あ、ああ……。ただし、お前が変なことをしたら、単独で動くぞ。俺おれは平和の象徴の鳩はとのような人間だからな！」

「あら？　鳩は交こう尾び相手の奪い合いのために殺しあうような生き物ですが？　では、あなたと私とどちらが解決できるか勝負といきますか」

「いいぜ。望むところだ。その大おお風ぶ呂ろ敷しき、後悔させてやるからな」

　いつのまにかライバル同士の推理合戦が始まろうとしていた。

　ただし、実績は局長のほうが百倍は上だが。

「ふっふっふ、これは面白そうね。シャーペンで人を突つつく次くらいに面白そう……あ、ウソ、ウソ、そんなこと美少女小説家のアタシがするわけないじゃない。冗談、冗談」

　そこに、もう一人参戦希望の人間がいた。

「芝し蘭らんさん、何のつもりですか？」

「洋館の密室で起きた怪事件、これは小説家のアタシへの挑戦状みたいなものよ！　マッハで犯人を捕まえて、潰つぶして、罵ののしってあげるわ！」

　なんとチャレンジ精神旺おう盛せいな人だ。

　その小説家を、鹿子かのこ木ぎさんがあきれ顔で眺めていた。



　私たちは夕食用のハンバーグやフライドチキン――夜は西洋料理だった――をお皿に分けて、自室にこもった。どこに犯人が潜ひそんでいるかわからないので、うかつなことはできない。まさか『彼ら』が直接出てくることはないだろうが。

「申し訳ないですが、皆さんにもしものことがあったら……」

　こう言う東ひがし三さん条じようさんの後ろ姿は寂さびしげだった。六月なのに、ワンピースとカーディガンでは寒そうにすら見える。

　お誕生日会がぶち壊しになり、妹さんまで倒れてしまったのだから仕方ない。

　私は私なりに、今回の事件について考えている。

　今のところ、へるふぁいあちゃんの一件を不幸な事故だと理解している。

　立食パーティ中に誰だれかが蔵に入るなんて予想できるわけがないからだ。それは外部の犯人の仕業としても同様だ。

　たとえば、東三条さんが入れとでも頼まなければ。…………え!?

　ふと黒いものが頭をよぎった。蔵にへるふぁいあちゃんを送り出したのは東三条さんだ。彼女なら蔵に細工をしかけることも容易だろう。

　けど、どうしてへるふぁいあちゃんを……？

　ジリリリリリリリリリリリ！

　そこにけたたましく内線の電話が鳴った。

　まさか、事件？　不吉な気持ちを抱きながら受話器を取る。

「はあ、はあ、芝し蘭らんよ。ねえ、今、何色のしまぱん、はいてるの？」

「異常事態なのに、いた電するな！」

「じゃあ、はいてないの？　脱いだの？　はあ、はあ、それは何のために脱いだの――」

　やってられないので、電話を切った。だいたい、しまぱん限定なの、おかしいだろ。

　芝蘭さんのせいで、完全に緊張の糸が切れたな――――

　どんどんっ！

　ドアが乱暴にノックされる。おぞけが走った。

　そのままノックだけが続けば、恐怖で卒倒していたかもしれない。

「俺おれだ！　大変なことになった！　出てきてくれ！」

「何、章あき夫お？」

「隣の狗いぬ巻まきの部屋から『苦しい！』って悲鳴がしたんだ！　みんな、集まってくれ！」



　東三条さんの部屋にあった合あい鍵かぎでドアをあけた。

　狗巻和わ恩おんさんは窓の前で月に魅み入いられたように無残に倒れていた。

　意識はないものの、呼吸があったのが救いだ。

　むしろ、取り乱した東三条さんを宥なだめるのに骨を折った。

「和恩、起きて！　目を覚まして！　誰なの？　まさか、古代ケルトの暗殺魔術『バンシーの呪のろい』の伝承者がいるの？」

　局長と二人がかりで東ひがし三さん条じようさんを落ち着かせている間あいだに、花か笛ふえちゃんと渡会わたらい先輩が、狗いぬ巻まきさんの看病をする。

　もだえていたはずなのにベレー帽がずれてもいないのが、こんな時に不謹慎かもしれないがおかしかった。花笛ちゃんのヘッドフォンのようにくっついている。

「またも密室ですか。外部からの侵入は不可能のはずですし……かりかりかり……」

　難問に苦しんでいるのか、局長は高速でこんぺいとうをかじっている。

「部屋には狗巻だけだった。鍵かぎが来るまで狗巻の部屋の前で張ってたからな」

「まさか、山やま崎さきさん、あなたが犯人なんて言いませんよね？　かりかり……」

「局長様ほど黒くはねえよ」

　完全に章あき夫おと局長は手詰まりらしい。

　一方、芝し蘭らんさんはというと、

「コナン・ドイル、エラリー・クイーン、エドガー・アラン・ポー、ヴァン・ダイン……きっとミステリの巨匠のトリックに答えがあるはずよ……」

　こちらもダメなようだ。その横では、

「犯人は物理ものろいだ。すぐに分解される有毒物質を使った」と渡会先輩。

「犯人は渡会先輩。二人ともこっそり呪ったんだよね」と火か燐りんちゃん。

　どちらも可能性はある。だが、可能性だけで魔女狩りを行うわけにはいかない。

　かといって、私みたいに事件の見当もついていないよりはマシかもしれないが。

　いや、このままタダで帰ったら『当局』失格だ。

「ねえ、ねえ」と火燐ちゃんを呼ぶ。

「何ぃ？　アキラちゃん先輩？」

「あのさあ、【闘気】ってさっきの測定器で測れるかな？」

「うん、すぐに測定できるよ。でも、誰だれの周りを測るの？」

　彼女に名前をそっと耳打ちした。あまり堂々と言うわけにはいかない。

「なるほどね。それなら、すぐだよ。ふんふん、【闘気】は〇ゼロＶｉヴイクトリカ。しかも【怨えん分ぶん】濃度も低いね～」

　よかった。やはり、犯人はあの人じゃない。

　ならば、へるふぁいあちゃんも事故と考えることができる。

「あのさ、火燐ちゃん、漬つけ物もの樽だるのなかの物質濃度も測れるかな？」

「うん。でも、狗巻ちゃんの食事に毒が入ってるか調べてからになるから、ちょっと時間かかるかな。二時間くらい？」

　それなら、何の問題もない。ハズレにしろアタリにしろ、結果は出る。一件片づけば、狗巻さんの事件も進展するだろう。

　狗いぬ巻まきさんの部屋を出るとき、東ひがし三さん条じようさんが小さくつぶやくのが聞こえた。

「和わ恩おん、この仇かたきは絶対とるからね」

　その顔を見てはいけない気がして私は先に歩を進めた。

　東三条さんは水色のカーディガンの袖そでを握りしめていた。



　部屋で一時間ほど、ぼうっとテレビを見ていた。三さん奇き人じんではなく、大女優のほうの甘南備かんなび周参見すさみちゃん出演のドラマ。

　映像のなかの周参見ちゃんは、確かに一年男子が名前を借りたくなるほどに素晴らしい演技をしていた。

　ジリリリリリリリリリリリ！

　また、電話だ。もう嫌な事件は勘弁してほしい。

「あ、甘南備だけどさ、このテレビってどうしたら有料チャンネル見れるの？」

「見れるか！」

「そっか。残念。そういえば、ヴィクトリカちゃんの服って、『魔法少女いんでぃ・じょ～んず』の聖せい林りん高校の制服に似てるよね。今度、アキラちゃん、あれ着てコスプレし――」

　一方的に切った。三奇人は呑のん気きすぎる……。

　そこに、またドアがどんどんノックされた。

「俺おれだ、俺」

　振り込め詐欺みたいな章あき夫おの台詞せりふ。二度目だからこっちも驚かずにチェーンを外す。これで章夫の口くち真ま似ねをしてる犯人だったら、もう諦あきらめる。

　章夫ではなかった。

　毅たけしのほうだ。

「変身してたんだ。でも、何の用？」

「作戦会議に来た。アキラとは一応タッグだからな」

「おい、そんな発言初めて聞いたぞ。テニスのダブルスじゃあるまいし。私は章夫の監視・提てい携けい役だけど、今は局長に直接掛け合えばいいじゃん」

「バカ言え。あいつは『当局』を守るためならきっと人の一人や二人、始末するぞ」

　その読みはなかば正しい。私はフィクションの世界で「素す」をさらけだした局長を見た。どんな悪人よりも、恐ろしいぞっとするものを感じた。

「あと、今の俺を章夫って呼ぶな。毅だよ、毅！」

　何が変身だ。バカらしい。

「だって、たいした変化ないじゃん。局長一人に怯おびえてるようじゃ、世界の平和なんて夢のまた夢だね」

「でもさ、どっちみち相談するなら、お前のほうがよかったしな」

　えっ？　びりびりと胸がふるえた。落ち着け、章あき夫おの言葉だぞ？

「アキラは森もり本もとと違って何も考えてないから気楽……つっ！　つっ！」

　脇わき腹ばらを思いっきりつねってやった。

「失敬！　無作法！　とうへんぼく！」

「お前、色変わってるぞ……いてえ……」

「はいはい、会議ならとっととやろうね～。朝になっちゃうよ～」

　章夫は含むところがありそうだったが、わりあい律儀に事件の概要をまとめた。

　一。テーブルには食べかけの夕食用の皿が置かれていた。

　一。皿の料理はサラダ、手羽先グリル、ハンバーグ、ニンジンのソテーふたきれ。

　一。部屋が右隣だった章夫が、狗いぬ巻まきさんの部屋の窓がガタガタ鳴り、かすかに苦しいとうめいていたのを聞いている。なお、窓が叩たたかれるのを聞いたという証言は左隣だった火か燐りんちゃんもしている。倒れる前に身の異変に気づき、助けを求めようとしたのではないか。

　一。毒物を盛られた可能性が高いが、現在のところ不明。火燐ちゃんの分析待ち。

　一。事件当時、部屋は密室状況だった。

「というわけで、どう考えても、これは事故じゃなくて事件だと思うわけだ」

　窓際で腕組みしてうなずく章夫。

「ちなみに俺おれの推理だと、容疑者は三人いる。これは東ひがし三さん条じようの妹も事件に巻きこまれたという前提での予測だ。蔵で妹に危害を加えられたのは三人しかいない。もっともそのうち二人は渡会わたらいと物理ものろいで検証不可能だがな。二人とも動機がないから、違うだろうが」

「じゃあ、三人目は誰だれ？」

「この会の主催者、東三条だ」

　それが一番“〝筋”〟が通っている。被害者は東三条さんの妹と東三条さんの友人。どう考えたって黒だ。

　けれど、その読みはハズレだ。

「東三条さんが犯人ならこんな計画を立てるわけがない」

「どういうことだ？」と章夫の顔がこちらを向く。

「自分の招待したパーティーで友達と妹が倒れたら誰だって東三条さんを疑うよ。まだ友人を三十人招くなら話はわかる。でも、個人的に東三条さんと親しかったのは倒れた二人だけだった。これじゃ、白昼堂々とバットで殴り倒したのと一緒だ」

「お前の言いたいことはわかる。けど、狗巻と面識もない他人の俺たちに動機があるか？　無差別連続殺人をやろうとしてるバカがこのなかにいるのか？」

　なるほど、捕まるのを覚悟の上だったと考えることもできる。

「でもね、へるふぁいあちゃんが倒れたときも、狗巻さんが倒れたときも、東三条さんはすっかりパニックになっていた」

「演技だって可能性は？」

「ないよ。だって、東ひがし三さん条じようさんの憎しみは〇ゼロＶｉヴイクトリカだったからね。さっき、火か燐りんちゃんに調べてもらったから間違いない」

　彼女には憎悪も殺意もなかった。東三条さんは、心から苦しんでいたのだ。

「じゃあさ、犯人は誰だれだって言うんだよ？」

「結論は出てないけど、犯人は『私たち以外のところにいる』と思う。つまり――」

「部外者だな！」

　何事かと思う大声で章あき夫おが叫んだ。

「部外者だ！　犯人は屋敷に潜ひそんでんだ！　サンキュ！　おかげで道がひらけた！」

「まあ、外部犯の可能性もあるけど……。けど、道がひらけたって何？　まさか犯人捕まえに行くって言うんじゃないよね？」

「そうに決まってんだろ。何のために毅たけしになったと思ってんだよ」

「やめとこうよ」

　非難の色さえ含んだ強い調子で私は言う。

「なんでだよ？」

「なんでもだよ」

　実のところ、私は犯人の存在を信じていない。二件とも事故ならば、章夫が死ぬこともないはずだ。

　――――だが、脳裏に章夫の不吉な記憶がよぎったのだ。

「悪いけど学園の平和のためだ」

　ドアをあけようとする章夫。

「行っちゃダメだよ！」

　私は章夫の背中にしがみつく。少しは爪つめもたてる。これでダメなら、もう知るか！

　効果があったのか、やっと章夫の足が止まる。

「けどさ、お前の部屋で一晩二人きりってのもまずいだろ？」

　顔に紅葉もみじが散った。これじゃ、帰らないでって引き止めてるみたいじゃないか！　顔をそらして視界に入るベッド。ここまでバツが悪いと旅の恥でもかき捨てられない。

「そ、そんな意味じゃ……」

「当たり前だ。だいたい被害者が二人も出てるのに不謹慎すぎる。まあ、安心しろ」

　章夫はおっきな手を私の頭に載せる。

「俺おれはここぞってときには仕事をしてきた。ほら、お前のときだって」

「うん」

　私は正直者だからウソはつけない。

　章夫は約束をたがえたことはない。

　これまで一度も。

「軽い見回りだ。どうせ、犯人も外に出てるだろうしな」

　章あき夫おはぐしゃぐしゃと私のシニヨンのお団子頭をなでて、廊下に消えていった。

　しばらく、ぼうっとしていると、今度は弱々しいノックの音。

　名前を尋ねると「東ひがし三さん条じようです」という、こちらも弱々しい声。カーディガンを脱いだワンピースだけの姿で、なんとか顔だけは笑みを作って、東三条さんは入ってきた。

「夜分にすみません。皆さんが無事かどうか確認してまわっていまして」

「こちらはなんともないですよ」

　東三条さんは「それはよかった」と、安あん堵どの息を吐く。

「あと、少しだけいいニュースがあります。へるふぁいあはまだ意識は戻りませんが、物理ものろいさんの話だと回復に近づいているようです。和わ恩おんも眠っていますが、体調は徐々によくなっていると」

「よかった」と私は言葉と心を一つにして言う。

　嫌なことばかりの一日だったが、死人が出ていなくて本当によかった。

　でも、そんなことはどうでもよくなった。

「――なんだ、こいつっ！」

　という章夫の叫び声が食堂まで聞こえてきたからだ。

　体温が上昇した。上昇？　むしろ加速とでもいったほうがしっくりくる。

「章夫っ！」

　気づいたときには、部屋を飛び出していた。後ろから、東三条さんの声が飛ぶ。

「一人で出ていっては危険です！」

　まったくだ。だが、悠長に傘やら包丁やらを取りに行くわけにはいかない。

　それはみんなも同じだった。すぐに芝し蘭らんさんと鹿子かのこ木ぎさんと合流する。ほかの面々もどんどん廊下に出てくる。

「残念ながら、空耳じゃなかったようね」

　芝蘭さんは軽く舌打ちをした。

　毅たけしになったままの章夫は一階の廊下にいた。

　絞殺された姿で。

「だから、余計なことするなって言ったんだ……」

　また、間に合わなかった。

　章夫の横にはなぜか東三条さんのカーディガンが落ちていた。なんでこんなところに？

「まさか、東三条さんがやったってことなの……？」

「芝蘭さん、それはありえません。彼女は私の部屋にいたんです。それに、東三条さんが犯人なら、カーディガンを置いていったりなんてしません」

「それもそうね……。あら、カーディガンなんかより大事なものが落ちてるわ」

　それは『彼ら』からの便びん箋せん。



足利あしかがアキラ様

　山やま崎さきさんを失って悲しいところだと思いますがどうぞご心配なく。謎なぞさえ解けば、ここから出ることができます。今回も前回同様奇怪極まりないですが、頑張ってください。

カレラ　拝



『彼ら』に殺意が湧わいた。強い、強い殺意が。

　芝し蘭らんさんと甘南備かんなび君が飛びついたのは言うまでもない。一方で、鹿子かのこ木ぎさんは、また遊びに付き合わされるのかと、鬱うつ陶とうしげな顔をしていたが。

「つまり、謎を解いてフィクションから出ろってことね。……そっか、この事件のトリック、わかった！」

　芝蘭さんは思いきりはしゃいで手を叩たたいた。



　章あき夫おの部屋に死体を安置すると、私たちは夜も遅くに食堂に集まった。

【零ぜろ流りゆう小説家】の推理を拝はい聴ちようするためだ。

　自分はというと、答えが出ないままだ。へるふぁいあちゃん・狗いぬ巻まきさんの件は事故だと予想していたのだが、章夫の死で話は振り出しに戻った。やはり、犯人は存在するのか？

　そんなことを考えていると、芝蘭さんの声で現実に引き戻された。

「ふふ、皆さん、お集まりいただき、どうもありがと！　今から、アタシの華麗な推理を味わいなさい」

「犯人は、誰だれなんでしょうか？」と東ひがし三さん条じようさんは不安げに尋ねる。

「山中の洋館、外からの侵入はほぼ不可能。しかし、館やかたの人間が三つの犯行におよぶのも不可能に見えるわね。でも、これはそんなアタシたちの盲点をついた事件なの。

　犯人はマイクロバスの運転手よ！！！」

　誇らしげに芝蘭さんはこがね色のツインテールをすいた。

「運転手はバスで帰ったふりをして、山中に潜伏していたの。これだけ広い私有地、しかも山奥。車はどこにでも隠せるし。あとは屋敷に侵入し、蔵で妹さんに毒を吸わせ、なかに潜ひそむ。で、アタシたちがぞろぞろと入ってきた隙すきに蔵から脱出したの」

「じゃあ、あのとき、犯人は蔵にいたって言うの？　隠れるにしても、物陰じゃ見つかるリスクが高すぎるよ」

　甘南備君はぼさぼさの髪に手をつっこんでさらにぼさぼさにした。

「誰が物陰って言った？　耳あるの？　耳カスつまってるんじゃない？　よく聞こえるように耳かきで鼓膜ぶち抜いてあげようか？　あ、人前…………ごめんね、ちょっと口がすべっちゃったわ、てへ☆」

　もう、そろそろ芝し蘭らんさんの本性はばれていると思う。

「ほら、蔵にはもっと安全確実な入れ物があるよね」

「入れ物…………あ！　漬つけ物もの樽だるか！」

「調べてみて。蔵の出入口の近くの樽には絶対からっぽのがある。犯人はアタシたちが気づいていないのを確認すると、階段をあがり、お皿に毒を塗ったの。それで、おそらく一度屋敷を出て、近くに隠れた。そして、狗いぬ巻まきさんの事件が起こると、再び侵入して、適当な個人の持ち物、この場合、東ひがし三さん条じようさんのカーディガンを取ったの。理由は簡単。次の被害者の部屋にでも入れておいて、内部犯説を残しておくためよ。

　けど、そこに予想外のことが起こったの。屋敷を巡回していた山やま崎さき君にばったり出くわしたわけよ。やむをえず、犯人は彼を絞こう殺さつ、慌てて姿をくらましたってわけ！」

　確かに、話だけ聞くと、筋が通っているが……。

「あの、すみませんが……」

　おずおずと東三条さんが割って入った。

「運転手さんが帰ったというのは、すでに実家からの電話で知っているんです。二時間前にお父様から電話がありまして。もちろん事件のことは黙っておきましたが」

　さらに火か燐りんちゃんが続く。

「それとね、狗巻ちゃんの料理にも部屋にも有毒物質は見つからなかったよ」

　芝蘭さんの推理、崩壊。

「ほら、大ハズレじゃないか」

　得意になって甘南備かんなび君は芝蘭さんのツインテールをくいくいと引っ張った。今はほかの人がいるから、本性は出せないとしても、命知らずな……。

「やめてよ！　あとでひどいわよ！」

　赤っ恥をかいた芝蘭さんは、大声で怒鳴った。

「『彼ら』め、潰つぶすっっっ！」

　しかし、狗巻さんの部屋から毒が出てこなかったというのは、どういうことだ？

　推理劇場がおひらきになったところに、火燐ちゃんから声をかけられた。

「アキラちゃん先輩、蔵の調査結果出たよ。クロでした！」

　え！　ということは…………一つ目の事件は解けた？



　部屋に戻ると、狗巻さんのケースに全神経を集中させた。

　へるふぁいあちゃんの件はかなり真相に近い自信がある。だとしたら、同じ方向性で狗巻さんの件も考えられないか？



    

  
    
      



    

  
    
      　狗いぬ巻まきさんの部屋で何か変わったことはなかったか？

　あった。

　どうして狗巻さんは室内でもベレー帽をかぶっていたんだ？

　①ファッション。②隠したいものがある。

　そういえば、彼女はＩＮＵアイエヌユーという外銀河の人とのハーフだ。もしも、②だとしたら？

　急いで、局長に内線の電話をかけた。

「ばりばり、ああ、まったく事件が見えません、ばりばり……」

「局長！　ＩＮＵの人の身体的特徴を教えて下さい！」

　戻ってきた答えは自分の推理を裏付けるものだった。

「じゃあ、局長、体質的にもそれって影響しますかね？」

「足利あしかがさん、それって大金星かもしれませんよ……」

　二つ目も解けた。これはどちらも事故。実に不幸なつまらない事故。

　だが、それではわからないことがある。

　章あき夫おはいったい誰だれに殺された？

　下げ卑びた笑みを浮かべる『彼ら』を想像する。

『彼ら』の連中が、そんな卑ひ劣れつなことをしたのか？

　絶対に許さない。

　落ち着け、アキラ、怒りに身を任せてはダメだ。

　真相にたどりつかなければ、ここから出られない。

　章あき夫おの死をフィクションにすることもできない。

　そこに、こんこんとドアをノックする音。

「鹿子かのこ木ぎだ」とゲストはすぐに正体を明かしてくれた。

「一人で出歩くのは危ないですよ」

「『彼ら』は我々を殺しはしないよ。できるなら、とっくの昔にやっているさ。『彼ら』の仕業とわかった時点でバカらしくなって、屋敷の美術品を見学していたのさ。さすがに東ひがし三さん条じよう家は名家なだけはあるよ。美の価値をわかっている絵画や調度品が多くて、何度も記憶に残すためにフリーズしてしまった。そんな小旅行の途中に、食堂のテーブルでこんなものを見つけてね。どうも君がいちばん答えに近そうだから、渡しにきたというわけさ」

　それは一枚のノートの切れ端だった。

　ただし、文面はあまりにまがまがしかったが。



第一の事件、第二の事件を解け。そうすれば第三の事件のやり方を教えてやる。もしも、できないならば全員が死ぬと思え



　もし、これが事実だとしたら、章夫殺害の犯人は、第一、第二の「事件」を理解していないことになる。

　つまり、第一、第二の「事故」を証明すれば、私はすべての事件を解決できる。

　最後に犯人の力を借りるのはムカつくが、ほかに方法がない。

　なにより、事件を解決すれば、フィクションから出られるのだ。

「ありがとうございます、鹿子木さん！　これで解決です！」

「礼を言われても困るな。むしろ、私は『彼ら』には不寛容・非協力なんだ。今回だってそのうち誰だれかが食堂で見つけたさ。帰るよ。あ～あ、早く猫さんのいる下界に帰りたいよ」

「いえいえ、謙けん遜そんなさらず」

「そうか。では、肉感表現のインスピレーションのために、耳たぶを触らせてくれないか」

「はいはい、それくらいなら…………は？」

「では、失礼。ふむ、思ったよりふにふにしてるな。これは猫さんの肉球に通じるかもしれないな。お、ここは少し湿り気があるぞ。ふにふにふに、ふにふにふに、ふにふにふに」

　………………………………………………………………。

　三分間耳たぶを触り続けて、鹿子木さんは帰っていった。

　あんなに耳たぶを人に触られたのは人生初だと思う。

　なんだか、妙な敗北感があるのだが……。

　気を取り直して、東ひがし三さん条じようさんに電話を入れる。

「すべて解決しました。狗いぬ巻まきさんの部屋にみんなを呼んで下さい。へるふぁいあちゃんも復調してるなら、一緒に連れてきてあげて下さい」



　一堂には様々な顔が会することになった。

　沈ちん鬱うつな思いつめた顔の東三条さん。

　へるふぁいあちゃんはすぐれない顔色で東三条さんのコアラをやっている。

　よーし事件が解決するぞと笑顔の火か燐りんちゃん。

　芝し蘭らんさんはカルシウム不足のイライラ顔。

　狗巻さんにいたってはいまだにうなされていて、意識が戻っていない。

　いっそ、本当に極悪人でも紛れていればよかったのに。私がこれから語るのは誤解に彩いろどられた実にチープな結末だ。これでは章あき夫おも犯人も浮かばれない。

　それでも、私は探偵役をつとめる。

「皆さん、謎なぞは解けました。といっても、一つ目と二つ目だけですけどね」

「なにそれ！　殺人事件がわからない推理なんて、超ヨトクニでウソパチ、羊よう頭とう狗く肉にくで嘘八百だわ！　……けほっけほっ」

　咳せきこみながら芝蘭さん。しかし、また、すごい略語だな……。

「いえ、二つ目までで問題ないんです。なんでかというと――」

　私は先ほど入手した挑戦状をテーブルに広げた。

　予想通り、その場が形容しがたい雰ふん囲い気きになる。

「とまあ、二つ目までわかれば犯人が自首してくれるわけです。つまり、犯人はへるふぁいあちゃんの事件も狗巻さんの事件も何で起きたかわかっていないんです。そして、私はその二つについては答えを知っている。ちょうど交換条件、成立です。もちろん、前言が撤回されるかもしれませんが、そこは犯人の善意に期待します。

　それでは、へるふぁいあちゃんの事件から。これは本人の証言を聞きましょう」

「しょうげんて何？　たけだしょうげん？」

「ええとね、倒れたときのことを教えてくれないかな？」

「ん～とね、蔵に入って気分が悪くなって換気扇をつけて……よく覚えてない」

「はい、これが真相です」と言うと、すぐに芝蘭さんにギロリとやられた。

「火燐ちゃん、検査の結果をお願いします」

「化学的なことは省はぶいて話すけどさ、一言で言うと蔵の漬つけ物もの樽だるのなかに有毒ガスを出してるのが混じってた～」

　有毒ガスという言葉に芝蘭さんが反応する。

「じゃあ、毒ガスを仕掛けた犯人がいたってわけね！」

　火か燐りんちゃんは「ブー」と手を×の形にした。

「じゃあ、なんでガスなんて出るのよ！　シャーペンで刺すわよ！」

「いくらでも出るよ。だって、あそこ、発酵食品ばかりじゃん」

　芝し蘭らんさんの顔が崩れた。

「そうなんです。犯人はあの蔵の漬つけ物ものだったんです。発酵過程で偶然有毒なやつができたんでしょうね。しかも、密閉された空間。蔵にはガスがたまっていました。おそらく、換気扇もそれを見こして作ってたんでしょう。へるふぁいあちゃんは、ちゃんと換気扇をまわしました。けど、体の小さなへるふぁいあちゃんは換気がすむ前に倒れてしまった。そして、換気扇のおかげで無害になった蔵に私たちが入ったんです」

「では、和わ恩おんの倒れた第二の事件は……」

　東ひがし三さん条じようさんは、心配げに狗いぬ巻まきさんの顔を見た。

「こちらはもっと簡単です。犯人は玉ねぎです」

　また芝蘭さんに睨にらまれたが、事実だから仕方ない。

「玉ねぎって誰だれのことよ？　そんな髪型の人、どこにいるのよ」

「いえ、比ひ喩ゆじゃないんです。文字通り、犯人は玉ねぎです」

　芝蘭さんに白い目を向けられても気にしない。

「夕食にはハンバーグが出ましたよね。そのなかにはもちろん玉ねぎが入っています。狗巻さんは体質的に玉ねぎがダメなんです。いつもはひかえていたのを、異常事態で食べられないことも忘れてついつい口に運んでしまったんでしょう。加工食品ですしね」

「どうして、玉ねぎってわかるのよ」

「だって、ほら」

　私は寝ている狗巻さんに近づき、つけたままのベレー帽をとった。

　そこには犬の耳がちょこんと二つついていた。

「本人が隠しているのをさらすのはマナー違反ですが、事態が事態なので許して下さい。狗巻さんは人と違った耳を気にして、ベレー帽をかぶっていた、そうですね？」

「はい、やっぱり耳にコンプレックスがあったみたいで」

「なんだ、猫さんじゃないのか」と鹿子かのこ木ぎさん。そういう問題ではない。

「狗巻さんはＩＮＵアイエヌユー人と地球人のハーフ、地球人とは少し体質が異なります。とくにＩＮＵの方は地球の犬に近いんですよ。だから玉ねぎは苦手なんです。そういえば彼女はふかひれスープもカニのスープに替えてもらっていました。タケノコやシイタケも、犬が食べると体調を壊す食べ物なんです」

「玉ねぎねえ。体質なら口に入れた瞬間、わかりそうなものだけど」

「体質と好き嫌いはまったく別ですよ。アレルギーとわかっていながら、好きで食べてしまって倒れる人もいるくらいですから。犬や猫にハンバーグをあげないで下さいね。喜んで食べて、中毒になっちゃいますから」

　続いて、「くっだらない！」と芝し蘭らんさんがため息をつく。

「はい。人が苦しむ事件なんて、全部くだらないものですね。ですが――――これで二つの事件が解決したことも事実です」

　くだらなかろうと、私は義務を果たした。

「さて、それでは約束を履行してもらいましょうか。犯人の方は出てきて下さい。章あき夫お殺しの犯人はっ！」

　私は姿勢を正して、静かに呼びかけた。

　みんなの顔に緊張が走る。

「私です」

　しんと静まり返るなか、手をあげたのは、

　この館やかたの主人だった。

　まさか……。章夫の悲鳴が聞こえたとき、私は彼女と一緒にいたのだ。

　いったい、どんなトリックを？

「私が殺人事件の犯人です。正確には、犯人は私のカーディガン、いえ、ガーディアンと言うべきですね。今、犯人をお呼びしましょう」

　東ひがし三さん条じようさんは指を静かに鳴らした。

　どんどんどん。

　すぐにデリカシーのない足音が部屋に近づいてきた。やはり、共謀者がいたのか。

　いや、そんなことより、ここに共謀者が来るということは、何を意味する？

　この人は部屋に集まった私たちを皆殺しにする気か!?

　パニックに陥おちいる部屋のなかで彼女だけが表情を変えなかった。

「そんな！　ちゃんと約束は守ったのに！」

　逃げたいが、足が凍りついて動かない。その間あいだにも足音はどんどん近づいてくる。

　東三条さんだけが冷静に部屋の中央に立っていた。

「ガーディアンよ、ここに！」

　部屋の大扉が乱暴に押し開けられる。

　入ってきたのは、真っ青な鎧よろいを着た、目も口もない大男だった。

　つまり、のっぺらぼうだ。

　異常な光景に私たちは悲鳴をあげるのも忘れて、その化け物に目をやっていた。

　化け物の前に立ちはだかると彼女は、

「我は汝なんじに『Ｋ』を与える」

　と言いながら、背伸びをして男の顔の部分に口づけた。

　その途端、男は縮みながら消失していった。

　その場には水色のカーディガンだけが残っていた。

「東ひがし三さん条じよう家は口く伝でんでこんな力を継承してきました。私の場合はカーディガンをガーディアンに変身させること。私たちは真名のなかに守り神を飼っているんです。おわかりのとおり、山やま崎さき君殺しの犯人はこの東三条ヴィクトリアです」

「カーディガンをガーディアン？　笑えないダジャレだわ」

　芝し蘭らんさんが眉まゆをひそめる。

「そうですね。ダジャレみたいなものです。私はカーディガンという文字をいじることでガーディアンを作ったんです」

　彼女は私が机に置いた犯行声明の余白に文字を書き添えた。



カーディガン→ガーディカン→ガーディＫＡン→Ｋ＋がーでぃＡん→Ｋ＋ガーディアン



「バカにしないでよ！　じゃあ、残った『Ｋ』はどこにいったのよ」

　東三条さんはゆっくりと自分の顔を指差した。

「私のなかです。私の真名、つまり本物の名前はヴィクトリカじゃなくてヴィクトリア。ヴィクトリカはいわば生活のためのかりそめの名前ですね。Ｋは格闘のＫ。ヴィクトリカの名は私が戦闘態勢にあることも意味しています」



ヴィクトリＡ＋Ｋ→ヴィクトリＫＡ→ヴィクトリカ



　そういえば東三条さんはアナグラムが得意だと鈴すず蘭らん台だい先生が言っていたが、そりゃ得意にもなるはずだ。

　でも、種が明かされてもわからないものがある。

「どうして章あき夫おを殺したんですか？」

「みなさんを守るためでした……」の一言から始まる動機はあまりにばかばかしくて、死という事実だけが場をわきまえない珍客のように浮いていた。

　客人を狙ねらう侵入者から私たちを守ろうと、彼女はカーディガンをガーディアンにして誰だれもいないはずの屋敷を見まわらせていた。

　そこに同じく侵入者はどこだと目を皿にした山崎毅たけしになった章夫がやってくる。

　彼らはお互いを犯人だとみなしただろう。誤解は章夫が死体になるまで続いた。

　章夫の死を知った彼女は自首するかどうかの選択を迫られた。

　だが、へるふぁいあちゃんと狗いぬ巻まきさんの事件の犯人が残っていたとしたら、自分の手の内を教えることはこの場の全員を危険にさらすことにつながる。

　彼女は脅おどしを入れた挑戦状で探偵を求めなければならなかった。

　ほんとはちょっとしたアクシデントが続いただけだった。

　でも、その誤解が章あき夫おの死を招いてしまった。

「ごめんなさい……足利あしかがさん、ごめんなさい！」

　東ひがし三さん条じようさんは私の前で泣き崩れる。

「いいんです。そんなことをしても章夫は戻ってこないんですから。それに、これは……」

　フィクションでしょうから。

「え？」

「いえ、なんでもありません。これで事件は終わりました」

　けれど、実はそんなことはなくて、真犯人はずっと私たちを笑っていたのだ。



　力なく自室に戻ると、一枚のメモが机に置いてあった。

　おかしい。東三条さんの挑戦状は持っていったはず。

　目を通してすぐに彼女のものじゃないとわかった。彼女がこんな悪意に満ちた文章を書くわけがない。



足利アキラ様

　事件解決お疲れ様でした。これからもフィクションの世界を提供することになると思います。今後ともご協力下さい。

カレラ　拝



　私は悔しくて歯を食いしばる。こいつのせいで、章夫は二回も殺されたのだ。

　どんなにこの世が現実離れしていようとも、ガーディアンを名前に隠すなんてできない。

『彼ら』が東三条さんの現実をゆがめたのだ。

　三人のどたどたという足音が聞こえる。三さん奇き人じんの面々だ。手には私と同じ紙切れが握られている。

「『彼ら』め、やってくれるじゃない。次こそ、潰つぶして、突つついてやるんだから！」

　芝し蘭らんさんは激げつ昂こうして。

「言わずもがなだよ。僕らに喧けん嘩かを売ることがどういうことか知ってもらう」

　甘南備かんなび君は笑いながら。

「ほら、絵を描いてきたよ。とっとと、この面白くもない世界から飛び出ようじゃないか」

　鹿子かのこ木ぎさんは憮ぶ然ぜんと。

　部屋の机には、鹿子木さんの描いたガーディアンの肖像画と、芝蘭さんの台本が並べてある。

　あとは甘南備君の完かん璧ぺきな演技が目の前で行われるのを待つだけだ。

　こんなことはもう終わりにしてやる。

『彼ら』を絶対捕まえてやる。

　けど、『彼ら』はいったい何者なんだろう？

『彼ら』が手玉にとっているのは十じつ哲てつの面々だ。並の人間にできることではない。

　いや、人をフィクションに迷いこませるなんて、普通の人間にできるわけがない。

　案外、『彼ら』は私たちの近くにいるのかもしれない。

　なんてね。

「あれ、そういえば、恥ずかしい質問をまだしてないわよ？」

「内線で、卑ひ猥わいないた電してきただろ！」

　演技の最後に甘南備かんなび君がこの世界を否定する。

「これは演技フイクシヨンです。実在の人物・団体とは一切関係ありません」

　そして、私たちは次の世界へ飛ぶ。



    

  
    
      
その３　第９回　ほんもの消滅事件



　この目玉焼きを見るのが何度目かとカウントして、何度やっても九回目だとわかったときの私の気持ちはなかなか理解していただけないと思う。

　もう、奇声をあげて自分の部屋のベッドに飛びこんでやろうか、そしたら楽になれるか……なんて考えてたところに、父がトイレに入る音。

　もう、いい。トイレを待つ気にもならないし、とっとと家を出よう。生活のリズムはあまり崩すべきではないのだが。

「いってきま～す」

　いつもより三割くらいゆるい声で私は家を飛び出す。学園西町の画かく一いつ的てきな住宅街は、今日も保護色のトカゲなみに見分けがつきにくい。一本筋を間違えれば、すぐに現在位置がわからなくなる。迷うかどうかの瀬戸際でバス停に着いた。

　ここから現実行きのバスが出ていたらいいのに。

　たとえびっくりするほど運賃の高いバスでも、構わず乗ってやる。

　すでに八回、私たちは『彼ら』と戦ってきた。『彼ら』の挑戦を受け、事件を解いた。けれど、章あき夫おは一度も助からなかった。

　たとえ謎なぞをクリアしたからといって、私にとってみれば八戦八敗だ。

　ダメだ、心を強く持て。これでも私たちは解決に向かって、進んでいるのだ。

「そうそう、そうだよね」

　いきなり甘南備かんなび君が横から顔を出してきて、私は「わっ」と声をあげる。

「甘南備君ってバス通学なの？」

「ううん、やまびこ南からニセチカ通学」

　やまびこ南は学園の最寄り駅の御お伽とぎ坂ざか学園前駅（私たちは学園前と呼ぶ）の二つ西の駅。

　つまり、甘南備君はわざわざ学園前からバスでここまで来たのか。ご苦労様。

　ちなみにニセチカというのは、偽物地下鉄の略だ。

　うみねこ市の地下鉄はやまびこ市の乗り入れ区間に入ると、ずっと地上と高架しか走らない。そのため、やまびこ市民はニセチカと言う。運賃は高いが、貴重な市民の足。父もバスで駅前まで出て、ニセチカで隣の港町のうみねこ市に通勤している。

「なんとなく別ルートにしてみたよ。九回も同じ日をやったら飽きるしね。本家の周参見すさみちゃんが出演してるドラマも、セリフまで覚えちゃったよ」

「あ～、十時からやってる『はにゃはにゃ般はん若にやさん』だっけ。子供がピンチのときに、般若のお面をつけた周参見ちゃんが登場して、悪をやっつけるんだよね」

「とくに、あのセリフがいいよね。『わたし、お兄ちゃんとなら……いいよ』」

「そんなドラマじゃない！」

　自分の名前にするくらい好きなのはわかったが、小学生の女優に対して屈折しすぎだ。

　本日六月十八日は梅つ雨ゆの中休み。蒸す上に死ぬほど暑い。

　けれど、普通はそれでも耐えられるのだ。一回六月十八日を過ごせば一年間は来ないのだから。正直、何度もループすることによる最悪度は半はん端ぱではない。ただでさえ、六月にはろくな思い出がないのに。

「ところで、何が『そうだよね』なんですか。私、何も言ってませんけど」

「『諦あきらめるな、私たちは前に向かって進んでるんだ』なんてことを考えてるよね？」

　そんなバカな。読まれている。上司の久く我が原はらさんではあるまいし。

「アキラちゃん、顔に出すぎだよ。かわいいな～。アキラちゃんの考えてることくらい、すぐわかるよ。僕らも似たような思いでいるからね」

「つまり、このまま続けていけばなんとかなりそうってことですか？」

　私は「うん」と答えてくれと念じながら聞いた。

「うん」

　やった！

「『彼ら』は明らかに詰まってきてる。ここ数回のことを思い出してもわかるよね」

　確かに、それは実感としてある。

　最初のうちと比べると、ここ数回はフィクションの水準が低い。

　八回目なんか、学校に住みついている幽霊が実体化して、転入生としてやってきただけだった。それで、透明な時期が長くて交通ルールに疎うとい転入生を守ると言って、章あき夫おが毅たけしになって下校に付き添っていたら、車に轢ひかれて死んだ。

　七回目も二年生のマジシャンが物理的に不可能なトリックを作って、とにかくいろいろあって、毅になった章夫が死んだ。

　スケールという基準で考えれば、花か笛ふえちゃんや豪ごう練れん館かんの事件にはかなわない。

「どうやらフィクションを作るには、現実を突き抜けるだけの能力がいるみたいだね。花笛ちゃんのときも、ヴィクトリカちゃんのときも常識を打ち破ってた」

　そこまではわかるが、それがどういう結論に至るのか読めない。

「そんな力があるとすれば、まさしく十じつ哲てつなんだよね。だから、最初は十哲をネタにしてフィクションをやってた。なのに、だんだんとそれが適当になってきた。幽霊転入生なんてありきたりすぎて芝し蘭らんちゃんの小説の題材にも使えないよ。さて、これが何を意味するか？　中学時代、クイズ研究会だったアキラちゃん、どうぞ！」

「暑くて、頭がまわんない」

「ちょっとは考えてよ……。つまり、そろそろフィクションはおしまいなんだよ。もって、数回ってところかな。いつのまにかフツーな日常が来て、それで終わり。現実がフィクションに追いついてしまうのさ」

「現実がフィクションに追いつく……？」

　なんか観念的だけど気味の悪い言葉だ。

「人が月に行ったことを考えてみなよ。あれも最初は夢物語だった。あるいはゲームと現実の区別がつかなくなるなんて言われてた時代を考えてみなよ。現代はパソコンからの投機で億万長者になる人もいれば、破産する人もいる。コンピューターで数字を動かすだけで人生が決まっちゃう。夢や妄想はいつか現実と同化してしまうんだ。これを『フィクションの終しゆう焉えん』って言ったら何かかっこよくない？」

「いえ、それほどでも」

　甘南備かんなび君はいささか残念そうな顔になる。

「アキラちゃん、僕には本当に厳しいね――――興奮してしまいそうだよ」

「芝蘭さんに教育されちゃってる!?」

「とにかく、『彼ら』のガス欠は近い。こんなに回数を重ねたことも、人死にが出るほど大がかりだったこともないけど、今までみたいな終了のサインは出てる。このフィクションもいずれ現実になる」

　つまり、フィクションから現実に戻れるってことか。それなら、万ばん々ばん歳ざい……え？

「それって、現実が今までのフィクションみたいになるということだよね」

「うん」

　現実でも同じように章あき夫おが死ぬ？

　そんな不吉な思考を打ち切るようにバスが来た。

「一緒に登校しよう。ほら、美しい女子は痴漢とか誘拐とか怖いでしょ」

「むしろ、甘南備かんなび君が痴漢しないで下さいね」

「大丈夫さ。目で犯す……いや、見つめるだけでじゅうぶんだから」

　そんなバカらしいやりとりをしてバスに乗る。ちょっとだけアクセントのある日常――のはずが、事情が変わった。

　車内に入った途端、気分が悪くなり、足がふらついた。

　ゆらり、ゆらゆらり。

　バスが揺れている――わけがない。

　揺れているのは私のほうだ。

「だ、大丈夫!?」と遠くから甘南備君の声がした。

　ああ、六月の暑い日、車のにおい、甘南備君の使った誘拐という言葉、いろんなものが偶然揃そろったせいだ。専門用語としては誤用だろうが、一種のフラッシュバック。

　小学生の頃ころ、私は知らない男の人に車でさらわれかけたことがある。







　現場は家の近所の何の変哲もない公園。

　私は章夫と砂場でトンネルを掘っていた。本当はままごとをしていたのに、途中で章夫が投げ出したのだ。

　六月だというのに、私は母から持たされた日射病よけの麦むぎ藁わら帽子をかぶっていた。

「秘密基地を作るんだ。ここに、こう穴をあけて……」

「男の子ってヒーローが好きだよねえ」

　章夫は幼稚園の頃からあるヒーローに憧あこがれていた。ライダーブラッドという特撮物。主人公の山やま崎さき毅たけしは華麗にサイボーグの体に変身して悪を討つ。同姓の山崎章夫少年は山崎毅から夢を与えられたわけだ。

　そこに風がびゅうっと吹いた。私の麦藁帽子が道路のほうに飛んでいく。

「待ってよ」と私はそれを追いかけていく。

　すると、体がいつのまにか大きな影に包まれていた。

　その影の人はすっと私を持ち上げ、停とめていた車のなかに押しこもうとした。

「やめて！」と抵抗するが、力でかなうはずもない。

「アキラ！」

　すぐに章あき夫おも異常に気づく。どれだけ心配してくれているかは、その名前を呼んでくれただけで、はかり知ることができた。

　だが、章夫はそこから一歩も動くことができない。

　仕方ない。私も逆の立場なら怖くて動けない。

「何やってるんだ！　俺おれは……」

　章夫は自分を叱しつ咤たする。助けに行かなくてどうする。早くしろ。そんな声が頭にうずまいているのがよくわかる。

　けれど、理想と現実は違う。

　私たちはただの小学校低学年で、大人おとな一人をやっつける力もないのだ。

　これを臆おく病びようというなら、私が章夫の弁護をしてやる。勇気と無謀は違う、と。

　しかし、そのときの私にそんな余裕があるはずもない。ひたすらに悲鳴をあげ続ける。

　ほんの数秒間のその声が章夫には一時間もの長さに感じられただろう。

　章夫は唇を噛かむ。じわりと血がにじむ。そうでもして耐えるしかないのだ。

　このまま車は去り、後にはおそらくひどいトラウマを縫いつけられた章夫が残される。

　私は、運がよければ生きて返るし、運が悪ければ用水路にでも浮いているのだろう。

　それで不幸な事件は終わる。

　でも、章夫はじっとしていられるほど賢くはなかった。

「俺はアキラを守るからな！」

　章夫はままごとの小道具からとっさにひとつの武器をとる。いや、武器なわけがない。

　それはただのビニール傘。夕立が怖いからと母に渡された安物の傘。

　その傘を取り、次に私の父の古いメガネをかける。

　度が合うわけないから、章夫の視界は無茶苦茶だろう。

　それが狙ねらいだった。

「怖かったら見なけりゃいいんだよ！」

　章夫は車に突っこむ。男に傘で殴りかかる。

　だが、そんなものは子供の一撃だ。突き飛ばされておしまいだ。

　それなのに、非力なはずの傘の一撃に男は顔をしかめる。

　それはただの章夫とは違っていた。

　心なしか背も高くなっているように見えた。

　何度も傘を食らうと、男はひるんで私をつかむ手を放す。

　男は座席に乗りこむと、急いで車を出して走り去っていった。

「ケガないか、アキラ？」

「章夫、ありがとう！」

「今の俺は章夫じゃないぞ」

　サイズも度数もでたらめなメガネをかけた章あき夫おは得意げに言った。

「山やま崎さき毅たけしだ」

　それが山崎毅誕生の瞬間だった。

　章夫を少しずつ強くかっこよくした理想の男の子。

　原理はわからない。わかってたまるかとも思う。

　章夫はヒーローになろうとして、本当にその力を得たのだ。

　章夫は天才ではない。才能もない。

　けれど、最高の凡人かもしれない。

　日本一平凡なヒーロー。

　それ以来、山崎章夫は確かに平和を守ってきたのだ。どんなに些さ細さいなこととはいえ。







「顔色悪いけど、何かあった？」

「ううん、もうなおったから。ちょっと低血圧でね」

　甘南備かんなび君にはほどよい笑顔で無事をアピールした。

　正直、それは最低な記憶だ。しかし、大切な記憶でもあった。

　初めて人に助けてもらった記憶。

　だから、私は学園に入って『当局』を志望したのだ。

　いつか、自分も人を守れる人間になりたいと願って。

　それが命の恩人さえ救えないでいる。



　バスは学園にのぼる坂の下で私たちを降ろした。

「あ～、あづい……。あのバス、冷房弱くないかい？　あと三度は下げてくれないと」

　甘南備君は車内でもずっと汗をかいていた。暑がりにもほどがある。

「温暖化の原因になるし、これでムリならプラネットアースのために死んで下さい。シロクマだって頑張ってるんだよ」

「アキラちゃん、その突き放した態度がいいよ。そそるよ。もっと突き放してほしいけどタイムアップだね。用事があるんだよね～。それじゃ」

「じゃあ、わざわざ励ましに来てくれたの？　ごめん……」

「ははは、美しい女子とフラグを立てるためなら、これくらい朝飯前さ」

　なんだ、フラグって。

　そして、汗ダクのまま坂を駆け上がる甘南備君。けっこう根性ある。



　校門の前で章あき夫おは今日も『彼ら』の監視を続けている。

「おはよ！　章夫。元気？」

「ああ。今日も御お伽とぎ坂ざか学園の平和は滞とどこおりなく守られてるぜ」

　胸を張る章夫。章夫にとっても、毅たけしになれることは誇りなのだろう。

「ねえ、章夫。毅になった日のこと覚えてる？」

「当然だ。アキラがさらわれかけた日、俺おれが世界を守れるようになった日だ」

　胸が苦しくなった。

　章夫はどうしようもなく善人だ。

　殺されるような人間ではない。

『彼ら』よ、もうやめてくれ。章夫は何もできない。ほうっておいても大丈夫だ。

「ほら、用がないなら教室に行け。世界は俺が守る。ザ・ワールド・イズ・ミーだからな！」

　涙をこらえて、九回目の日常を繰り返しに教室に向かった。



　指揮の練習をしている花か笛ふえちゃんとあいさつをかわし、憂ゆう鬱うつな気分で席につく。

　なんとなく予習用にノートをひらいていると、「ねえねえ、アキラ～」と声をかけてくるのがいる。これまでの八回のパターンと違うな。

「なんだ、普通の人代表のミル子こか」

「さらりとムカつくこと言うな」とミル子はビニールに入っている鈍どん器きを振って私の頭を叩たたく。凶器はもちろん五百ミリリットルの牛乳パックだ。今日の銘めい柄がらは何だとビニールの透けてる場所から読み取ったところ、『十と勝かち貴族』とある。

　言わずもがな、昼食の飲み物が毎日ミルクだからミル子。たまにヤクルタとかピラクルのときもあるが、ミル子が乳製品を外すことはない。

「何の用？　新しいチーズの宣伝？」

「違うって。ワカサのこと」

「若狭わかさ？　福井県がどうしたの？　原発問題？」と尋ねそうになったが、少し遅れて正しい変換候補が出た。若桜わかさ。河かわ原はら若桜。ミル子と同じくクラスメイトだ。

「ほら、見て。気持ち悪いくらいキレイになってない？」

「へえ、どれどれ……」

　私はごくりと唾つばを飲んだ。

　ミル子が指差した先には、たいへん無礼ながら別人かと見まがうほどの河原さんが座っていた。クラスで一番とかそんな相対的基準が意味をなさない美び貌ぼうだ。美しいことが罪なら、親しん戚せきまとめて全員死刑になることだろう。

「――いや、本当に別人なんじゃないの？」

　簡単に言うとこういうことだ。

　イメチェンで身長が十五センチ伸びることはない。

　河かわ原はら若桜わかささんはいわゆる普通の人だった。身長もスタイルも標準的だったし、容姿もあんなモデルレベルではない。成績もそこそこ。友達付き合いもほどほど。唯一変わっているところといえば、下の名前が若桜というしゃれたものということくらいか。

　その河原若桜さんが、身長百七十五センチで、くびれた腰のモデル体型、口紅も夏の新色を颯さつ爽そうとつけて、嫌味にならない程度に洗練されたワンピースでびしっと決めて、とにかくものすごくかっこよくなっているなんて信じられるか？

　ここでワンピースということが重要だ。彼女は制服組を離脱した。

　この学園において、私服とは激しい自己主張を意味する。

　つまり、自分は特別だ、ゴシックファッションの芝し蘭らんさんや猫Ｔシャツの鹿子かのこ木ぎさんの側がわにいるのよと言っているわけだ。いや、その二例はちょっと違う気もするが。

「ちょっと待って、若桜、超かっこよくない？　マジで？　どこの店でカットしてもらったの？」「ヤバクない？　激ヤバだって。カワイーカワイー！」「なあ、あれ、河原だよな？　俺おれ、告こくろうかな」「その前にオレが百回告るわ」「じゃあ、おれは千回」

　教室じゅう、黄色い声赤い声黒い声、あらゆる声が河原さんを取り巻いた。

　クラスに吹き荒れる河原若桜旋風。

「ちなみにアイドル史が専門のミル子こさんはどうお考えに？」

　ミル子は普通の人だが、普通のことには詳しいのだ。

「やはり顔ですね。若手アイドルの美び女じよ原はら萌もえ実みのようです。じっくり見ると往年の名女優高たか塚つか良りよう子こも彷ほう彿ふつとさせますね。あのワンピースも渋谷プリュールの最新モデルですよ。私たち制服組に喧けん嘩かを売っているのでしょうか？」

　ミル子は汚けがらわしいものを見るような目で自分の制服を見た。

「喧嘩を売ってるつもりもないと思うよ。貴族様は下げ賤せんの者なんて顧かえりみない」

「切ない世の中ですなあ」

「そうですなあ」

「切ない世の中ですなあ！」

　どうやら冗談で言っているうちに本当にうらやましくなってきたらしい。

「ミル子様だって国に税金払ってるんだぞ！」

　普通の人代表の声が普通程度に響いた。



　摩ま訶か不ふ思し議ぎな話だが、顔が変わるくらい、人が死ぬのと比べればたいしたことではない。

　ミル子との話は、それでおひらき。頭を『彼ら』にシフトしろ。

　そこに、今度は花か笛ふえちゃんが話しかけてきた。

「ねえねえ、アーちゃん。……すごく怖いものを見たんだ♪」

「怖いもの？」

　花か笛ふえちゃんのヘッドフォンからはホラー系のＢＧＭが音漏れしている。

「夕方に第三保健室の横を歩いてたら、偶然見えたんだ……♪」

「ああ、あれでしょ？　『第三保健室の女の子』の話でしょ？」

　暗くなってから第三保健室をのぞくと、なぜか幼い少女が立っているのが見える。小学生がそんな時間に学園にいるわけがないのに……。最近、割と流は行やっている怪談だ。

　目撃者の証言によると、その少女は人でないような妖しさや美しさを持っていて、とてもじっと見ていられないらしい。そのため、確かめることもせずに逃げ出したというオチで終わるのが常だ。そのへん、いかにもマユツバくさい。

　しかし、花笛ちゃんの話は、違うものだった。

「ううん、それじゃない。保健室の中に……血だらけの河かわ原はらさんが……♪」

『彼ら』仕様の頭が過敏に反応する。

「どういうこと？　河原さんならいるよ？」

「違うよ。なんて言えばいいのかな……前の河原さん？　ほら、河原さんてさ、ロック音楽が好きだったよね。そんなお話をたくさんしてくれたから、印象にも残ってて……たぶん本人だったと思うんだ♪」

　なるほど。河原さんは一部のロックに詳しくて、インディーズまで熟知していた。好きなバンドのことを花笛ちゃんに語ることも多かった。単なる人違いで済ますには、花笛ちゃんは河原さんの顔を知りすぎている。

「しかもね、河原さんの体はいくつも切れ目がついててね、バラバラでね、血がたくさんドファソラって出ててね……。ううん、でも暗かったし、保健室の扉の隙すき間まからシレレソって見ただけだから、やっぱり見間違いかもしレミファソラシド♪」

「花笛ちゃん、落ち着いて！　会話に音階が混じってきてるよ！」

　しかも、手は指揮者っぽく四拍子を振っているし！

「……あ、ごめんね。思い出したら怖くなっちゃってさ。ボクもびっくりしたよ。スタッカート五連発、ううん、スタッカーティッシモって感じだったよ♪」

「ありがと、花笛ちゃん。『当局』でも、できるだけ調べてみるよ」

　もしも、本当に河原さんの体がバラバラだったなら、それは血だらけも何も、河原さんの死体だ。

　謎なぞの少女の怪談と、河原さんの死体の目撃場所が同じ第三保健室。『彼ら』に振り回された私には、とても偶然とは思えない。

　これは『当局』の仕事というより、三さん奇き人じんたちと私の仕事になりそうだ。



　とりあえず、放課後、三奇人に芝し蘭らん庵あんに集まってもらった――――はずなのだが。

「どうして、鵺ぬえ子こが来てないのよ」

「なんでも、鹿子かのこ木ぎさんは『朝食のゆでたまごの殻がうまくむけなかったので、不愉快なので帰る』のだそうです。あと、『バカな『彼ら』との遊びには付き合わない。猫さんと戯たわむれていたほうがはるかに有益だ』とおっしゃっていました」

「……今度、あいつの絵の目玉のところに画が鋲びよう刺しとくわ」

　いっそ、本当にやってしまって下さい。協調性がなさすぎる。

　出席した二人の見解は以下のとおり。

　天てんノの下した「河かわ原はらって子の死体か。それは気になるわね。怪しいものは何だって試したほうがいいわ。アタシはやるわよ。けほけほっ。もう、締め切り迫ってて寝不足っていうか！　これ以上発育が悪くなったら訴えてやるんだから。だいたい――」以下略。

　甘南備かんなび「ホラーとか人間の本能に訴えかけるのはよくないと思うんだよね。うん、そういう危ないのはよくないと思うよ、うん、うん。あ、別に怖いわけじゃないからね。顔が悪くて性格もチキンかよ、最悪とか思わないでね、うん、怖いわけじゃないよ、怖いように見えるのもまあ演技だからね、演技だってこと忘れないでね、うん」

「ったく、舞台バカ、何ひよってるの！　意い気く地じのない人間なんて生きてる価値もないわそれとも自分が虫だと認めたのかしらそこに寝転びなさい踏んであげるわすりつぶすように踏んであげるわ体中にアザのキスマークができるくらい踏んであげるわ！」

「うわ、本当に踏むの？　痛い、痛いって！　暴行罪レベルだから！」

「あ～あ、汚お物ぶつ踏んだせいで靴下汚れちゃった～。もう、アタシの靴下、食べなさいよ。ほら、口あけろ。ちゃんと噛かむのよ。どうした、お前の大好きな女の子の靴下だぞ！」

「アキラちゃんも傍観者になってないで止めてよ！　あっ、今ちょっと気持ちよか……痛い、痛い！」

　サディストに後輩がいじめられているが、怖いのでノータッチで。

「落ち着いて聞いてよ！　第三保健室って、あの田た島じま先生の管かん轄かつだよ？　余計なこと聞いたらしばかれるよ！」

　すでにしばかれている甘南備君が正論を言った。

　そうなのだ。保健室の先生は十じつ哲てつNo.９、【医・徳・体・礼】の田島三さん省せい。

　これが、私が黒に近いと感じた理由でもある。

『彼ら』は劣化する世界で十哲を使い、最後の大花火をあげるつもりでは？

　田島先生は二十五歳、独身、女医（医師免許有り）。巨乳。

　だが、白衣は着ていない。いつもは松まつ尾お芭ば蕉しようみたいなこげ茶色の着物に眼鏡の格好。

　そのわけは、先生の学問の系譜にある。

　江戸時代、九州の内陸部の小藩の藩医および儒者に井いの上うえ硯けん崖がいという人がいた。その人の弟子が厨くりや川がわ湛たん洞とう、その弟子が安あん西ざい天てん白ぱく、以下福ふく住ずみ道どう卓たく、延のぶ原はら春しゆん雪せつ、丹たん波ば琴きん翔しよう、矢や口ぐち怜れい啓けいとずっと続いて矢や口ぐち怜れい啓けいの弟子が田た島じま三さん省せいなのだ。

　つまり先生は東洋医学の医者であると同時に儒学の先生でもあるわけだ。

　ただし西洋医学を理解していないわけではない。先生はちゃんと医学部を卒業しているし、健康診断の日はＰＴＡから苦情があったのか白衣だって着る。

　その日だけは田島先生はあまりに女医女医しいので、男子がそうっとデジカメで撮影して問題になったことがある。その男子は宙を舞った。先生は黒帯で五段。

　儒学の方面では、南館の第二保健室は「三さん省せい洞どう」と号され、陽明学の塾として開校されている。去年には三省洞陽明学辞典が作られたほどだ。

　陽明学は儒学のなかの朱しゆ子し学がくの一派でやたらと知ち行こう合ごう一いつ、つまり実践を重んじる。そのあたり、実践してなんぼの医者には確かに向いているのだろう。

　私は受けたことはないが、週に三回、陽明学の講義も行われている。

　大半は「こんなこともわからぬのか、馬ば鹿か者もの！」と罵ののしられたい不純な動機（むしろ純粋なのか？）のファンだが。

　そのせいもあってか、学園には「文質彬彬」とか「無為之治」とか謎なぞの言葉がいたるところに貼はってある。彬彬ってどう読むんだ？

　学園長など偉い人たちにもファンが多いのだろう。保健室を三つも持っているのもたぶんそのせいだ。その学園長自身は存在も怪しいくらいだが。

　学園長は本当に実在するのだろうか。なかには、学園長スーパーコンピューター説を唱える人もいるほどだ。

　閑話休題。

　この学校の保健室は、保健室業務をこなす第一保健室、塾扱いの第二保健室、手術など特別な場合にのみ使う第三保健室に分かれている（一文で五回も「保健室」という単語を出したのは生まれて初めてだ）。

　それで肝心の第三保健室だが、盲もう腸ちようになった生徒の治療で使われた以外、話を聞かない。緊急時の手術用で、基本的に開かずの間というわけだ。まして生徒が入りこんで何かをするということもない。

　もし、死体を隠すとしたら都合がいい。

　そこまでの想像は芝し蘭らんさんも甘南備かんなび君もできたらしい。しかし――――

「あのさあ……先に河かわ原はら若桜わかささんを調べてくれない？　ほんとに整形してるのかもしれないし。それに眠いし。今やってる『ついてる～ツインテール女装少年～』って小説書き終わったら、仮眠したいし……」

　芝蘭さんまで田島先生の名前を聞くと、いきなり腰が引けだした。

「別にいいですけど。しかし、そんなタイトルの小説まで書いてたんですか？」

「やっぱり別名義のほうがよかったかしら……。つちかったイメージが……。とにかく、慎重にいきましょ。田た島じま先生はなかなかの堅物だから」

　そうなのだ、先生は徳治の人だが、おこりんぼうさんでもあるのだ。

　チョークのかわりに硯すずりを投げて素行不良の生徒をノックアウトしたとか、彼女が通勤する時間帯は車内の痴漢が撲滅されるとか、その手の逸話が二、三ある。

　さっきも言ったが五段なのだ。五段はすごい。少なくとも四段より強い。

「ですよね。もしも、死体を隠していらっしゃいますかなんて聞いたら……」

「ナチスの強制収容所では正直者から順に殺されたというわ」

　芝し蘭らんさんはとんでもないたとえを持ち出してきた。

「アタシが死ぬときは肺病なの！　大だい喀かつ血けつするまでは死なないんだから！　あ、でも、死んで未完の大作というのもかっこいいかも」

「自分の死まで宣伝にしないで下さい」

「とにかく資料が少なすぎるわ。ここは森もり本もとさんを使いましょう」

「というと？」

「足利あしかがさんが知ってるレベルの噂うわさを【総支配人】の彼女が調べてないわけないし。キャンデーでもなめながら、データを整理してるんじゃない？」

　もっともな話だ。ここは局長に頼るにこしたことはない。

「あのさ、そろそろ踏むのやめてくれない……？」

　足元のほうから甘南備かんなび君のかすれた声がした。



「《問い》『三号雑誌』という言葉の意味を答えなさい」

　傾向変えてきたな。

「ええと、三号くらいで廃刊になりそうな雑誌のことですか？」

　どうやら正解だったらしく、引戸があいた。

　局長の問題はあらゆるジャンルからランダムで出題されるので困る。

「局長がクイズ好きなのはわかりましたから、合言葉とかにしませんか？」

「私が好きなのふぁお菓子でふほ」と、局長は満月ポムをバリバリ食べていた。

「一ついただいてよろしいですか」

「どうほ」

「あの、河かわ原はら若桜わかささんについて伺うかがいたいんですが――――」

「はひ、こへでふ」

　満月ポムの包みを持ってないほうの手ですぐに個人情報の書類が渡された。

　本当に用意周到な人だ。

「親おや御ごさんにもそうっと確認とったんでふがね」

「先にお菓子飲みこんで下さい」

「確認をとったんですがね、立居振舞から言動まで完かん璧ぺきに本人だそうですよ。偽者だとしたらたいしたものですね。河かわ原はらさんには悪いですが、普通な人の特徴を真ま似ねするというのはかえって難しいんですよ。目立つところがありませんから」

　その意見は目から鱗うろこだった。普通なほど難しい。しかも親の目を騙だますなら余計だ。

「私の真似ならお菓子食べて丁寧語でしゃべっていればいいだけですからね」

「局長はチビだから難しいですよ」

「足利あしかがさん、言うようになりましたね」

　いけない。敵にまわしてしまった……。

　最初のフィクションで偶然知ったのだけど、局長は不気味な野望を持っている。ほかの十じつ哲てつたちの思惑は知らないが、おそらく一番裏が怖いのが局長だ。

「あ～、あと、第三保健室で何か噂うわさとかありませんか」

　また満月ポムの袋と違うほうの手で書類を渡された。タイトルに『第三保健室怪談記録』とある。

「たいした資料ではありませんが。ほんとなら、十哲の動向はとくに重点的に見ないといけないんですが、田た島じま先生は教職員ですから、なかなか突っこんだ調査ができません。実のところ、山やま崎さきさんの次に扱いづらい十哲です。揺るがない信念の持ち主は操縦しづらい」

　さすがの局長も先生のことは怖いらしい。

「では、河原さんのことを調べてもらえますか？　なんだか乗り気のようですし」

「はい。やれるだけのことは」

　どうせ、やらないといけないことだ。ちょうどいい。

　私はもう一枚、満月ポムをとって部屋を出た。



「あのさあ、河原さんの誕生日って何日だっけ？」

「九月の十四日だけど。どしたの、急に？」

「あ、そうだよね。あとさ、河原さんってケルベロス好きだったよね。これ、インディーズ時代のデモテープ」

「え、ウソ、マジ！　貸してくれるの？　ありがと、足利さん！　あなた神だわ！」

「ははは、ケルベロシストは仲良くしないとね。ミサーに負けないように」

　いくつか試してみたが、調査書どおりの反応が返ってきた。

　誕生日とか血液型は一致しているし、ケルベロスのファンというのもそのとおりだ。

　ちなみに、ケルベロスとミサはバンドの名前で、それぞれのファンのことをケルベロシスト、ミサーと呼ぶ。両者の熱狂的なファンは犬猿の仲で、よくネット掲示板がお互いのファンに荒らされたり、現実社会でも髪の引っ張りあいの喧けん嘩かになったりする。

　なお、デモテープはマニアックな中古ＣＤ屋で買った。

　この後、ケルベロスのものすごくマニアックな話をされたが、記憶も知識も河かわ原はら若桜わかさそのものだった。

　次は指紋検査だ。デモテープと一緒に持ってきたケルベロスのＣＤに河原さんの指紋をつけさせた。これを局長のところに持っていけばいい。これが同じならば、信じがたいが、同一人物のイメチェンと言うしかない。

「ねえねえ、今度、ポンパドゥールの復活ライブ行かない？」

　丁重にお断りして局長室に戻った。



「まったふ別人でふね」

　麩ふ菓が子しをほおばりながら、局長は淡々と即答した。

「そもそも、この指紋、人間かどうかも怪しいですよ」

　厄介なことになった。

「河原さんの調査はもういいです。あまり追及すると、証拠を処分されてしまいますし。次は関連する可能性のある田た島じま先生をお願いします」

　げっ！　そっちに来た！

　いや、いずれ探すことになるのだ。遅かれ早かれ。

　まあ、捜査は一任されているし、裁量権を使って、助っ人を呼ばせてもらおう。

　局長室を出ると電話をかけた。

　通話先は芝し蘭らんさん。

「仕方ないわね……ここはアタシが出で張ばってあげるしか……はあ、楽勝よ…………」

　この人、一度ＯＫすると引けないタチだな。

「そのかわり、二の腕、シャーペンで突つつかせてね」

「はいはい」

「あと、恥ずかしい質問もさせてね」



　私は芝蘭さんと三さん省せい洞どうで田島先生の講義を受けることにした。

　まずは先生の人となりを調べる。今回の事件は焦あせってどうにかなるものではないし。事件が表面化していない以上、章あき夫おの妨害もないだろう。

　授業を受けたい旨むねを話すと、田島先生は笑顔で迎えてくれた。

「おお、君たち、小生の講義を受けたいと仰おつしやるか。ふむ、快かい哉さい、快哉。小生の未熟な力ではとても君たちの期待する高論卓説には遠く及ばないが、なんとか粉ふん骨こつ砕さい身しんしてみせるよ。出しゆつ藍らんの誉ほまれとなるよう頑張ってくれたまえ」

　どうして、一言しゃべるだけで四字熟語が二つも入るのか。

　わがままボディで四字熟語というのは違和感がある。しかし、わがままボディって差別発言ではないだろうか。貧乳で性格がわがままな人はどうするのだ。

　畳敷の長机に正座して、話を聞く。受講者の数は三十名ほど。なかなか盛況だ。

「そのようなわけで、実践のともなわない知識を集めることほど空むなしいものはない。世界三大なんたらとか日本三大なんたらとかに神経質になっている人がいるが、そんなものがいったい何になろう。枝葉末節に拘こう泥でいしてしまって、物事の本質から離れるばかりだ。しかのみならず、知識の量を誇る人もいるがいよいよ間違っている。車に詳しいことを鼻にかけている人のところに、私はガンダムが詳しいからこちらのほうが偉いという人が来たらどうだろう。知識で優劣などはかれないのだ。さて、次の章の素読に行こうか」

　たぶん、三大云うん々ぬんの箇所は局長のことだろうな。

「ん？　ちょっとお前、何を書いている。見せなさい」

　先生は中指でメガネを押し上げ、男子生徒のノートをとりあげた。

「なあ、この眼鏡をかけた女の絵は小生か？　返事が聞こえんぞ、どうなんだ！」

「は、そうです……」

「では、どうして小生の着衣が乱れていて、小生が『小生も……お前とならかまわんぞ……』と上うわ目め遣づかいでつぶやいておるのだ？」

「ええと、それは、その……」

「しかも小生は黒くて薄い下着などつけぬし……こ、こんな犬みたいな格好もせん！」



    

  
    
      



    

  
    
      　男子生徒は小学一年生にでもわかるボキャブラリーで、田た島じま先生でエッチな妄想をしていましたと告白した。

　三秒後、彼は顔に墨をぶっかけられて、蹴けりだされた。

「三日間謹慎して人生を見つめなおせ！　反省レポートの題目は『儒教と現代のジェンダー』だ！　作文用紙十枚以上！」

　講義後、芝し蘭らんさんはそのときの華麗なキックを回想して嘆息した。

「あれはプロの技よ。墨で目め潰つぶしを行ったうえで蹴り飛ばした。剣道となぎなたと柔道の有段者なのは知ってたけど、どうしてプロレスまで会え得とくしてるのよ」

「これはホントにばれたら死にますね」

「ええ……。イチヒツ、一撃必殺って感じ」

　壁がなければ十メートルは転がっていったであろう男子生徒を見ながら、私は準Ｂカップの胸をなでおろす。一般人であれならば、ひ弱な芝蘭さんは即死だ。

　しかし、講義で怪しいことはわからずじまい。

「これは第三保健室に忍びこむしかありませんね」

　芝蘭さんは「と、当然よ……望むところよ……」と快かい諾だくしてくれた。



　第三保健室への侵入自体は簡単だった。『当局』は学園全室の合あい鍵かぎを持っている。

　まず窓をあけておく。いざとなったら窓から逃げるためだ。

　日は落ちて薄暗いが、明かりはペンライトだけに。

　第三保健室は手術用のスペースと入院患者用のベッドのスペースに分かれている変な構造の部屋だ。手術台がまず目を引く。

　と、すぐに芝蘭さんは咳せきをしながら不審なものを見つけた。

「これ、血じゃない？」

　見ると手術台の近くに黒いしみが点々と付いていた。血液の可能性が高い。でも……。

「手術室で血なら当たり前なんじゃ？　お腹なかを切る場所なんですから」

「そうね。けどさ、冷蔵庫にまでしみがつくかしら？」

　え！　芝蘭さんのペンライトに冷蔵庫が照らし出される。

　平凡な白い冷蔵庫だ。

　表面に血らしきものがべちゃりと付着していることを除けば。

　悲鳴をあげるのを必死にこらえた。宿直の管理員くらいは校内にいるはずだ。

「だいたい、あの冷蔵庫、何に使うのよ。入院患者用のだったらベッドの横にあるわ。こんなとこでジュース冷やすっていうの？」

「芝蘭さん、落ち着いて下さ――」

　かつーん、かつーんと靴の音がリノリウムの廊下に響いた。

　誰だれ？　管理員さんかな？　いや、その甘い期待は危うすぎる。

　足音はゆっくりながら確実に保健室に近づいてくる。止まる様子はない。

　つまり、部屋の巡回ではないってことだ。

　無言で窓から出た。保健室が一階でよかった。もちろん、脱出経路は想定済みだが。

　一刻も早く離れよう。ここにいたらダメだ。

　なのに、私の袖そでを引く手がある。

「聞き耳立てるわよ」と鼠ねずみのような声で芝し蘭らんさん。「ここまで来たら引けないわ。大丈夫、窓はあいてるし、話を聞くなら今よ。ハードボイルド小説の題材にするし」

　しまった。芝蘭さんはとにかくアグレッシブな性格なのだ……。

「……心配しないで。ここで死んでもアタシの名前に箔はくがつくし」

「こんなときまで名声求めないで！」

　こうなったら、腹をくくってあいている窓からなかを窺うかがうしかない。

　あれ？　…………窓あいてたら、まずくないか？

「あ、閉め忘れてた」

「やばいですよ！　侵入したの丸わかりです！　ここにいたら見つかる！」

「溝に隠れてればいいわ！」

　錆さびた溝の蓋ふたを芝蘭さんは豪快にあける。強烈なにおいの溝に身を隠す。

　案の定、窓が動く音が響いた。銃声と同じくらい緊張する音だ。

「閉め忘れかな」という、か細い女の子の声が聞こえてきた。

　少なくとも、田た島じま先生のものではない。

　しばらく何の音もしなかったので、私たちは息を殺して溝から姿を出した。

　しかし、これで終わったわけじゃない。むしろスタートだ。

　あの声の主は誰だ？　そうっと窓に顔を近づける。

　目に入ったのは学園の生徒にしては幼すぎる女の子。小学生の高学年くらいか。

　私に続いて芝蘭さんも顔をあげて、絶句した。

　噂うわさの謎なぞの保健室の少女そのものだったからだ。

　少女についてあれこれ類推する手間は省はぶけた。

「おお、君か」という田島先生の声がしたからだ。私たちは壁に耳を寄せる。

「窓も部屋もあいていましたよ。無用心です」

「失敬、失敬。ま、誰もこんな辛しん気き臭い部屋に興味などないだろう」

「注意して下さいよ。調べまわっている人もいるようです」

「別に問題ない。冷蔵庫も何もされてないし。戸と締じまりを忘れたな。しかし、かぎまわられているというのは安心立命できんな。悪事千里というが」

「おや、先生は悪事だとお考えですか？」

「小生は仁愛のつもりだ。しかし、世間様からどう見えるかは別だ」

「そんな。少なくとも、僕がこうしていられるのは先生のおかげですよ」

「ありがとう。ただな、見た目ばかり気にしても軽けい佻ちよう浮ふ薄はく、つまり薄っぺらな人間になってしまう。そこのところを彼女は理解しておるのだろうか？」

「それは先生がお美しいからですよ。世の中には見た目で苦しんでいる方がたくさんいるんです。そんな人を助けているんだから、先生は仁の人ですよ」

「それは誉ほめすぎだ。巧こう言げん令れい色しよくのきらいがある。海うみ千せん山やま千せんの三さん百びやく代だい言げんではいかんぞ」

「四字熟語多すぎますよ……。素直に、口がうまいだけじゃダメって言えばいいのに」

「すまんな、反面教師にしてくれ」

　女の子の言葉はどこか奇妙だ。年相応のものじゃない。「お美しい」なんて表現はしないだろうし、まして「仁の人」なんて言葉は知らないだろう。あと、なんで「僕」？

　寒気を覚えながら二人の会話を聞いていた。さらに不気味なのは、少女の顔にデジャヴを見てしまう点だ。こんな少女と知り合ったことなどないはずなのに。

「それで、死体はどこに捨てられたんですか？」

　はっと息をのんだ。

「本人の希望で裏山に捨てた」

　やはり田た島じま先生は、人を殺した？

　どうする？　中に飛びこむべきか？　でも、先生に勝てるとは思えないし――

　ぱらん。

　なんとも間の抜けた音。

　焦あせって溝の鉄板を踏んでしまった……。

「――賊ぞくか！」

　室内の空気が張り詰めたのがわかった。先生の足音がだんだんと大きくなる！

　先生は勢いよく窓をあけ――――

　周囲を入念に見まわして――――

「空耳か」と窓を閉めた。「何もいないようだな」

　上にいた。

　無理やりに壁をよじのぼって視線の上に隠れていた。足は窓のサッシだ。

「これ以上、長居はまずそうですね」

「そうね……。場所を移すわよ。死体の捨てられた裏山に」



　捜索は早朝五時前。

　たかだか標高百メートルの裏山でも日が暮れてから探すには難がある。

　けれど、私は内心一秒でも早く死体を見つけたかった。章あき夫おが異変に気づき、介入してくればまた死が待っている。とくに今回は殺人事件。犯人が明白に存在する。

　実行犯はわからないが、田た島じま先生は本物の河かわ原はら若桜わかさの死体遺い棄きに関与している。詳しい情報を知っている謎なぞの少女。それに、河原若桜を名のる正体不明の人間。最低でも三名の人物が事件に手を染めている。組織的・計画的と言っていいだろう。

『当局』を動かして全員の身柄を拘束したいところだが、いかんせん物的証拠が何もない。証言を得る前に死体をほかの共犯者に隠されたらおしまいだ。

　やはり裏山の死体がなんとしても必要だ。

　朝四時に芝し蘭らんさんと集合した私はあくびをしながら山を登った。

　あくびだけの私はまだいいほうで、

「まじねむ……」

　体力のない芝蘭さんのほうは限界のようだ。

　早くケリをつけないとまずいな。

　雑木林に立ち入った跡を見つけた。すぐ奥に土を掘り返した痕こん跡せきも。

　ここしかないとスコップを突き立てた。

　――――そこに、背後からほかのスコップが襲ってきた。

「危ないっ！」

　とっさに芝蘭さんをかばいながら、避よけた。

　これでも『当局』だ。最低限の実技は上司の久く我が原はらさんからしこまれた。

「大丈夫ですか、芝蘭さん！」

　しかし、現実は残酷だった。

　芝蘭さんは私に押されたせいで、ものすごい勢いで木に激突したのだ。

「な……何するのよ……突つつくわよ……」

　しまった！　芝蘭さんの防御力がゼロなのを忘れていた！　芝し蘭らん庵あんでちょっと押しただけで、壁にぶつかっていたじゃないか。

　いきなり仲間がひとり欠けた……。

　いや、そちらに気を取られる暇はない。

　慌てて振り返ると、薄暗いなかに一人の人物が立っていた。

　髪の長さからして女性だろうが、顔までは暗くてわからない。

　呆ぼう然ぜんと立つ様子は帰り道を忘れた幽鬼のよう。

「来るな！　ここから出て行け！　本当に殺しちゃうよ！」

　女の声だ。向こうも私たちと遭遇して、おっかなびっくりという感じだ。

　ばれていた？

　確かに河原さんや田島先生に急に接近しすぎた。

　墓荒らしは後だ。とにかく、ここから逃げないと。でも、私のそばでは、

「木って冷たいのね……こんなに堅くて、突つつきがいがありそう……」

　芝し蘭らんさんが木に張りついてのびている。こうなれば、こちらも掘り返し用のスコップを武器に戦うしかな――――

　そのとき、草むらから飛び出すものがあった。

　目印は閉じた傘。

　ふっと香るサンブリーズシャンプーのにおい。

　章あき夫おの変身した姿、山やま崎さき毅たけし。

「アキラ！　今、助ける！」

「章夫っ！」

「だから、今は毅って呼べよっ！」

　こんなところまで助けに来てくれたことに私は素直に感動していた。

　だけど、ここに章夫が来てしまったら……やばいんじゃないか？

「この下に河かわ原はらの死体が埋まってるのは知ってたぜ。犯人は犯行現場に戻るんだな」

　犯人は突然の闖ちん入にゆう者しやに完全に動揺している。

「十じつ哲てつの山崎君？　私は犯罪者じゃないわ！　学園の平和なんて何も乱してない！」

　スコップを振り上げる犯人。私でもわかる。

　相手はずぶの素人しろうとだ。大丈夫だ。これなら章夫のままでも勝てる。

「わけは後でゆっくり聞くってことでいいよな」

「や、やめろ……く、来るな！」

　振り回されるスコップ。対するは強化された傘。

「これで来ないバカがいるかよ！」

　章夫がおそいかかる。

　だが、そこで信じられないことが起こった。

　つるっ。

　章夫の足がすべる。

　バランスを崩した頭にスコップが激突し――――突き刺さる。

　決して逃れられない運命のように。

　章夫は無言で頭から倒れた。

　一番驚いたのは犯人だろう。まさか当たるだなんて思ってもみなかった。

　だから、犯人は急いでその場から逃げ出した。

　私も追いかけるつもりなんてない。章夫に駆け寄る。

「章夫！　しっかりして！」

　私は血を流す章夫をかき抱いて泣く。

「おかしいだろ……神様は俺おれに力をくれたはずなんだけど……」

「もう、黙れ！　じっとしてろ！　今すぐ病院に連れていってやるから！」

「くそ……毅たけし的にはやり残したことがたくさんあるんだけどな……」

「頼むから、黙れ！　章あき夫おは助かるんだから！　助からないといけない！」

「あ……………………そうか……」

　章夫は最期の力を振り絞って言った。

「アキラ……俺おれ、大きな……かんちがい……してた……」

　うつろになっていく目にはかすかにやさしさが残っている。

「毅は世界の……平和よりも……ほんとは……アキラの……」

　言葉はそこで途切れた。

　章夫は今際いまわのきわに笑顔を作って、私の名を呼んで、逝いった。

　どうして、いつもいつも『彼ら』は章夫を殺すんだ。そんなに邪魔されるのが嫌か。

『彼ら』め、お前の作ったフィクションをすべてぶっ壊してやる。



　足元を掘ると、もとの河かわ原はらさんのバラバラ死体が出てきた。

　二つ目の死体。これまでで最悪の展開だ。

「足利あしかがさん、『当局』には連絡しなくていい。これは『彼ら』のフィクションだから。顔は見えなかったけど、さっきの女は田た島じまの犬ね。田島とあの小学生ごと、ぶっ潰つぶす！」

　芝し蘭らんさんの眠けはもうすべてこそげ落とされていた。

「フィクションでこんな悲しいことばかり起こしちゃダメなの。すべてのフィクションはエンターテイメントでなければならないんだから！　人を憂ゆう鬱うつにばかりして、そんな話に何の意味があるっていうの？」



　放課後までの時間をこんなに長く感じたのは初めてかもしれない。私たちは第三保健室の横の階段に隠れて、田島先生と謎なぞの少女が来るのを待った。

　手には金属バットと長い鉄パイプ。

　六時三十五分、まずやってきたのは田島先生だ。鍵かぎをあけて、室内に入った。

　そう間あいだをおかず、小さめの足音が室内に入ってくる。あの少女だろう。

　もう一度息を整える。ほどよく心ここ地ちよい緊張感。よし、いける。

　満を持して踏みこんだ。

「田島三さん省せい、殺人と死体遺い棄きに関与した疑いで逮捕しま――――」

　私たちは固まってしまった。

　田島先生はまさにばんざいをさせて少女の服を脱がそうとしているところだった。

　なんともいえない気まずい空気が流れている。

　もしかして田島先生にもう一つ罪を上乗せしないといけないのだろうか。

「ガチロレ……ガチロリでレズなラブ……」と芝し蘭らんさんの四文字語が空むなしく響く。

「き、君たち、何をやってる！」

　先生は聴診器をほっぽりだしてあとずさった。

「それはこっちの台詞せりふです、先生。河かわ原はら若桜わかさと山やま崎さき章あき夫おの殺人罪、および少女にまずいことをした容疑で逮捕します！　幼さゆえの過あやまちは許されても、幼い子への過ちは許されません！」

「河原若桜……君たち、アレを見たのか」

「ええ。あなたがバラバラに切り刻きざんで埋めた死体をね！　【零ぜろ流りゆう小説家】天てんノの下した芝蘭が十じつ哲てつ内の膿うみを排除させてもらうわ。この冷蔵庫にも動かぬ証拠があるんでしょ！」

　芝蘭さんが、がばとあけた冷蔵庫には――――制服を着た学園男子と思われる人間が折りたたまれて入れられていた。

　想像以上にショッキングなものが出てきた。

　先生は連続殺人犯だ。

　いきなりのことに芝蘭さんも腰を抜かしている。

　裏返りそうな高音で「天ノ下さん、落ち着いて！」と声をあげる少女。

「落ち着けるわけないし！　さあ、引導を渡してあげる。あなたも二人がかりに武器付きじゃ辛つらいでしょ。その性根、叩たたきなおしてあ――――げほげほっ……結核……」

「こんなときに肺病設定はやめて下さい！」

　しかし、どうも様子がおかしい。

　芝蘭さんは口を押さえていた右手をそうっと見た。

　手のひらには血がついていた。

「芝蘭さん、本当に肺病持ちだったんで――――」

「やった！　労ろう咳がいよ！　結核よ！　イメージアップよ！」

「こんなときに突っこみどころのある発言はやめて！」

　今、有段者の先生に攻められたら、実質一対一だ。私の金属バットだけじゃ、勝負にならないだろう。くそ、頭のなかでエンドロールが流れてきそうだ。

　だが、先生には戦う意志はないようだった。

「小生は殺人を犯したつもりはない。しかれども、法と争うつもりもない。従しよう容ようと、君たちの秩序に身をゆだねよう」

　え？　殺人ではないとは、どういうことだ？

「みんな、一度黙って！」と少女が叫んだ。「誤解を解くから一分だけ待って！」

　その一言で、ようやく私たちは落ち着きを取り戻す。

　そんな中で、少女はあせあせと学生服の死体に手をつけた。死体を触って何になるんだと思っている間あいだに、少女はずるずると死体に飲みこまれていった。

　死体が女の子を食べてる？　いったい、何が起こっているんだ！

　こんな本格的なホラーに出くわすなんて思っていなかった。芝し蘭らんさんに至っては寒気がするのか、腕をかかえているくらいだ。私も生きた心ここ地ちがしない。

　ちょうど一分ほどして女の子は死体にすっぽり収まった。

「これでいいかな？　やっぱり、スーツは暑いや」

　顔をあげた死体を見て私たちは「あ」と間の抜けた返答をした。

　それはどう見ても甘南備かんなび君の姿だった。

　女の子は甘南備君の皮をかぶった。

　いや甘南備君自体が皮だったのだ。



「演技の天才、甘南備周参見すさみの正体は、さえないメガネの学生ではなくて小学五年生の美少女、正真正銘の大女優、甘南備周参見なんだ。おわかりいただけたかな？」

　おわかりいただけたかと言われても、目の前のさえないメガネの学生の甘南備君と先ほどの女の子を同一人物だと言うのは詐欺だ。

　女優甘南備周参見を名乗る痛い三さん奇き人じんの男子は、本物の女優甘南備周参見だった。

　そりゃ、見たことあると思ったわけだ。

「まあ、なんとなくは。甘南備君、いや甘南備ちゃんかな……ええと周参見ちゃんは、どうして隠れてそんな変装をしてたの？」

「演技のためさ。こうでもしないと――」

「すいません、やっぱりスーツ脱いでもらえますか？　周参見ちゃんって呼び方に違和感あるんで」

「…………わかった、三十秒待って。そういう面食いな態度、嫌いじゃないよ」

　甘南備君から周参見ちゃんに戻った少女は口く調ちようはそのままで続けた。

「結局ね、こうでもしないと演技を貫くことができないと思ったのさ。見た目なんて関係なしに、宇宙のあらゆるものを表現するには、着ぐるみしかなかったんだ」

「そういえば、周参見ちゃんは天罰とか生物ですらないものまで演じてたよね」

「そう、そう。演技は突き詰めると形けい而じ上じよう学がくに行くんだよ。個人を表現して伝えられることには限界があるからね。それなら、現象や概念の演技をしたほうがいい。けどね、僕の体では制約が多くてね……」

「と、言うと？」

「僕はまだ子供だ。『子役』というフィルターを通して見られちゃう。しかも、事実だから隠さないけど、僕は世界三大美少女小学生に入れるくらいの美少女。去年もゲツクの『嗚あ呼あ、高校三年生～俺おれたちラヴしてる、ｋｏｉしてる～』のヒロインをやったしね」

　あれは賛否両論激しいドラマだった。

　ヒロインが現役小学生のため漫画の原作を大幅に変えることになり、原作ファンから大不評を買った一方で、年の差とかマジで関係ないと叫ぶ主人公の生き様がコアな層に絶賛された。「制服着たら高三だから」という台詞せりふは流行語大賞にも選ばれた。

「僕の演技はいつも『美少女の演技』って扱いをされた。演技だけで人を感動させるには、役者の容姿なんておまけなのにさ。だから希代の天才医師、田た島じま三さん省せいにとことんダメで冴さえない、演技に一切の付加価値を添えないスーツを作ってもらったの。さすが天才の作とあって誰だれも気づかなかった。ついでに高校の勉強ができれば、小学校や中学校の勉強しなくていいから一石二鳥だしね。超暑いけど」

　ああ、確かに――――っておかしい。小学生で高校の勉強についていけるのか、この人。彼女のポテンシャルはどうやら演技だけではないらしい。

「ただね、着ぐるみが生身に近すぎると問題点もあってね。傷いたむの早いし。暑くて疲れるし。服脱いでたのも健康診断のせい。アキラちゃんと通学してた途中に、学園に走っていったのも同じ理由。決して禁断の桃色遊戯じゃないよ。やってみたいけど」

　さて、このなかで一人複雑な心境の人がいる。

「つまり、矮わい小しようで惨みじめで思わず踏みたくなる甘南備かんなび周参見すさみという一年男子は偽物で、その正体は神聖にして絶対超不可侵な空気をまとう名女優、甘南備周参見なわけね。ゴミをいじめるのも楽しいけど、聖者を汚けがすのも捨てがたいし……アタシは歓よろこぶべきなの？　哀かなしむべきなの？　いいの？　だめなの？　けほけほけほっ！」

　どうも、Ｓの女王は非常に二律背反な気分に引き裂かれているらしい。

　ちなみにあの喀かつ血けつは田島先生の診断の結果、咳せきのしすぎによるノドの出血とわかった。

「ごめん。周りの人を欺あざむき続けるのも演技の追究だと感じてたんだ。とにかく冷蔵庫の体は死体なんかじゃなくて本物そっくりの材質で作った人形」

「それじゃあ、河かわ原はら若桜わかささんの件も人形が……けど、死体は裏山にあったし……」

　先生は渋しぶ柿がきにあたったような顔をした。

「小生は河原さんの肉体をそっくり模造の肉体に入れ替えたのだ」

「つまり、あの死体は本物の河原さんだと……」

　烏お滸この沙さ汰たと言われても仕方ないが、と前置きして先生は顛てん末まつを語った。

「河原さんは自分の顔にひどい劣等感を抱いていたんだ。小生のところにも幾度も相談に来た。ただ、小生は医師であり儒者だが、かうんせらあではない。面めん貌ぼうばかり取り繕つくろっても仕方ないと説いてみたが、馬耳東風」

　身なりを必要以上に気にしてしまう女子生徒、そんなものは何一つ珍しくない。河原さんはごく自然なコンプレックスで悩んだだけだ。

「そこで彼女に別の体を用意するならばどうかと提案したのだよ。眉び目もく秀しゆう麗れいな体なら悩まずに学問に刻こつ苦く勉べん励れいできるかとね」

　ただし、その悩みに応こたえた人間に誠意と才能がありすぎた。

「最初は甘南備かんなび君のようにかぶりものを提案した。だが、彼女は肉体そのものが変わらねば無意味だと言うのだ。だから――」

　先生は切なげに首を横に振った。

「小生は河かわ原はらさんの了承を得ると、作っておいた体に彼女の中身をすっかり移し替えた。もとの体は、醜みにくい体はいらないという彼女の強い希望で、裏山に捨てた。小生はこの手術を彼女のためと信じて施ほどこした。しかれども、本来の彼女の肉体を切り刻きざみ埋めたことが、殺人であり死体遺い棄きならばやむをえまい。法を決めるのは医者の仕事ではないからな」

　聞き終えた私は、なんて気持ちの悪い話なんだろうと感じた。

　河原さんの体は望みどおりの美しいものになった。

　当事者すべての同意があり、誰だれも不幸になどなっていない。

　ならば、これは大団円なのだろうか。……まさか。

　この話に殺された章あき夫おは出てこない。

　もっとも、もはや犯人は一人しかいない。――――河原若桜わかさの単独犯行。

「話はわかりました。しかし、山やま崎さき君が殺された話が一度も出てこなかったのですが、これはどうなってるんでしょうか？」

　先生は般はん若にやのような形相で「本当か！」と尋ねた。

　すぐに先生は電話を取って、どこかに連絡をした。時たま「正直に話さねばならんよ」とか「罪は償つぐなうことができる」といった言葉が聞こえてきた。

「河原さんを逮捕してくれ。明け方、彼をスコップで叩たたきつけたらしいな」

　先生はメガネをはずし、手の甲で目をぬぐった。

「まったく、医は仁術でなければならんのにな。小生は河原さんに顔の美しさより心の美しさのほうが大事だと教えてやれなかった。言語道断。教師失格だ」

　真相はこうだ。

　河原さんは自分のもとの醜い体を暴かれたくなかった。それで待ち伏せして私たちを追い返そうとした。そこに章夫が入ってきて、話はややこしくなってしまった。

　そして、足をすべらせた章夫にスコップがぶつかった。

　誰も彼もが疲れきっていた。先生もすっかりうなだれてしまっていた。

「職を辞すことにする。小生が教師をつとめるなど、笑止千万だ。そんなことで責任をとったことにならないのはわかっているが」

「ちょっと待って下さい。そんなの無意味です。だって、この事件は――」

『彼ら』が工作したことなんですから、という言葉を私は飲みこむ。

　もう、何度も経験してきたことだ。たとえ、『彼ら』が裏ですべてを操っているとしても、フィクションの住人にはそんなことはわからない。自分が犯してしまった（ことになっている）罪で苦しむしかないのだ。

　なんて非生産的な。

「残念だ、せっかく小生を見こんでくれた水みず谷たに学園長にも申し訳が立たない」



「「「え！」」」



　田た島じま先生以外の三人の声がきれいに重なる。

「あの、今なんておっしゃいました？」

「だから、水谷学園長と」

　十じつ哲てつNo.０で事実上の欠番、水谷さんは――――学園長の名前。

「あ、そうか！　これは生徒には伝えてはならん話か！」

「もう遅いし！　全部話してもらうわ！　こっちも諸事情でね、十哲のことを把握してないと都合が悪いの。先生にはわからないかもしれないけど、三さん奇き人じんは『彼ら』とかいうバカのせいで大忙しなの！」

　芝し蘭らんさんの啖たん呵かに今度は先生が信じられないという顔をする。

「どうして、その名前を？」

「もしかして、『彼ら』とまで絡んでるっていうの？」

「学園長のお名前は、水谷カレラというんだ」



「「「なんだってーっ！」」」



　いくつもの疑問がぱっと氷解した。

　どうして、『彼ら』の存在を誰だれ一人ひとりとして知らなかったのか。どうして、『彼ら』は何十年も噂うわさとして生き残っているのか。どうして、『彼ら』は生徒と学園の間あいだだけで、事件を起こしてきたのか。

『彼ら』が正体不明の学園長の名前で、伝説上の十哲、【呪のろわれた昔話】と言われている水谷さんと同一人物だとしたら、謎なぞは氷解する。

　しかし、それでも納得のいかないこともある。

　どうして、学園長はフィクションなんて作るのか。

　どうして、学園長は章あき夫おばかりを殺すのか。

　話によっては、ただではおかない。

「先生、水谷学園長の居場所はどこですか？」



　北館の三階に行けと言われて、校舎を出たところで鹿子かのこ木ぎさんと出会った。

　立ったままフリーズしている状態の。

「あの、鹿子かのこ木ぎさ～ん、どうして、こんなところで？」

「ダメよ。鵺ぬえ子こはもっと簡単な起こし方があるんだから」

　と言うと、芝し蘭らんさんは鹿子木さんの耳元に口を当て、

「ね・こ・さ・ぁ・ん・い・る・よ」

「どこだどこだ！　アビシニアンか？　キムリック？　シャムか？　野良ちゃんなのか？」

　異常な勢いで、鹿子木さんがはね起きた。

「悪い、悪い。君たちを探していたら、そこの大女優さんと目が合ってね。あまりの美しさに無意識のうちに脳内補完しようとして、固まってしまった。キャンバスは四角形の紙じゃないね。キャンバスは世界だ。世界はもっとヤバい。甘南備かんなび君の本体は芸術作品だね」

　あっさり周参見すさみちゃんの正体がばれた。

「鹿子木さん、ど、どうしてわかったの？　まさか、ばれてた……？」

「ふん、私は【全ぜん衛えい芸術家】だ。【全衛画家】じゃない。物事の本質を見るという点においては、どの芸術も同じことだ。まして、こちとら甘南備周参見を見慣れているときてる」

　相変わらずの余白のない口く調ちようで、鹿子木さんは淡々と言葉を続ける。

「余談は以上。『彼ら』とのおふざけに巻きこまれるのは御免なので、引導を渡しに来た」

「は？　鵺子、あんた、ずっとサボってきて何様のつもり？」

「『彼ら』の正体は水みず谷たに学園長だ」

　珍しく、鹿子木さんは短く言葉を切った。なにげにかっこいい。

「どうして、鵺子も知ってるのよ……。今、田た島じま先生から聞いたばかりなのに……」

「『彼ら』は学園を支配してるとしか思えなかったからね。少し図書室を探してみたんだ」

　鹿子木さんに差し出されたのは、創立五十周年記念の『学園のあゆみ』。

　巻頭に知性と意志の強さを合わせ持った顔をした、セピア色の婦人の写真があった。

「ちょっと年増だけど、きれいな人だね。うん、ストライク」

　周参見ちゃん、多分あなたのお母さんのほうが若い。

　しかし、周参見ちゃんは素すで女の人が好きなのだろうか……。

　鹿子木さんが呆あきれた顔をした。

「そんな感想はどうでもいいよ。その写真の下に書いてある名前をじっくり見てみたまえ」

　ええと、どれどれ、『初代学園長　水谷佳玲良かれら』と……ぶっ！

　もう、今日は驚くことだらけだ。芝蘭さんも周参見ちゃんも同様の反応。

「君たちは初代学園長の呪のろいと戦っているんだ。学園で悪さをすると水谷学園長に祟たたられる、そんな作り話があるとき成立したんだろう。そして、水谷さんとか佳玲良さんとか言われていたものが、いつしか学園長の名前も忘れられ、それぞれ別の水谷さんと『彼ら』という伝説となって流布していった。正解はそんなところだな。御お伽とぎ坂ざか学園は今年で創立九十九年。噂うわさは古びないね。墓石に名前を刻きざむよりよほど長持ちだ。しかもタダときてる」

「でもね、鵺ぬえ子こ、話はそんなに単純じゃない。今の学園長の名前も水みず谷たに佳か玲れ良らなのよ」

　今度は鹿子かのこ木ぎさんの顔が驚きで歪ゆがむ。

　そうだ、田た島じま先生は確かに水谷学園長と口にしていた。

　じゃあ、何か？　私たちは学園長の亡霊に支配されてるとでもいうのか？

　そうだ。

　そういうことなのだ。

　私は、くっくっくと笑う。

　やっと、たどりついた。

「足利あしかがさん？」と芝し蘭らんさんの心配そうな声。

　ごめん、おかしくなったわけではないから。

「そうですよね。それなら学園長が姿を見せないのも、水谷さんが罰を当てるという噂も、カレラの超自然的なフィクション作成能力もすべて理解できます。犯人は初代学園長、水谷佳玲良の亡霊です。学園長なら、生徒の運命だって操れるでしょう」

「そう言えば、今までフィクションは学園のなかか、豪ごう練れん館かんみたいな学園の生徒だけの空間でしか起きていないし……」

　芝蘭さんが私の論を補強してくれる。

「とにかく、行ってみればいいんです。この学校にだって学園長室はあるんですから。後のことは犯人から聞きましょう。それに、まだわからないこともありますしね」

　私は闇やみに沈みかけている北館の三階を睨にらみつける。

「どうして、犯人は章あき夫おを必ず殺すのか、聞いてやります」



　エレベーターのない北館校舎、その三階の一番隅の用途不明の部屋。

　その部屋が「学園長室」であることはほとんど知られていない。ちなみに私は『当局』の座学で知った。漫然と学園に通っているだけなら卒業まで気づかないはずだ。

　その学園長室の前に、私と三さん奇き人じんの四人が並んでいる。

「私があけます」

　扉の前で一歩進み出る。

「これは『当局』の管かん轄かつですから」

　もっとも、それは言い訳だ。章夫を徹底していたぶってきた犯人を捕らえるときには、一番手柄がほしかった。

「水谷佳玲良、犯人として逮捕します！」

『学園長』と書かれたプレートの乗っている大机、そこに行儀悪く腰かけている、いろいろと普通と違う一人の女性。

　修飾語を並べていくと、こんな感じだ。

　美しく豊かな髪をした、二十台半なかばの、ブラウスを着た“〝半透明な”〟女性。

「おお、美少女先生！」

　周参見すさみちゃん、こんなところで甘南備かんなび君の設定はやめてくれ。

「よく、わかったのう。吾われが学園長の水みず谷たに佳か玲れ良らじゃ。体はとっくに灰になっておるので幽体で失礼するぞ。これは吾が人生で最も教育者として燃えていた時期の姿じゃ。まずは茶でも飲め」

　部屋の隅のポットとお皿が並べてあるスペースから、四人分のコップが浮いてきた。

「心配するな。毒は入っておらん」

　おそるおそる取ると中身は緑茶のようだ。きれいなうぐいす色をしている。

「せっかくだから受けとろうかしら。でも、あまりふざけたことを言うようなら、お茶をひっかけてやるから。それとも渡会わたらい君に除霊してもらおうかしら？」

　芝し蘭らんさんが挑発的な笑みを浮かべる。これだけ争ってきて媚こびる気もしない。

「そうじゃな。お前たちにはずいぶんと迷惑をかけた」

　言うが早いか、あっさりと首謀者は頭を下げた。

　よし、現実の章あき夫おをもうすぐ助けてあげられる。

「学園長、あなたの知ってることをすべて話して下さい。私も芝蘭さんと同じ気持ちです。とぼけたりするようなら決して許しません」



    

  
    
      



    

  
    
      　怒りくらいは伝わったのか、学園長は居住まいをただした。

「では、順を追って話すとするかの。お前らはこのフィクションがどういう原理で動いておると思っておる？」

「いきなり質問とはやってくれるね。仮死状態のまま夢を見せているとでもいうのかな？」

　と言いつつも鹿子かのこ木ぎさんの目は少しも笑っていない。

「鹿子木の言葉はおおかた当たっておる。ただし、仮死状態などという危険な目には遭わせておらん。足利あしかが、お前は何度も同じ朝食を出されたじゃろ？」

　私は万感の思いをこめてうなずく。九回も同じものを食べた。

「お前たちはあの朝を迎える前の状態で止まっておる。フィクションを繰り返している間あいだは現実では一秒も時間は進んでおらん。元に戻ったからといって、自分たちだけ何百年後の未来にいたなんてことはないから安心するがよい」

「つまり、悪霊の見せた夢というわけだ。それで目的は何だ？　犯行声明文まで出すとはえらく悪意を持っていたようだね。そんなに自分の生徒がお嫌いかい？　人でなし。ああ、悪霊なのだから当然か！　ピカソがゲルニカを描いた気分がよくわかるほどむかつくよ」

「犯行声明なんて意図はなかったんじゃが。これは過去の手紙じゃ。読んでみてくれ」





　こんにちは。鹿子木様のご活躍もあり、無事事件は解決しましたね。

　おそらく、これから何度かフィクションを続けることになると思います。

　謎なぞが解けずにフィクションから出られないということがないよう、ご注意を。

　それでは、失礼します。



　山やま崎さきさんを失って悲しいところだと思いますがどうぞご心配なく。謎さえ解けば、ここから出ることができます。今回も前回同様奇怪極まりないですが、頑張ってください。



　事件解決お疲れ様でした。これからもフィクションの世界を提供することになると思います。今後ともご協力下さい。



　ほんとだ……。素直に読めば、この文面に悪意はない。

　鹿子木さんが深いため息をついた。

「先入主にしてやられたというわけだな。騙だまされるのは、かわいい猫さんだけで十分だよ」

「それとな、吾われはお前たちをフィクションに連れてきたわけではないのじゃ。吾は学園での出来事で大きな被害が出たりしないよう、このフィクションを通じて予行演習をしておる。ただ、フィクションに慣れすぎた三さん奇き人じんは、無意識にここに入ってきてしまうようでの。足利あしかがまで入ってくるのは予想外じゃったが」

「じゃあ、アタシたちが勝手に入ってきたっていうの？」

「もっとも、フィクションの謎なぞ解きをついでにやらせたのは事実じゃがな。今までも、お前たちの行動パターンを見て、現実で起こりそうなトラブルを回避したりしておった」

　つまり、どっちもどっちということか。

　だけど、まだいちばん大切なことがわからない。

　私は静かに深呼吸をする。

「では、学園長が山やま崎さき章あき夫おを殺害する理由は何なんですか？」

　伝えられるだけの痛みを、章夫が受けてきた痛みをこめてカレラにぶつけた。

「自分が運命にもてあそばれてることすらわからないまま、何度も殺された章夫の気持ちがわかりますか？　学園長の暇つぶしで命を奪われちゃたまらないですよ！」

　それが逆げき鱗りんに触れた。

「誰だれが好きこのんで、愛すべき生徒の命を奪わねばならん！」

　学園長は拳こぶしを握り締めて、机に叩たたきつける。

　もしも彼女が半透明でなければ、鈍い音が部屋の空気を震わせていたはずだ。

　学園長の目は憤いきどおりのせいで、狐きつねのようにとがっていた。

　しかし、怒りの矛先は彼女自身に向けられていた。

「一人の命も失わせたくない。じゃから、こうやって何度もフィクションで予行演習をしたんじゃ。じゃが、山崎は現実同様、自分から死地に入ってしまいよる！

　現実に戻れば、山崎は数日のうちに死ぬことになるのじゃ」

　そうだ、少し考えればわかることだ。

　現実の危険を避けるために、章夫が死ぬフィクションを繰り返すということは――――章夫が死ぬという現実のかわし方が見つからないということだ。

　風に飛ばされるたんぽぽの綿毛のように、意識が定まらない。学園長が、自分は数日なら学園内の未来を予知できるとか、多少の運命ならいじることができるとか、いろんなことを話していたけど、全部頭の上のキャッチボールのよう。

「つまり、山崎君を死から救うための方法がいまだに見つからないってわけね」

　芝し蘭らんさんが疲れ果てた顔で尋ねる。

「そうじゃ。このままでは、山崎の死は免まぬかれん。いろんなルートをフィクションで試してみたが、山崎はいずれも死んでしまうのじゃ。そのうちに、フィクションの種が切れてしまったわ。ちなみに現実では、女子生徒が事件に巻きこまれるのじゃ。そこに山崎が助けに入り、あいつは……」

「どうして、そんなにアイモコ、曖あい昧まい模も糊こなのよ！　未来予知できるなら、もっと具体的にわかるんでしょ。そしたら、事件も防げるかもしれない。これ以上バカ抜かすようなら、水みず谷たにってモブが惨殺される小説書くわよ！」

「何度も山やま崎さきが死んだことでもわかるじゃろ。運命は自己補正能力を持っておる。小手先でいじっても、結果は一緒になる」

「それは明らかなウソだね。カレラちゃん」

　周参見すさみちゃんが左手をぶんぶんと振った。

「変更がきかないなら、どうしてフィクションを試してたのさ？　運命は変えられるんでしょ？　今まではフィクションを繰り返して都合のいい現実を選んでたんでしょ？」

「甘南備かんなび、いいところを突きよるの」

　学園長は諦あきらめたような顔で笑った。

「お前の言うとおりじゃ。吾われは幽体となって学園の悲劇を未然に防いできた。学園において吾は絶対じゃからの。運命の補正の力より大きく現実を揺らしてやれば、最悪の事態は防げる。疲労も激しいので、好きなだけ使えるわけではないがの」

「だよね」

「――じゃが、吾の力をはるかに超えるほど、山崎の死の運命は強固なのじゃ。吾は全知全能の神ではない。吾がいじれるのは、山崎の周りの環境だけじゃ。もしも、山崎の死が地中深くに根を張っていれば、それに抗あらがうことはできぬ」

　学園長は顔を覆おおった。万事休す。

　章あき夫お殺害の犯人は、亡霊なんて生なま易やさしいものではなく、運命そのもの。

　もう、これは神様をどうやって殺すかっていう命題に等しい。

「ふがいない長おさで申し訳ないの……」

「いえ、学園長の責任じゃありませんよ」と私は言う。心の底から。

「生徒の命一つ救えずに何が学園長じゃ」

「学園長が気に病やむ問題じゃありません」と私は言う。心の底から。

「フィクションもこれが最後か。諦めるしかないようじゃ――」

　湯ゆ呑のみを持って殴りかかっていた。

　薄緑の液体はカレラの顔を通り抜けて、椅い子すを黒く染める。

「もう一度言ってみろ」

　実体があれば、くちびるがくっつきそうなほどの至近距離で睨にらみつける。

「もう一度言ってみろ！」

「吾もこんなことを言いたくはない！　誰だれ一人ひとり死なず傷つかず苦しまぬ結末を切望しておる！　だが、九回……九回もじゃぞ。九回も手を替え品を替えやってみたところで山崎は死んでしもうた！」

「だから、なんだ！　十回目で救えるかもしれないじゃないか！　章夫は、章夫は…………最期に私の名前を呼んでくれたんだ。ママでもパパでもなく、私の名を」

　不本意だろうと何だろうと、自分は章あき夫おに救われなければ、死んでいたかもしれないのだ。

　自分の恩人の命は結局救えませんでした、そんな結果で納得できるか。

「それなのに、助けてあげられないなんて、『当局』失格だ。私たちは学園で一人の死者も出していないんだ。その記録をこんなところでダメにするわけにはいかない！」

　学園長と睨にらみ合う。魂を抜かれてもしりぞく気はない。

　それが私の戦い方だ。

「わかった、現実の最後の一回はお前に任せる。そこで好きなだけやってみればよい」

　結果はこちらの勝ち。ただし、『当局』でも受けたことのない重い任務つきだ。

　章夫を生かすも殺すも自分次第というわけか。

「わかりました。受けてたちましょう」

「ただし、周りが変わっても山やま崎さきの運命は変わらぬぞ。あいつ自身を変えるしかない」

「章夫自身を変える？」

「ああ、運命が山崎を殺そうとするのなら、山崎がその運命に立ち向かわねばならん。そうじゃな、そんなことができたのなら、お前の志望校、絶対に合格させてやろう」

「誠せい神しん大学文学部詩人科ですよ、間違えないで下さいね」

「それでは、先に現実に失礼するとするぞ。何か作戦を立てるのであれば、ここでゆっくりと話し合うがよい」

　ふっと学園長はかき消えた。

　その痕こん跡せきを残すものといえば、冷めかけている緑茶くらいのものだ。

　気負う相手がいなくなると、がくっと力が抜けた。

　机に十秒だけ突っ伏す。体中の酸素と二酸化炭素を入れ替えるほどに深い呼吸。

「アキラちゃん？」

　死んだように静まりかえった私に周参見すさみちゃんが心配げな声をかける。

　ごめん。あと、五秒だけ。

　ご、よん、さん、にぃ、いぃち、ぜろ。

「よしっ！」

　私は元気はつらつな顔を三さん奇き人じんに向けて答える。

「みんな、力を貸して下さい。私は章夫を救いたいんです」

「わかった。いくらなんでも、人の命がかかっているとなれば、手を出さざるを得ないね」

　鹿子かのこ木ぎさんは腕組みをしてうなずく。

「そうだね。現実で有終の美を飾ろうよ」

　周参見ちゃんも首を縦に振る。

「だけどさ、アキラちゃん、何か具体的な策ってあるの？」

「う……それは……」

　実は何もわからないなんて言えない。マヌケすぎる。

「あなたたち、バカじゃないの？　ちょっと過去をおさらいしてみたら、すぐわかったわよ。……まあ、アタシだって、今まで気づかなかったんだけど」

　芝し蘭らんさんが最高のアシストをしてくれた。

「え、何ですか？」

「山やま崎さき君は死んだとき、いつも毅たけしになっていたわ」

　どうして気づかなかった。

　山崎章あき夫おは一度も死んでいない。

　死ぬのは常に毅だ。

「現実では、女の子がひどい目に遭うのよね。山崎毅がその子を救わなければ、山崎君は救われるのよ」

　ちょっと、意地悪な笑みを見せる芝蘭さん。

「今回ばかりは恥ずかしい質問は許してあげるわ」



    

  
    
      
その４　第10回　原点回帰誘拐事件



　六月十八日を十回も繰り返している。

　ただし、休むつもりはカケラもない。人生はリズムだ。そのリズムが一度崩れてしまうととても苦しい思いをすることになる。

　だから、リズムを崩すつもりの私は少し気が重い。目に見えない空気の膜を感じる。

　寝起きだけど目は冴さえていた。父が母に強盗と結婚詐欺の話をしているのを聞き流しながら、パンとベーコンを詰め込む。母が「今日はよく食べるのね」と笑う。

　そう、これは今日からの戦いのための資本であり、貯金だ。痩やせてる暇はない。

　私にはエネルギーが必要なのだ。

　口紅はいつもと違う、明るいものに変えた。アイブロウも心なしかきつめに。

　戦闘態勢は整え、家を出る。

　バス停のある坂の下から校門を見上げる。

　章夫は今日も見張りを続けている。『彼ら』の噂うわさを信じて。

　その『彼ら』が命を救おうとしているなんて夢にも思っていないだろう。

「アキラ、いつもより早いな。学園は今日も俺おれのおかげで平和だ。俺は砂漠をうるおすオアシスのような存在でありたい！」

「その平和のことなんだけど、少し話があるの」

　章あき夫おの目の色が変わった。

「裏庭に来て。人ひと気けはないほうがいいから」



　裏庭の向日葵ひまわりは六月だというのに、暑すぎてしおれていた。

　植物ですら、だらけてしまうこんなところに生徒は立ち入らない。

　しかし、大事な話をするには、こんな真っ青な空のもとでのほうがいい。

「何の用だ？　早くしろよ。いつ、『彼ら』が突っこんでくるかわからないんだ」

「ご心配なく。カレラは生徒を襲ったりなんてしない」

　さすがに、この言葉には章夫も食いつく。

「いい？　今から話すことは何もかも真実。最高裁判所が無効だって言おうと、国連が否定しようと、本当のこと。証人はこのお天てん道とう様さま。ウソだったら、詩人には親より大切な、この舌を抜いてあげる」

「わかった。何を言われたって信じてやる」

「章夫、あなたは、このままだと近いうちに女の子を助けようとして、命を落とす」

　章夫は何も言わなかった。いい心がけだ。

　ここで「ウソだろ？」などと言うようなら、張り倒していた。

　章夫は平生を装よそおっていたが、腕組みの内うち側がわから疲労がにじみ出ていた。

「それでたいそう絶望的な俺おれは何をしたらいいんだ？」

「何もしなければいい」

　これは章夫を馬ば鹿かにしているわけではない。

「私はひょんなことから章夫の運命を知る機会に恵めぐまれた。予行演習の世界で、章夫が死ぬのを何度も見てきた。だけど、そのおかげで章夫を救う方法もわかった」

「それが何もするなってことなんだな」

「そう。章夫は何もしてはいけない。誰だれかが困っていても、助けを求められても、手を差し伸べてはいけない。自分の力で何かをよくできそうでも、首をつっこんではいけない。そして、何があっても、毅たけしに変身してはいけない」

　最後の条項を強調して言った。

「これが最重要。死んだ章夫はすべて毅の状態だった。逆に言えば、毅にならなければ死ぬこともないと思う。一か月は何があっても見て見ぬふりをすること。学園がたとえ滅亡してもね。【日本一平凡なヒーロー】は誰も救えないの」

　章夫はずっと居い心ごこ地ちの悪そうな顔をしている。

　そうだろう。私はさっきからずっと章夫のアイデンティティを破壊しているのだ。アライグマに洗うなと言ってるようなものだ。

　だけど、私も妥協しない。命が引き換えになるなら、私はアライグマに洗わせない。

「わかった」と章あき夫おはうなずく。

　それがとても重い決断なのは私にもわかる。

「わかった、ありがとう――――と言いたいところだけど」

　そんなもの信用できるか。

「今までの章夫を見てると、どこまで信じていいかわからないからね、今日から一か月間、この足利あしかがアキラが監視します。毅たけしになったらどうなるか、覚悟しておいてね」



　そして平和のうちに一週間が過ぎた。章夫は死なずに一週間を生き延びた。それは私にとって小さな、けれど大切な一歩だった。

　もっとも、裏でいろいろと画かく策さくはしていた。三さん奇き人じんとも何度も打ち合わせを重ねた。もしも、章夫が勝手に人助けをしようものなら、殴ってでも止めてもらう。

『当局』にも話をつけた。フィクションをずっと渡ってきたとか、章夫が死ぬかもしれないとか、学園長に会ってきたとか、よくもまあこれだけでっちあげられるなという話を、森もり本もと局長は笑顔ひとつで了承してくれた。

「この仕事をやっていますとね、ウソかどうかなんて、すぐにわかってしまうものなんですよ。足利さんが事実を伝えていることくらい、顔を見れば一発です」

　さすが我らが局長。本当にこの人がトップでよかった。

「というか、足利さんは顔にすぐに出ますからねえ。もう少し、ブラフの力があれば大役を任せられるんですが……」

「局長、こんなときにダメ出しはないですよ！」

「とにかく健闘を祈ります。『当局』のほうでも全力を尽くしましょう。警戒態勢をＡクラスにして監視にあたります」

　局長がこう言ってくれたんだから、こんなに心強いことはない。

　運命と戦う用意は万全だ。

　私はずっと章夫につきっきりになった。登下校から昼の見回りまで、共有可能な時間はとにかく全部。困ってる女の子を見つけて、飛びこんでしまわないように。

　だから、現実に戻ってから八日目の今日も、朝から章夫を迎えに行った。

　意外なことにというと失礼だが、章夫の家は駅前のけっこう高級なマンションの六階だ。少なくとも我が家よりヒエラルキーが二ランクは高い。

「おはようございます、山やま崎さき君は――」

「はいはい、すぐに呼んできますからね」

　四日目くらいから、玄関前のチャイムを押すなり、すぐさま章夫ママがドアをあけてくれるようになった。ちょっとのほほんとしていて、ちっとも章あき夫おと似ていない。それもそのはず。この人は元十じつ哲てつの狸たぬき林ばやしカヌレさん。コーヒーゼリーのあの人だ。

「毎日ありがとうね、わざわざ六階まであがってきてもらっちゃって」

「いえいえ、これも仕事のうちですか――」

「でも、章夫ちゃんも久しぶりにもててるようで嬉うれしいわ～」

　もし、私が入れ歯をしていたら、ぶっ放してたと思う。

「いえ、私はそんな――」

「パパはとてももてましたからね～。私も女学生の頃ころは、いやだ恥ずかしいうふふ！」

　カヌレさんは人の言うことを聞かないタイプだ。ある意味、章夫と似ている。しかし、聞き捨てならないことがある。

「章夫……あ、山やま崎さき君がもてたことなんてあるんですか？」

「そうね、あんまりないわね。でも、昔は好きな女の子と遊んでいたこともあるわ」

　いったい、いつ、章夫にそんなモテ期があったのか、まったくわからない。

「でも、恋愛っていいわよね～。初デートのときなんてパパは――」

「人様の前でのろけ話するな！」

　章夫が顔を真っ赤にして突撃してきた。

「あら、いいじゃないの、減るもんじゃないし～」

「減らなくても話すな！　とにかくそういう話はやめろ！　犬も食わ――」

「はいはい。あ、今日は絶対に足利あしかがさんをおうちまで送っていくのよ」

「え、何かあっ――」

「連続強盗犯がこのへんに潜伏してるってニュース見てないの？」

　そういえばニュースでやっていた。隣のうみねこ市を中心に数件の強盗をやってた男が警察の追及を振り切って逃走中とのこと。怖いといえば怖い。

　もしも生徒が強盗と出くわそうものなら確実に章夫は助けに入ろうとする。小学生のときに、私を助けたように。それだけは阻止しなければ。

「いってらっしゃ～い」という章夫ママの甘い声に押しだされた。

「いつもいつも悪いな」

　ばつが悪いのか、章夫も謙けん虚きよになる。

「相手は運命だからね。ぽきりと折れないように自分から曲がるのも作戦のうち」

「ああ、こんなこと、毅たけしになれるようになってから初めてだ」

　どうも、私はその話をされるのが苦手だ。助けられた負い目があるからだろう。

「なあ、ところで警戒期間っていつまで続くんだ？」

「まあ、あと三週間くらいやって無事ならいいんじゃない？」

「そっか、あと三週間か。長いようで短いよな。三週間、世界の平和が守れない……」

　それほど世界や学園の平和が大事か。

「でも、私たちって、ずっと昔はこうして一緒に通ってたんだよね」

　ものすごく昔の話だが。学年があがるうちに、なし崩し的に消えた習慣だ。

「そうだな。あれ、どうして通わなくなったんだ？」

「章あき夫おが学校の平和を守るために早起きしだしたからだよ」

　六時起きしてまで、一緒に登校したくはない。

「あれ、でも、学校守るってんなら、毅たけしになったときからしてそうなもんだけどな」

　ふと、九回目で毅が言おうとした言葉が気になった。

　毅の目的は、世界や学園の平和のためではないと言っていなかったか？



　その日の授業も無事に終わった。

　自分の場合、これからが本番だ。章夫を連れて帰るという仕事がある。

　しかし、章夫のクラスはホームルームで決めないといけない議題があるとかで、軽く三十分は延長の予感。仕方ないので校舎のそばのベンチで待つことにした。

　ふっと肩に寒気がした――と思うと、尊大な幽霊が私のそばにいた。

　もちろん水みず谷たに佳か玲れ良らだ。

「なかなか、やりおるわ。まさか一週間以上も山やま崎さきが生きておるとは思わんかった。実のところ、運命はずれてきておる。あと一押しで山崎は助かるかもしれん」

　半透明のくせに学園長は器用にベンチに腰かける。

「これが戦う人間の実力ですよ。このまま悲劇も華麗にすり抜けてみせます」

　私は自慢げに胸を張る。

「学園長は大切な可能性を見落としていたんです。章夫やその周辺の人が章夫が死すべき運命だなんて認識してる回はなかった。でも、今回はみんな破局を前提にして行動しています。物わかりの悪い章夫も人助けに関かかわらないと約束してくれましたしね」

「吾われもそうであればいいと思っておるよ」

　学園長は寂さびしげな目で笑った。

「じゃが、物わかりが悪いからこそ、お前は章夫のことを愛しておるのじゃろ？」

　はばかりもなくそんな表現を出されて、私はあたふたとする。

「な、なんで、私が章夫なんかを！　侮辱にもほどがあります！」

「まあ、こういうのは自分たちは気づかぬものじゃ。こうして長く死んでおると、恥ずかしいという気も起こらんので気楽なんじゃがな」

「とにかく事実無根も甚はなはだしいです」

「そういうことにしておこう。これから出す答えは、どういう結果になろうとお前らが出した答えじゃ。ポイントはほんとに些さ細さいなことじゃ。じゃが、それが積み重なって、運命が山やま崎さきに罰を与えようとしておる。山崎よ、早く誤りに気づけ」

　学園長は教育者らしい真しん摯しな態度でそう言った。

　九十九年、学園を見守ってきた教師の言葉は信じるに値する。

「やっぱり、お年寄りの言葉はありがたみがありま――」

　グーのパンチがこめかみを通過する。

「ちょっと……今、殴ろうとしましたね！　いくら半透明だからってサイドからぶん殴るって教育者としてどうなんですか！」

　この世に生を得てから、三さん桁けた軽く超えているくせに。

「人を老いぼれ扱いしおって！　ティーンエイジャーじゃからとなめおって！　ふん！　せいぜい、その小生意気なパワーで戦って来い！」

「ええ、望むところですよ。それじゃあ、章あき夫おが出てくるか見てきますか」

　ぱんぱんとスカートをはたいて、ベンチを後にする。

「気をつけてな」

　幽霊学園長は送りだすように私に手を振った。



　日の光を浴びてから校舎に入ったせいで、ひどく屋内が暗い。

　階段からこけないように――――というところで口をふさがれた。

「え…………！」

「抵抗スルト、殺スゾ」

　気づいたときには、ずるずると階段を引きずられていく。

　小学生のときに味わった誘拐の恐怖がよみがえる。

　何もできず、ただふるえていることしかできなかった、あの屈辱的な体験。風邪をひいたように、口の中がやけに渇かわいてざらざらする。

　ろくに抵抗もできないまま、地下への階段を下る破目になった。

　命の危険を感じた。地下なんて普通の生徒には何の用もない。私も何があるのかすら知らない。

　気づいたときには「ＰＣＢ保管庫」と書かれたものものしいドアの前に立っていて、すぐにその部屋の奥に投げ出された。

「動くなよ」

　間かん髪はつ容いれず、拳けん銃じゆうを突きつけられて、ろくに声も出せない。

　私を引きずってきた男は、携帯電話で「早く車を用意しろ」とか「人質がいるんだぞ」とかドラマでしか聞いたことのない言葉を叫んでいる。

　呑のん気きな私でもわかる。

　この男は潜伏中の連続強盗犯だ。外で警察に追われて、学園のなかに逃げてきた。そして、私はまんまと人質にされた。

　え、人質？

　まさか、災難に遭う女子生徒って私のこと…………？

　自分がどんな状況に置かれているかがわかって、ようやく周りに目をやる余裕ができた。余裕？　そんなものはない。ただ、首に腕をかけられて、銃で脅おどされているということを理解しただけだ。

　部屋はよくわからないカタカナやアルファベットの表記のタンクやドラム缶がいくつも並んでいた。偶然通りかかる人などいない。豪ごう練れん館かんの漬つけ物もの樽だるの部屋と似ているかもしれない。向こうは和風で、こっちは洋風だが。

　ふと、奥のタンクに何か貼はり紙がしてあるのが見えた。

「とにかく車だよ、車！　こっちには女子高生が一人いるんだからな！　とっととしないと不手際じゃすまないことになるぞ！」

　犯人が携帯を切る。相当な凶悪犯というのは顔を見ればわかった。悪意が表情ににじみ出てしまっている。

「いや、お嬢ちゃん、迷惑をかけたな」

　いかにもな悪人的胴どう間ま声ごえで悪人は耳元で囁ささやく。

「は、放して」

「ああ、いいぜ」

　あっさりと犯人は要求に応じた。あれ？

「そのかわり逃げていいって意味じゃねえぞ。逃げ出したら、足を撃つ」

　銃口がきらめく。

「心配するな。殺すつもりはねえ。俺おれは警察の手から逃げられればそれでいいんだ」

　よかった。とにかくじっとしていればいい。

　犯人がどこへ高飛びしようといい。余罪を重ねても見逃してやる。

　とにかく章あき夫おがここに来なければいい。

「というわけだ。車が来るまで少し遊ぼうや」

　ざらついた手が頬ほおに触れた。

　突然、北極の氷に閉じこめられたような気がした。

　悲鳴をあげるよりも早く、男の手が制服のネクタイをむしりとる。

「きゃ……」

　蚊の鳴いたような声が漏れた。

「どうせ、十分は来ねえんだ。少しくらいいいだろ、減るもんじゃねえし」

　下げ卑びた声を聞かないですむように、耳をふさぎたいところだが、今は抵抗するだけで精一杯だ。

「や、やめて」

　しぼりだした声は、自分でもわかるくらい儚はかなげで、犯人の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおるもので……。

　犯人の体重がかかってくる。背中にひんやりとリノリウムの床の質感。

　フィクションではない本物の質感。

　もがいたせいで、シニヨンに差していた髪留めが飛んでいった。

　片方の団子が壊れて、髪が垂れる。

　何度もフィクションを解決したというのに、一番現実的な事件で何もできないというのは皮肉なものだ。

　いいんだ、耐えろ、アキラ。章あき夫おは九回も殺されたじゃないか。それと比べればこれくらい、これくらい。そう、これで章夫が無事に生き延びて、私たちの未来は輝かしくひらかれていて、人並みに恋をして、ちょびっと悲しい思いもして、それでも幸せだったなと思い返したりして…………。

　学園長が「お前らが出した答え」などと言っていた意味がわかった。

　章夫を助けるには私自身の悲劇が必要となる。

　私が助かろうとすれば、章夫が犠牲にならないといけない。

　何があっても章夫を守ると誓った。男でも武士でもないが二言はない。これで章夫が無事にこの後何十年も生きていけるなら、こ、こ、こ、こ、殺されたっていい。

　いい？　私は頑張って耐えるから。章夫は来るな。来たら絶交だ。泣いてる？　泣いているわけがない。泣き言なんて言うものか。

　なのに、私ははどうしようもなく弱虫で、十じつ哲てつみたいな取り柄もなくて。

　だから、その名前を呼んでしまう。

「――――――――――――――――――――――――――――あきお」

「アキラ、大丈夫か！」

　それはできすぎたドラマのように、最高のタイミングでやってきた。

　愛用の武器である傘を片手に。

　いくらなんでも「それ」はひどいな。章夫。山やま崎さき章夫。

　絶対に来てはいけない人間。

　この現実におけるジョーカー。

　だけど、心のどこかでうれしいと感じてしまう自分は大バカ者だ。

「防犯カメラに連れこまれるお前が映って、学園中大騒ぎだ。なんとか間に合ったな」

「何が間に合っただよ！　章夫が来たら大変なことになるって言ったじゃん！」

「おい、お前ら、黙れ！」と言う犯人のことは無視。

「大丈夫だ。避難態勢は事前に三さん奇き人じんがとっていたから、ほぼ済んでるはずだ」

「そういう問題じゃないって！」

「実際、危ないところだったじゃねえか！　あと五分遅かったらどうなってた！」

「それはそうだけど……。で、どうやって助けてくれるの？」

「…………それは決めてない」

　誰だれかブリキのタライもってこい。

「いや、これでいいんだ。章あき夫お、絶対に毅たけしになるな」

「お前ら、いいかげん黙れよ。俺おれは死なない程度になら、何だってするからな」

　男が銃を章夫に向ける。

　もし、毅になれば、あれが必ず当たる。

「わ、わかった……」

　唇を噛かんで、手を挙げる章夫。

　そう、それでいい。

「まあ、せっかくだから、正義の味方気どりのあんちゃんよ、そこでゆっくり見てけ。友達の女の子があえいでる様をゆっくりとな！」

　男の右手が胸に入ってくる。左手にはしっかりと銃が握られている。

　くそ、「あぁっ……」とか余計な声が。よりにもよって章夫の前だなんて。

「アキラ！　もう突っこんでいいか！　その最低野郎を殴り倒さないと気がすまねえ！」

「どこまで学習能力ないんだ！　そんなことしたら死ぬんだって！　運命の誤りを修正するんだ！　あぅ！」

　今度は……スカートのほうに手が。舌を噛んでやろうか？　いや、それでは、章夫が罪の意識を感じてしまう。そんなことをさせはしない。

　耐えろ。人一人の命のためなら、章夫の命のためなら、安いものだろ？

「頼む。やらせてくれ。これ以上見てられないんだよ！」

　いらだたしげに傘で床を叩たたく章夫。

「もう、ほっといてよ。章夫には学園を守るほどの力はないんだよ！　ピストルははね返せないし、かわすほど速くも動けない。じゃあ、じっとしてるしかないだろ！」

　私も耐えてるんだ。章夫も耐えてくれ！

「なあ、どうしてお前はそんなに俺にかまうんだよ！　『当局』の仕事ってのは、心も体も踏みにじられてでもやらないとダメなことなのか？　俺は無茶苦茶腹が立ってるんだよ！　ここまできて不ふ甲が斐いないまま、立ち尽くしてる自分にな！　なあ、お前に絶対に迷惑はかけないから止めにいかせてくれ！」

　私は首を横に振る。

「お前を守るために授かった力で守らせてくれ！」

「え……？」

　今、なんて言った？

　何か、とんでもない間違いをしていた気がした。

「そうだよ、この力はアキラを守るために手に入れたものだろ！　誘拐されそうになったお前を救うために、俺おれは毅たけしになったんだ。ここで使わないでどこで使うんだよ！　俺の命なんて関係ねえ！」

「え？　世界の平和を守るっていう気高い使命はどこにいったんだ！」

「いや、正直、俺に世界なんてムリだ。学園の平和だって怪しい」

　章あき夫おの目に何か光のようなものが灯ともる。

「けどな、命を懸ければ、お前だけなら救えるんだよっ！　一生に一度、命を懸けるときがあるとしたら、それは今、まさにこのときなんだよっ！」

　章夫はポケットからメガネケースを取り出す。

　もちろん、そこにはメガネが入っている。

　もちろん、メガネを出せば用途は一つしかない。

　毅になることだ。

●背が五センチ伸びる。

●運動神経はのきなみアップ。

●なぜか傘もちょっと強化される。

「ああ！　バカ！　毅になったら終わりだ！」

「そのときは、そのときだ。今、行くぞ、アキラ！」

　章夫が、傘一本で突っこんでくる。鉛の怖い弾が来るというのに。ほら、敵は銃を撃つ。左手でも慣れているのか、きれいに銃弾は章夫の胸を狙ねらう。

　ああ、これで章夫は死ぬ。完かん璧ぺきに死ぬ。リセットもできない。リターンもできない。おしまい。さようなら。バイバイ。

　――――――――――――――――――――――――――――――――なのに。

　章夫は銃弾をかわす。

　男はまたも発砲。だけど、やはり弾は章夫の右にそれる。

　何だ？　何が起こっているんだ？

　わけがわからないが、現在進行形で運命が狂いつつある。

　いったい、何が今までのフィクションと違うというのだ？

「あ～、久しぶりにアキラのために毅になったな。長いこと忘れてたぜ」

　あ。

　もしかして。

　あまりに自己中心的な仮説だが……。

「フィクションの山やま崎さき毅」は私を守るという本来の目的を忘れていた。

　だから、運命に、力を授けてくれた何者かに、殺されたのではないだろうか。

　なら、その目的を思い出せば、運命は変わるかもしれない。

　それにここは現実なのだ。バカげたフィクションと同じ結末にならないほうが自然だ。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね！！！」

　だが、ヤケクソ気味の乱射が章あき夫おの額ひたいの中心部を撃ち抜こうとする！

　この距離じゃかわせない！

　カン、と乾いた音と共に、弾ははじき返される。

　振った傘にはじかれて。

「ずいぶん硬くなってるな……。こんなに強化できたのは初めてかもしれん……」

　章夫自身も驚いている。言わずもがな、私も犯人も。

　銃に負けない傘の骨。これはけっこう最強の防御力では？

「くそ！　化け物め！」

　男がもう一丁、銃を取り出す。左と右の両方から撃ちこんでいく。

　これでは、傘一本じゃ、はじききれない！

「へへ、一発でも当たれば俺おれの勝ちだ！」

　雨あられと銃弾が一斉に章夫を襲う。

　でも、章夫は冷静に私たちの視界から消える。別に瞬間移動したわけではない。

　傘を広げただけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「布」に衝撃を吸収された弾は滴しずくのようにぱらぱらと床に落ちた。

「そんなのありかよ！」

　犯人が叫ぶ。私もそう思う。こんな人間、というか傘に勝てるわけがない。

「そろそろ、こっちのターンだよな」

　傘を閉じた先に目つきの悪い章夫がいた。

　いや、もう意地悪はやめよう。

　これは毅たけしだ。山やま崎さき毅。

　ただの章あき夫おがこんなに強くてかっこいいわけがない。

　世界一平凡でもやるときはやるヒーロー、山崎毅。

「行くぜ」と一歩、毅が踏み出す。

「ひっ！　来るな！」と撃った弾は明後日のほうに飛ぶ。

「心配するな、あと数歩だ」と一歩、毅が踏み出す。

「死ねよ、早く！」と撃った弾は振るった傘にはじかれる。

「そろそろかな」と一歩、毅が踏み出す。

「た、助けて！」と男が撃とうとしたピストルは弾が切れていた。

　とっくに運命は毅の味方だ。

「ようし、いっち、にぃの――」

　毅が傘を振るう。

　世界一恐ろしい破壊力を持った傘を。

　男に向けて。

　最大限の怒りをその一撃にこめて。

「――――さんっ！」

　傘は男の腹を直撃する。野球で言えばクリーンヒットだ。男の足が地から離れる。体が浮く。というか、吹き飛ぶ。暴風に舞うビニール袋のように、摩擦も空気抵抗も感じさせず、部屋の白い壁にまで飛ばされ、命中し、めりこむ。「ぶふっ……」と汚い声を出して、男はがくりと沈黙する。捨て台詞ぜりふを吐く余裕すらない。

　つまり、一言で言ってしまうと、こういうことだ。

　これは山崎毅の完全勝利だ。

「――やりおったわ」

　後ろから学園長が文字通り出現して、心臓が止まりそうになる。

「わっ！　そういう何の前振りもない登場はやめて下さいよ！」

「仕様じゃ。許せ。吾われは前に、山崎を救うならあいつ自身を変えるしかないと話したじゃろ。フィクションで周囲をどれだけ変えてもムダであったと」

「ええ、聞いています」

「あいつは変わりおった。自分の力が何のためのものかを、やっと思い出しおった。これで運命は正しく流れるじゃろう」

　それでは、やっぱり章あき夫おが助かったのは……。

「アキラ」

　と、後ろから声をかけられる。正義のヒーロー、山やま崎さき毅たけし。微妙なブランドのダテメガネ。章夫より五センチ高い身長。ニキビのないつるつるの頬ほお。さらさらの髪と、サンブリーズシャンプーのいいにおい。悪人を叩たたきのめす最強のこうもり傘。

「なに？」

　もちろん何を言われるかなんてわかっている。

　これは告白だ。ハズレなら、下着姿で一年間登校してやってもいい。

　ここまでしてもらったら、答えてあげたっていいだろう。

「アキラ……」

「毅、私なら別に――」

「…………毅の力を使いすぎた。限界だ」

「はへ？」

　そのまま毅はばたんと私の前に倒れこんできた。同時にやたらと健康そうな寝息。

　こういうときは笑うしかないな。

　はははははははははははははははは。

　神様、すみません、さっきの下着姿の件はなかったことにして下さい。

　最後に詩人を夢見る少女らしく、ポエムを一つ。



　　平和の歌



　　　　平和の歌は、二度と歌わない

　　　　だって、すべての平和の歌は

　　　　平和じゃないから歌うんだよ

　　　　歌を聞かないことを祈りつつ

　　　　ラストに一回、歌いましょう

　　　　ららららららららさようなら



    

  
    
      
エピローグ



　あれから三日後、章あき夫おのもとに警察から立派な感謝状が届いた。

　章夫は危険を顧かえりみない勇気と類たぐいまれな運動神経で、連続強盗犯を気絶させ、人質を解放した。これだけ聞いていれば、世の中にこんな完かん璧ぺきな人がいるのかと思うだろう。現実は不完全も不完全なものなのだが。

　ほかにも、いろいろひどいところはある。たとえば――

「あの日のことか。いや、昼から先、何も覚えてないんだ。毅たけしで頑張りすぎたんだろうな。俺おれのおかげで、学園の平和は見事守られた！」

　毅の八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍のしすぎにより、章夫は半日の記憶を失念してしまったのだ。つまり、当日の真相は私の心のなかだけにあるのだ。

　おかげで、章夫にとって、「毅は世界や学園の平和を守るヒーロー」という認識は変わらないままだ。

　ま、フィクション事件も丸く収まったし、めでたしめでたしだ。

　そんな折に、学園長に呼び出された。

　部屋に入ると、すけすけの幽霊が椅い子すにかけていた。

「何の用ですか？」

「お前にこれを進呈するぞ」

　天井からカード状の紙が落ちてきた。というか、カードだ。スタンプカードみたいだと思っていると、ほんとにそう書いてあった。

『十じつ哲てつスタンプカード』

　スタンプを押す空欄は四か所。そのうち、ひとつは「よくできました」というハンコが押してある。

「何ですか、これ？」

「今回のお前は地味ながらよく活躍した。なにせ、生徒一人の命を救ったわけじゃからの。そこで、スタンプ一個じゃ」

「たまったら、何かくれるんですか？」

「十哲になるチャンスをやる」

　ぶっと吹いた。

「じ、十哲って特殊な才能がいるんじゃないんですか……？」

「そんなルールはない。お前だって四つ集めれば、なれるかもしれん。そうすれば、詩人科だって顔パスで入れるじゃろ。ちなみに吾われのことを知らなかったほかの十哲は、みんな、気づかぬうちに体のどこかにそのハンコを押しておった。実績が十分ならハンコが四つ並んでいるという仕掛けじゃ」

　体にあらわれる謎なぞの「よくできました」の文字か……完全にホラーだ。

「十じつ哲てつにもなれば、世界中の大学から引く手数多あまた。行きたいと言えば、顔パスで合格間違いなしじゃ」

「あれ…………そういえば、詩人科に合格させてくれるという話は……」

「あと、三つ集めて、今の十哲に挑戦すればいいだけじゃ」

「あと三つも集められますか！　詐欺だ！」

「まあ、せいぜい卒業するまでに集めることじゃの。はっはっはっは」

　結局、私はていよく騙だまされたのだ。



　校舎から出ると、三さん奇き人じんが揃そろい踏みしていた。

「浮かない顔をしているね。村人に迫害されたときのゴッホみたいな表情になっているよ」と鹿子かのこ木ぎさん。

「これが演技ならすぐに女優を目指すべきだね」とあくまで男子の偽物を貫く甘南備かんなび君。

「なんか面白いネタがあるなら聞くわよ。ノベライズするから。あと、腕突つつかせて……お金なら払うから……」と芝し蘭らんさん。

　私はスタンプカードを見せた。すると、

「「「おめでとう」」」と口を揃えて言われた。

「そのハンコは十哲になるための第一歩のはずよ。腕に押されてるのを知ったときはガチで怖かったけど。決して誰だれもが手に入れられるものじゃないわ。誇りにしなさい」

　ぽんぽんと笑顔の芝蘭さんに肩を叩たたかれた。

「そうだよ。ここからアキラちゃんの新しい伝説が始まるんだね！」

　甘南備君バージョンで言われても、やっぱりうれしいものはうれしい。

　そうか、なんだかんだでこれはいい勲章なのか。

「その代わり、ハンコを押された人間は奇妙で珍妙な事件に駆り出されることになるがね」

　鹿子木さんが遠い目でため息をついた。

　何か、たいへん不吉なことを聞いた気が。

「十哲は単なる称号じゃない。今回みたいに学園の内うち側がわにも関かかわることになるぞ。まして、十哲の卵なら、いい雑用要員だ。きっと、学園長に近いうちに何かやらされるだろうね」

「これ、破いていいですか？」

　試してみると、ただの紙のようでいて、びくともしない。

　最悪……。

　私はよろよろと酔っぱらいみたいな千ち鳥どり足あしで、校舎の前の道をさまよう。

　と、どすん！　と人とぶつかる。ちゃんと前を見てないから当たり前だ。

「いたた……すみません」

「アキラ」

　そこには、幼おさな馴な染じみであり戦友である男の見飽きた顔があった。

「わっ、章あき夫お！　ごめんね。痛かった？」

「あのさ、今度、暇な日ないか？」

　章夫は視線をそらしながら、聞いた。

「何かあった？」

「夜さ、俺おれの家に来ないか？」

　顔が爆発するかと思った。

　だから手順がおかしいのだ。そういうのは、もっと映画を見たり、ご飯を食べたりした後で聞くものであって…………。

「い、いいけど、いつ？」

「いつでもいい。お前が来れる日なら」

「じゃあ、明後日かな…………」

　今日から行けますとか言うと、なんかがっついているみたいだし……。

「わかった。じゃあ、母親に言っとく」

　え、どういうことだ？

「うちの親がお前をディナーに招待したいらしい。あのバカ親、またのろけ話する気だな……。息子として恥ずかしいぞ……」

　後ろから三さん奇き人じんの笑い声が聞こえてきた。



●ＥＮＤ●



    

  
    
      
あとがき



　皆さん、素敵な高校生活をエンジョイしておられますか？

　あるいはエンジョイしておられましたか？

　もしくはエンジョイされる予定ですか？

　…………残念ながら、エンジョイできませんでしたか？

　私、森もり田たの高校生活も例によって灰色、というか黒、闇やみよりも真っ暗な黒という感じでございました……。むしろ、透明？　クラゲ？　いてもいなくてもどうでもいいヤツ？　まあ、そんな不吉な話はどうでもいいのです。そうやって、黒い生活をしていると妄想力が鍛えられいくんです。

　絶対こんなヤツいないけど、いたら楽しい、友達になりたい、そんな妄想で生み出したキャラを並べて、学園コメディに投入してできたのがこのお話です。まさに、ごった煮、むしろ闇やみ鍋なべ？　という感じです。

　おかげでキャラがすごく多いです。二章とか一ダースもいます。これって、けっこうすごい数ではないですか。誰だれか同意して下さるとうれしい。

　たぶん、あなたの好きなキャラもこれだけいれば、どこかにいるはずです。つか、いてほしいです。そのキャラをたくさん愛していただけると幸いです。たくさんラブラブしていただけると幸いです。



　さて、謝辞を。深み崎さき暮くれ人ひと様、あなた様の素晴らしいイラストのおかげで脳内妄想がとても容易になりました。突然、新幹線が開通したかのようです。アキラ、とってもかわいいです。芝し蘭らん、どっかおかしいです。田た島じま先生、個人指導してほしいです。花か笛ふえ、一緒に買い物とか行きたいです。鵺ぬえ子こ、こういう子とお酒とか飲みながら話してみたいです。森もり、こんな姉がほしいです。ヴィクトリカ、結婚して下さい。

　ほか、冗談抜きで多数の方のご協力をいただいたのですが、正直なところ、人数が多すぎて書ききれません。みんな、ありがとう！　皆さんのおかげで森田は息ができます。

　それでは次があれば、また！

森田季き節せつ



    

  
    
      　著者

　森田季節（もりた・きせつ）

　　１９８４年神戸生まれ、京都在住。

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。

　　森や山が好き。キノコが生えてるから。

　　なんか、キノコ見てると落ち着きませんか？



　イラスト

　深崎暮人（みさき・くれと）

　　３月28日生まれ。北海道出身、東京都在住。

　　イラストレーター、原画家、デザインも少々。

　　好物はコーヒーとピップエレキバン。

　（代表作）

　「水平線まで何マイル？」（ＡＢＨＡＲ）原画

　「ぼくと彼女に降る夜」（富士見書房）挿絵

　「ＳＵＰＥＲ ＬＯＬＬＩＰＯＰ」（三才ブックス）デザイン、他

　　http://www.cradle.cc
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